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2011 年 改訂第 3版　序文

　北海道大学のティーチング・アシスタント（TA）研修会は，1998 年 3月に第 1回目が開

催されて以来，2010 年 4月までに 13回行われた。2008 年度版序文にあるように，その間，

TAマニュアルは初期の簡単なハンドアウトから徐々に進化し，2004 年には「ティーチン

グアシスタント̶その役割と研修の手引き̶」（A4版 68 ページ）が作成され，2006 年に

は分科会の内容を充実して「北海道大学 ティーチング・アシスタント マニュアル」（A4版

137 ページ）に発展した。これを初版とみなして，2008 年度版（A4版 150 ページ）が作

成された。内容は，北海道大学の多くの教員・職員が，先行する版をもとに地道に改良を積

み重ねたものである。2006 年度版からは，TAのみではなく，北海道大学の全教員に配布さ

れることになった。

　2011 年度から，北海道大学は総合入試を導入し入学生には総合教育という新しい形の全

学教育を行うことになり（Part VI 参照），その準備として 2010 年 10 月に「高等教育機能

開発総合センター」は「高等教育推進機構に」に改編された。全学教育の枠組みが刷新され，

TAの活躍がますます期待されている。

　2011 年度改訂版のもとになった 2008 年度版は，北海道大学の TA研修活動を学内外に広

報するために機会がある毎に配布され，2008 年から 2010 年の 3年間 TA研修で資料とし

て使用されたのち，残部がなくなってしまい，既に配布したものを返却していただいて，現

在 5部程度が保管されている。2011 年度版も TAの活動に大いに利用され，何年か先に改

訂されて，さらに進化していくことを期待している。

2011 年度 TA 研修マニュアル編集委員会メンバー及び執筆者一同
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2008 年 改訂第 2版　序文
　北海道大学のティーチング・アシスタント（TA）研修会は，1998 年 3月に第 1回目が開
催されて以来，2007 年 4月までに，10 回行われた。その間，TAマニュアルは初期の簡単
なハンドアウトから徐々に進化し，2004 年には高等教育開発研究部での「TA研修のあり
方研究会」により「ティーチングアシスタント̶その役割と研修の手引き̶」（A4版 68 ペー
ジ）が作成された。それが発展して，「TA 実践ガイドブック」（玉川大学出版部A5版 154ペー
ジ 2006 年 9月出版）と 2006 度版「北海道大学 ティーチング・アシスタント マニュアル」
（A4版 137 ページ）になった。2006 年度版は TA以外にも北海道大学の全教員に配布され，
TAについての全学的な理解を深める役目も果たした。
　この 2006 年度版は 2006 年度と 2007 年度の TA研修会に使用するという計画通り役目
を果たしたことと，幸い印刷費の目処もたったことから，今回改訂版を作成することになっ
た。
　2006 年度は新指導要領で学んだ高校生が入学し，そのための対策として全学教育に改革
が行われ TA研修マニュアルも内容が大幅に刷新された。今回は改革された全学教育を充実
していく期間であり，編集方針も，TA の心構えに関する Part I と大学教育の基礎に関す
る Part II は小改訂に留めて，その土台の上に各分科会の内容を積み上げていくこととした。
新しい内容としては，2007 年度に TAと担当教員双方に行った TAに関するアンケートの
内容の報告が Part IV にあり，北海道大学の全学教育の TAに関する実態が窺える。
　北海道大学における TA研修会の歴史的流れは初版序文に述べられているので，参照して
頂きたい。
　このマニュアルが何年か先に改訂され，さらに進化していくことを期待している。

2008 年度 TA 研修マニュアル編集委員会メンバー及び執筆者一同

初版（2006年版）序文
　北海道大学のティーチング・アシスタント（TA）研修会は， 新任教官（当時）に対する
研修会（1995年に 11月に第 1回目を開催）に続いて，1998年 3月に第 1回目が開催された。
TA 研修会が開始された理由は，正規の教官でさえ研修が必要なのだから，教育経験のない
大学院の学生にはもっと必要だろうということであった。その研修内容はごく基礎的な教育
の方法論とレポート・論文の書き方指導，実験指導のポイントに関することであった。
　この TA 研修会は，毎年開催されて今年度は 9回目目にあたる。全体として，日本の大
学では TA 制度に対して関心が薄く，TA 研修会を行っている大学は少ないので，総合大学
に関する限り，本学の TA 研修会は掛け値なしの “オンリーワン” である。
　さて，第 1回目の TA 研修会最後のセッションで，すでに TA として経験を積んでいた
ある学生が「この研修会はよかった。ところで，これと同じ研修を私の先生にもしてほしい」
と発言した。当時，先生によって教育や TA に対する考え方があまりに違い，ある先生は「学
生など放っておけ」というし，ある先生は「口やかましく注意しなければいけない」という。
ある先生は，TA は奨学金のようなものだから何もしなくて良いというし，ある先生は勤務
時間など無視して教室の雑用を山のように押しつける。そもそも，先生方には，勤務時間
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や労働に対する報酬という認識があるのか？　学生がどのくらいの時給でアルバイトをし
ているのか知っているか？　一人の TA に複数の教官が矛盾する指示を出すのだけはやめ
て欲しい等々，最後のセッションはパンドラのふたを開けたような議論になった。これが 
TA 研修会の第一フェーズある。（この理由により，このマニュアルが教員にも配布される
ことになった。）
　第二フェーズに入ったのは，TA 採用の制限が緩和されて，大規模クラスに TA の投入
が可能になった 2002 年ころからであろう。大講堂で行われる「北海道大学の人と学問」
という 500 名近い大規模授業に採用された TA はよくがんばった。その様子は「センター
ニュース」の 47号と 53号に TAの手記の中でいきいきと描かれている（高等教育開発研
究部のHP（http://socyo.high.hokudai.sc.jp/）を見てください。
　それは，「この講義は出欠に厳しく取り組みます。いかなる理由があろうと，授業開始
15 分後から 1秒でも過ぎたらコメント用紙は渡しません。代返などの不正も取り締まり
ます」という教員の言葉から始まった。学生は，遅れる，途中から抜けるなどは序の口で，
代返用のコメント用紙をもらおうと何度も出入りする。ぎりぎりの時間に押し掛けて強引
に入ろうとする，その場でごねる。TA は，それに対して，ドアをロックする，携帯で「日
本標準時」を示す，コメント用紙の偽造に対抗して秘密のロゴを刷り込むなど，TA チー
ムと匿名的学生大衆のあいだで「そこまでやるか？」というほどの熾烈な駆け引
きがあった。そして，最後に，TA チームが勝利する。代返や遅刻はなくなり，授業後の
コメントの内容も次第に充実してくる。TA の一人は手記の最後に，「初めは不正を無くす
ことに躍起になっていましたが，試行錯誤を繰り返す中で，学生のためにはどうしたら良
いか，ということを考えるようになりました。これこそが教育の本質ではないでしょうか。
TAは単なるアルバイトではなく，学生と共に成長できる機会であると思います」と書い
ている。
　2003 年度から TA研修は第三フェーズに入った。この年度から全学教育の大規模クラ
スを 20～ 30 人のグループに分割して，TAの指導のもとにディスカッションや演習を行
う形式の授業が本格的に導入されるなど，TAの役割が多様化した。それと同時に，TA研
修の参加希望者も著しく増加し，2004 年度は 250 名，2005 年度は 300 名となり，2006
年度は全学教育の TAの延べ採用数が一気に 800 名程度に増加した。これに従って，科目
の種類に応じて，多数の分科会を設けて細かく対応することになった。2006 年度は，こ
のマニュアルの＜パート III ＞を見れば分かるように，12の分科会が組織されている。
　次の第四フェーズは，TA研修あるいは TA活動を大学院の正規の教育課程に組み込む
ことであろう。すでに，水産科学研究科と情報科学研究科でその動きが始まっている。
　TAの導入には，教員の負担を軽減するだけではなく，TA自身に対する教育的な効果が
現れている。また，年齢の近い TA が直接学生と接するために，教育効果が上がるという
メリットもある。さらに，TA にとっては，生活の糧を得るだけでなく，自分の専門の基
礎について深く学び，基本的な教授法をマスターする良い機会となる。研究大学が，多様
化した学部レベルの学生にきめ細かに教育し，しかも従来にもまして活発な研究活動を続
けるためには，大学院学生を，教員にも彼ら自身にもメリットのある形で，教育組織の中
に有機的に組み込むことが必要である。
　このマニュアルは，前年度までの研修の手引きをもとに，今年度の分科会構成に準じて
＜パート III ＞のタイプ別マニュアルの部分を大幅に書き換えたものである。さらに，来
年度も改訂が繰り返され，このマニュアルが進化していくことを期待したい。

北海道大学・TA研修マニュアル作業部会のメンバー及び協力者　一同
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北海道大学全学教育ティーチングアシスタントマニュアル（2011年改訂版）

I.1　TAの心得

1. TAの性格

　大学院生を経済的に援助する欧米の大学院生支援制度（Graduate Assistantship）は，通常の奨学
金や学生ローンとは別に学内での研究や教育に従事させ給料を与える非常勤の仕事も提供している。
このような大学院生は院生助手（Graduate Assistant）と呼ばれ，研究課題の効率的解決のために採
用されたRA（Research Assistant）と学内の教育に関わる TA（Teaching Assistant）に分けられ，
日本の大学でも活躍している。TAの任務は，大別して実際に教鞭を執る単独の科目担任として授業を
行う科目担任型 TAと授業の補助をする補佐型 TAに分けられる。複数開講科目の中の一つを受け持つ
科目担任型 TA（もしくは院生講師）には，科目責任者（Course Supervisor）という代表責任教員が
指導管理を行う。科目責任者はワークショップなどを頻繁に開いて TAのとりまとめを行う。日本で
は科目担当型 TAはさほど多くないと思われる。補佐型 TAは授業を実際に受け持つ科目担任（Class 
Instructor）の下で補助的に働くことになる。補佐型 TAは自分の任務内容（授業内外での役割，オフィ
スアワーの設定，準備にかかる時間，試験やクイズの採点基準やその従事時間，試験監督の必要性など）
を科目担任に確認する。
　TAは学生なので採用期間における自分の授業や勉強時間の確保など，学業がおろそかにならないよ
う双方で配慮しなければならない。契約以上の拘束時間があり調整がうまく行かない場合は，科目責
任者・科目担任と調整すること。チームワークが必要不可欠なので，いずれの TAも学期開始前に具
体的な任務を確認し準備する必要がある

　対人関係 :　事務に携わる人々を除けば，大学は教員と学生という一般的な関係で構成されてい
るが，教室の中では教師と学生という直接的な影響力の強い関係になる。自分の学生の学問的かつ人
間的成長のためにも，TAは教師としてのさらなる自覚が必要になる。それゆえに TA研修では，軽は
ずみな言動（たとえそれが教室外または学外であっても）は許されるものではないことが伝えられる。
教育者としての良識と姿勢は TAにとっても不可欠なのである。
　また，是非心がけて欲しいのは，学生に対してだけではなく科目担任への敬意の念を維持すること
である。教員には様々なタイプがあり，教授法などに納得できないことがあるかもしれない。だが，
そういった批判的な態度を TAが学生の前で見せたらクラスの信頼関係が崩壊してしまう。

　服装や身だしなみ :　エキセントリックな出で立ちは慎み，教師らしくすること。スーツ姿で教
壇に立つ男性 TAもいるが，基本的には清潔で誠実さを示す服装ならば可である。

　言葉遣い :　教室の中で丁寧な話し方をするのは当然だが，教室の外でも学生には注意して接する
こと。TAも敬意を払われる対象でなくてはならず，フレンドリーな話し方は学生に親近感を与える利
点はあるが，逆にいい意味での師弟関係を失わせる可能性もある。TAは学生でもあるから，学部学生

＜パート I：TAとは＞
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にとって高校生の時の教育実習生のようなイメージを与えるぐらいならよいが，逆に軽くあしらわれ
て授業が成り立たなくなってしまうと困る。そのためにはまず言葉遣いである。

　倫理規定 :　人種・民族・性・信条等に関わらず学生達には平等・公正に教育を受ける権利があり，
これは留学生にも適用される。従って差別的な表現や偏った指導は堅く禁じられる。最近ではシラバ
ス作成でもその配慮が指導されることがある。

　プライバシーの尊重 :　守秘義務のことである。学生の学生番号に成績や住所・電話番号など，
TAは一般の人が知り得ない情報を知る立場にある。また，学生指導をするにあたって，私生活につい
て知る機会もある。だが，これらは学生が TAを教師として信頼しているから提供しているのであり，
教師なら学生のプライバシーを尊重し対応しなければならない。

　ハラスメント行為等の禁止 :　TAの立場を利用して，学生に不快な言動を行い学業に影響を
与えることをしてはいけない。セクシュアルハラスメントは代表的なもので，教室内での性差別表現
や学生が性的に不愉快に感じる話を禁ずることから始まり，学生に触れてはいけない，オフィスアワー
はドアを開けておくこと，学生 1人と学外で会ってはならない，などなど。誤解を招きうる行為は一
切禁止である。詳細は本学ホームページ内の「北海道大学ハラスメント防止対策室」を参照のこと。

　TAと担当学生の恋愛関係 についても禁止される。たとえそれが純粋なものであろうと，TA
がその学生の評価などに公正さを持てるとは限らないこと，他の学生は二人の関係を知るだけで不快
に思い差別的だと訴える可能性があることなど，教育者として決して許されない行為とされる。恋愛
関係を優先したいのなら，TAを辞める覚悟が必要であり，このことは大学の教授陣についても同様で
ある。ちなみに，片思いのようなものは，学期が終わるまで学生を説得するか自分自身を戒めるよう，
研修後のレセプションで教わった。また，数年前の本学での TA研修で学生との恋愛問題ヘの処置が
議論されたとき，TAから「そういったことは TA研修で議論されるべきことなのか」という意見があっ
た。TAと学生の恋愛関係はプライベートなものではないことを認識してほしい。

　その他：　また，TAは年齢的に学生に近い場合が多く，他の教員よりも学生から相談を受けやす
い傾向がある。教育スタッフの一員として，TAも責任ある学生指導をする必要がある。だが，アメリ
カで言う友達のような楽しいばかりの「ミッキーマウス先生」にはならないよう気をつけたい。同時に，
学生の問題を TA個人で解決しようとすると後に責任問題が絡んで来るときがあるので，科目責任者
や科目担任にはしっかりと伝えておいた方がよい。
　TAには科目責任者や科目担任とのチームワークとパートナーシップがよりよい授業運営に不可欠で
あり，学生と適切な距離を保つことは学生への敬意を表わすものとして評価されよう。
　欧米では TAの対人関係等で問題が生じた場合は，TA専用の相談室を利用したり教育管理センター
のディレクターに仲介してもらうことになっているが，本学ではそのようなサービスはないので，既
設の学生相談室を利用しよう。
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2. 授業

　授業での教授内容に関しては，科目担任 TAも補佐型 TAも科目責任者や科目担任と綿密な打ち合わ
せをしておくことが前提となる。が，ここでは円滑な授業運営方法を TAのタイプに応じて，授業前
の作業，実際の授業の種類と授業進行上の留意点に到るまでを示してみる。
　科目担任型 TAは独立した教師として独自のシラバス作成及び授業運営そして成績評価をする。気
をつけねばならないのは担当科目が単一開講なのか複数開講なのかということである。単一開講なら
ば学生便覧にある授業科目の内容に合わせてシラバスを作成すれば，比較的自由に授業をすることが
できる。複数開講ならば他の TAと足並みを揃えた授業概要及びシラバスを作成をする必要があり，
評価の点でも基準を設けなければならない。これはほとんどが英文科の TAでまかなわれている一般
教育英語（アメリカでは必修科目であり論文指導などを行う）や第 2外国語科目などでよくあるケー
スであり，統一教科書を使い，複数開講科目の TAたちは科目責任者と密に打ち合わせをしながら，
統一試験をしたり論文の評価を TA全員で分担するなど，授業外でのチームワークが大切となる。
　補佐型 TAの場合も学生に直接指導できる補助教員的なものと，教室では殆ど目立たず資料作成な
ど教育環境の準備や整備をする裏方的な TAがある。補佐型 TAはシラバスの作成や授業の主導的役割
は免除されるが，教鞭を執る科目担任とのあ・うんの関係が必要とされる。また，授業は生き物であ
るから授業前の打ち合わせではなかったようなことがよく起こる。授業の聴講はそのようなハプニン
グに対処できると同時に，科目担任が教えているときの学生の反応を知ることもでき，マイナスには
ならない。授業の聴講は義務ではないが，TAに強く勧たい。
　留学生 TAも科目担任型 TAと補佐的 TAに分かれるだろう。母国語を外国語として日本人学生に教
える場合など日本語での説明を介さない直接教授法による授業は別として，留学生 TAは教師として
高度な日本語運用能力が必要になる。面接を受けて採用されるぐらいなので大きな問題ではないかも
知れないが，説明時に使用する語彙・発音のチェック及び補助教材の充実が望まれる。教授用表現に
ついては，私もそうだったが，大学院の先生方の授業での表現方法がとても参考になる。
　では，授業の準備・展開・評価について説明する。
　

（1）シラバス作成
　科目担任が授業初日に学生に直接配る履修契約書のようなもので，本学のホームページで掲示され
るシラバスとは別に，授業初日に詳細な情報を加えた配布用シラバスを用意する。シラバスには以下
の情報を 3ページ以内でまとめること。

・ 科目担任名，科目名，開講年度・学期，教室番号，開講日・時間，履修単位数，担当者の
連絡先（研究室の場所，電話番号，電子メールアドレス，オフィスアワーなど）

・ 授業の概要 :　目的・内容，必修事項
・ 授業カレンダー :　授業毎の内容，目標，課題など
・ 教科書，参考書のリスト
・ 試験の日程，論文・レポートの有無・締切り，クイズの有無，評価方法・基準，欠席・遅
刻の取り扱い，補講の有無と条件
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　複数開講科目については科目責任者が教科書を含めほとんどを事前に決めているので，科目担当型
TAはそれに従えばよい。だが，毎日の授業の進め方は個々の TAに任されているので，単に全体の目
標をこなすのではなくマンネリ化しないよう様々なトピックや教授法を積極的に取り入れることを勧
める。
　補佐型TAは科目担任が授業シラバスを配付するので基本的にはシラバスを作成する必要はない。が，
科目担任によっては TA独自のシラバスを要求することもあり，上記に倣って自分の役割を明確に記
したシラバスを独自に作成しておけば役に立つ。

（2）授業初日
　授業内容紹介が中心になるが，新人 TAにとってはもっとも緊張する日だ。まず，前述したように
教師らしい印象を与えるよう服装や言葉遣いに注意する。教室に入ると，前に空席があるようなら，
学生に前へ移動するよう伝え大声を出さなくても済むようアレンジする。
　次に行うのが自己紹介と授業の説明。緊張すると早口になる人はそれを意識してゆっくりはっきり
と話す。科目名と自身の名前（板書するとよい），自分が TAであること，どうして TAになったのか，
自分が興味を持っている分野との関係などから始め，TAと学生間の緊張をほぐす。授業の概要（シラ
バスに書かれていること）はまず簡単に口頭で説明する。これは学生を TAに集中させるためだ。
　登録学生のリストが事前にあれば名前の読み方を確認しながら出席を取り，登録状況を調べる。未
登録者がいる場合は，名前を書きとめ，授業後登録を済ませるように言う。学生の名前はなるべく早
く覚える。
　そして，シラバスを配付する。シラバスは履修予定学生数より余分にコピーをとっておく。シラバ
スは細かく説明する。時間があれば，教室内での倫理規程（差別言動の禁止，欠席・遅刻や未提出課
題等への罰則），盗用などへの学内罰則規定，そしてレポートや試験の内容や評価基準などを具体的に
説明する。終わったら，学生に質問の時間を設ける。
　初日の後半は，次回からの本格的授業に備えて授業内容のウォーミングアップをする。クラスを和
やかな雰囲気にするために「Ice Breaker」という方法が標準的に用いられる。学生をペアまたはグルー
プにして，この授業のイメージを数分間のうちになるべく多くリストアップするよう伝え，後から各
グループが一つずつ発表する。TAはそれに受け答えしながら授業の将来像をまとめる。大切なのは，
その将来像が正しいかどうかではなく，これからのクラス運営を活性化させるということである。
　最後は，図書館やラボ等の利用方法の説明をし学生の自助努力を促す。学業やプライベートなこと
でかつ TAの権限外のことについては，学生相談室を利用するよう勧める。終了の時間が来ると，次
の授業内容のアナウンスをして初日を終える。
　科目担任型 TAは上記の内容で初日のオリエンテーションを終えればまずまずだろうし，補佐型 TA
も自己紹介と自分の担当箇所をしっかりと説明できれば科目担任も安心するだろう。だが，日本の場合，
オリエンテーションだけで初日を終えるというのは物足りない。授業配分については科目責任者と相
談し充実した初日を計画してほしい。
　また，上記以外で授業初日に是非にも実施してほしいのは個人情報の収集だ。事前に名前，学生番号，
連絡先，自己 PR，受講科目ヘの個人目標，科目担任（型 TA）及び補佐型 TAへの希望などの欄を設
けた個人情報記入用紙（Personal Information Sheet）を作っておき，オリエンテーションのときに
学生に記入してもらう。これは緊急の際や長期欠席者への連絡に利用できるほか，学生の動機付け及
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びオフィスアワーに尋ねて来たときや個人指導の際に話題が広がる潤滑油的効用がある。なお，この
データは守秘義務を伴う個人情報なので大切に保管すること。
　

（3）講義と演習
　欧米の TA研修では以下のことが講義と演習に分けて細かく説明される。実際の授業は両方のスタ
イルを組み合わせた型になると思うので，科目担任型 TA・補佐型 TA共に積極的に取り組んでほしい。

① 講義・演習共通事項

　レッスン・プラン :　毎日の授業内容と目的及び進行予定を分刻みで書き記したシナリオのよう
なもので，科目担当型 TAは授業全体について補佐型 TAは与えられた作業について作成する必要があ
る。教授法については割愛するが，大切なのは内容と時間との関係である。無理なく効果的に目的が
達成されるよう作成しなければならない。レッスン・プランをハンドアウトにして配る必要はないが，
授業の導入時にその内容を口頭で説明するだけでも授業全体の進行に大きな効果がある。

　機器の操作能力 :　AV機器やOHPまたはコンピューターなどを使用する際には，事前にその
操作方法に熟知しておくこと。教室に必要な設備がない場合は，使用許可を取り予約を済ませておく。
そして授業開始前には設置を完了し，使用時には時間のロスが最小限になるようにしておく。

　補助教材 :　特に学生に配付するハンドアウト（レジュメ）は，教科書を補うだけでなく，授業
の進行をスムーズにするなど，学生の手元に残る資料として有効である。ハンドアウトには出版物を
単にコピーしたものとオリジナルに作ったものに分かれる。前者については出典情報（作品名，著者，
出版社，巻号，出版年など）を明記し著作権法に触れないよう気をつける。後者については読みやす
さと理解しやすさに気をつける。掲示用の教材やドリル時に使うフラッシュカードなどは丈夫な材質
を使い離れた学生も認識できるようにする。フラッシュカードは何種類も作り組み合わせて使用でき
るようにしておくと便利。
　クイズや試験を作成するときは出題の内容と目的，つまり既習事項の習熟度テストなのか応用テス
トなのか，を考慮して選択式・記入式・記述式スタイルを選び配点を決める。テスト名，学生名・番
号の欄を設け，質問は指示を明確にし，解答記入欄を十分にとる。模範解答や採点基準は前もって準
備しておく。

　時間厳守 :　授業は時間通りに始まり時間通りに終わるのは基本である。授業前後の休憩時間も有
効に使うことができる。黒板を消すなどの環境整備のほか，学生と雑談することで習熟度や問題点を
知ることができ授業へ向けての知的環境も整えられる。オフィスアワーも時間厳守。ただ，正当な理
由があってオフィスアワーに来られない学生には予約を取らせて会う配慮が必要である。

　出欠点検 :　学生を覚えていれば欠席者もすぐわかるので，時間をかけてはいけない。学生の作業
中や口頭でのクイズ・質問時に合わせて出欠を点検すると効率的だ。
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　動機付け :　授業内容に興味を持たせるためには，まず教師がそれを楽しむ姿勢を見せなければな
らない。技術的には，日常や学問から来る疑問や矛盾点などを問題提起し，学生に考えさせる（Ice　
Breaker など）ことから始め授業目標を設定し，動機付けをすることができる。また，同様の質問を
クイズにし発表させる方法もある。

　説明 :　事象や課題について説明するときは，前もってカギになる表現や文章をレッスン・プラン
に書いて準備しておく。理論的なものの説明は後に具体例を多く示す。その際，重要な定義やキーワー
ドなどは必ず板書し口頭で繰り返し使用すること。教科書やハンドアウトを棒読みするだけの説明は
学生に響かないし，思いつき的な説明は例外を生み無責任なので避ける。準備された用語を使って自
分の言葉で話してほしい。

　ユーモア :　授業を円滑に進めるものとしてユーモアがある。ただし，そのユーモアを不快に感じ
る学生もいるので注意すること。

　機会均等 :　学生に質問をする場合や学生からの質問を受ける場合は，より多くの学生の声を取り
入れること。一部の学生のみを対象とした偏った授業には学生は敏感である。

　質問・意見への対応 :　学生の質問や意見にも様々なレベルがあるが，教師には誠実に答える義
務がある。内容確認の質問ならもう一度それを繰り返せばよいが，キーワーをしっかりと押さえること。
「先程言ったように」というような表現は多用しない。
　発展的な質問や意見については，TAがすぐに応えるよりも他の学生に問いかけてみるなど授業を活
性化するために利用することもできる。答が分からないときは出任せの対応はせず，分からない理由
を明確にし，教師の課題として持ち帰り，次の授業では確実に説明できるようにする。
　質問・意見の内容が不明確な場合は知的に換言して確認する。いずれにせよ発言したことがクラス
に貢献したと発言した学生に思わせるよう努力しなければならない。ただし，あまりにも低質な質問
には時間を割かないこと。

　学生への対応 :　学生にも様々なタイプがいる。内気な学生には発言を迫るのではなく，その学
生の表情を見てタイミングを判断すること。また，小さなグループに分けて話をさせるのも方法。一方，
よく発言し話題をそらす学生への対処法としては，その学生の意見をクラス全体の討論の議題に移し
他の学生の意見を引き出す。それがうまく行かない場合は，その内容については授業後かオフィスア
ワーに話すよう指示する。が，最終的にはその学生と個人的に話をし，その学生の意見は大切だが他
の学生はお陰で話せないでいるという事実を理解してもらい，その学生には他の学生を援助する役目
を演じるよう頼んでみる。
　また，個々の学生の活動内容については授業後に記録しクラスへの貢献度等の資料として残す。

　授業の締めくくり :　最後は必ずフィードバックし次回の授業内容及び課題を伝える。
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② 講義

　講義は単一方向的な教授形式の授業形態である。担当する TAはクラスの主役として全体をコント
ロールすると同時に，授業が単調にならないよう工夫しなければならない。そのためにはレッスン・
プランを充実させ，AV機器使用，クイズの実施，そして演習的なものを組み入れるなど，授業に変化
をつけるとよい。
　また，板書時には，字は丁寧に書くこと。板書中は背中を見せず，学生が読みやすいよう配列する。
板書量が多いならば授業でのロスタイムを少なくするために休憩時間に板書を始めておくか，ハンド
アウト等を準備する。レッスン・プランにモデルを作り板書内容とそれを板書する順番を記しておく
とよい。パワーポイントの使用も有効である。

③ 演習（ラボ，ドリル，討論，実習）

　演習は TAと学生の双方向の作業であるが，主役は学生である。TAは学生が自発的に課題に取り組
むようサポートする役割と課題が順調に進むように管理するリーダーの役割が必要になる。そのため
には，学生との信頼関係を築く必要があり，リラックスした中にも秩序ある環境を作らねばならない。
もっとも注意しなければならないのは，既習事項の範囲内で演習を行うことだ。科目担任がまだ教え
ていない内容を TAが先取りして使用すると授業全体のカリキュラムが崩れてしまう。全体の進度を
見極めた上で，演習用のレッスン・プランを作りたい。
　また演習は，その内容によってコンピューターラボなどは個人演習，ドリルや討論そして実験実習
などはペア・小グループ・クラス全体による作業と分かれる。それぞれの形態によって，教室環境も
個人ブース型や円卓型，対峙型，移動型を取り入れたい。
　演習のイントロでは TAが課題の説明をし，質問などをして問題提起をする。その際，演習に向け
て授業内容をフィードバックするのは当然であり，補佐型 TAの場合科目担任と内容をしっかりと打
ち合わせしていたり授業を実際に聴講して科目担任の表現を引用したりすると，学生にとって講義と
演習の関係が容易に理解できる。そして，課題解決のためのステップを設定し演習に移る。

　ラボ :　TAは機器使用について熟知しておくこと。基本的には 1対 1の指導だろうが，1人の学生
に時間を取られすぎないよう一人当りの対応時間を決め幾巡かするよう心掛ける。

　ドリル :　繰り返しの作業が多いので，フラッシュカードなどの補助教材を利用してゲーム感覚で
相手や内容を変えてリズミカルにすること。外国語のドリルの場合は，学生の既習語彙・文法を十分
熟知した上で復習も兼ねて行う。TAが軸となって個人や全体をリードすることもできるし，ペアやグ
ループでのドリルを指示するのもよい。

　討論 :　TAが議長になる必要はない。TAが議長になると討論が能率的に進行する利点があるが学
生の自由な発想が抑えられる可能性もある。時には学生を議長にし，TAはオブザーバーになったり，
発話者の 1人として参加したり，また内気な学生を励ます役割を演じてみるのもよい。ただ，討論の
目的を掌握し脱線しないよう調整に努めること。
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　実験等の実習 :　事故などが起こらないよう安全面にもっとも注意し，実験機器の取り扱い方，
危険物への対応・処理方法を周知させること。換気などの環境保全にも努め，事故があった場合の対
処法を科目担任とともにまとめてマニュアルを作っておく。だが，学生には指示通りにすれば安全で
有益な実験だということを強調する。

　フィードバック :　演習を終えるとき，演習の課題・過程・結果から何がわかったのか，何が達
成され何が新たな課題として残ったのかを TAがまとめ，学生個人の理解を促す。そして，演習前，
演習結果，そしてこれからの演習内容と結びつけて，この演習が授業のカリキュラムで占める位置を
確認する。 

3. 授業外での仕事

　TAにとって，授業よりもその前後の方が忙しいかも知れない。ここでは，採点，成績評価などにつ
いてまとめてみる。

（1）採点

　採点の対象となるのはふつう試験，レポート，そして討論及び授業への貢献度である。採点基準は
科目責任者・科目担任や他の TAと基準調整しておく。

① 筆記試験
　採点を始める前に全体の出来映えを見て採点基準を確認・調整する。次に，1人分を一度に採点す
るのではなく，一つの質問だけを流れ作業的に行う。そして，採点に公正を期すため，切れのよいと
ころで休養を何度も取る。試験の代表的な採点方法を列挙する。

・選択式・記入式試験
機械的になりがちだが，模範解答と配点（完全回答なのか，部分点が許されるのかなど）
を科目担責任者・科目担任になるべく一度で確認しミスのないように心掛ける。

・記述式試験
加点法 : 必須事項毎に点数を加える
総合点法 : 採点の焦点（思考過程なのか，結果なのか，量なのか）を絞り，全

体の出来で得点を決める。
部分点法 : 異なるカテゴリー（構成，参考文献引用度，結論の質）で採点し合

計する。
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② 論文・レポート
　まず，提出された論文全体に目を通し大雑把にA，B，C，D，Fに分け，再度入念に読みながら評
価の均一化を図る。一般教育英語の授業での平均的な評価基準は以下のとおりが，日本の論文指導の
授業でも参照できるだろう。

A（秀）: 情報量・理論面で極めて優れており他の考え方にも言及・批判しバランスが
よく，独自の考えが明確に示されている。

B（優）: 情報量・理論面で特に優れており他の考え方にも言及しバランスはよいが，
批判的でなく，結論に独自性がない。

C（良）: 情報量・理論性もあり他の考え方も紹介しているが，全体的に説明文的であ
り洞察力に欠ける。したがって，結論も平凡である。

D（可）: 課題については知っているようだが，アプローチの仕方や構成が共に未熟で，
結論も練られた痕跡がない。

F（不可）: 文法ミスなどが多く文章が書けていない。課題も全く理解していない。

　採点後は個々の学生にコメントを残すとよい。解答のよいところや弱点を発展的に捉え，学生が
フィードバックできるよう教育的配慮を施す。責めるようなコメントや冗談のようなコメントは不可。

③ 討論や授業への貢献度
　発言の量と質で判断するが，学生の性格的な問題もあるのでこれまでの学習内容や他者の意見を把
握しているかなど発言内容の質を重視したい。が，評価の書き込みなどは討論中の学生の前ではしな
いこと。授業後，1～ 5のスケールで評価すると容易だ。

　補佐型 TAの次の仕事は採点結果を科目担任に伝えること。個々の学生の成績だけではなく，クラ
ス全体の採点結果と難易度及び習熟度を文書で教官に示すのが望ましい。それを知ることよって科目
担任は授業を調整したり個々の学生へより配慮した授業をすることができる。

（2）成績評価

　最終の成績評価は評価の対象事項とそれぞれの配点がシラバスに明記されているので，それに従え
ばよい。評価の対象は上記の他に出欠があるが，欠席や遅刻数の減点数を明記しているなら機械的に
出る。
　だが，実際の評価は簡単ではない。ボーダー上の学生については科目担任が補佐型 TAに意見を求
めることもある。また，科目担任によっては演習などの評価を要求することがあるので，TAシラバス
で基準を明確にして公正な評価をする必要がある。
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（3）その他の仕事

　補佐型TAには学生を直接指導せず教育環境を整備し補佐する仕事もある。授業での機器運搬・操作，
大人数教室での出欠点検や資料配付・課題回収，そして資料作成である。
　これらに共通しているのは科目担任が行う授業を円滑に進めるための裏方的役割を負っているとい
うことである。したがって，補佐型 TAは科目担任より早めに教室に行って授業開始時にはその作業
を終了しスタンバイしていなければならない。器材に関しては使用予約及び器材点検を怠らないよう
に。出欠点検・資料配付・課題回収の能率化は授業の効率を高めるのでなるべく短時間で終えられる
よう工夫してもらいたい。資料作成は，科目担任から資料の原本をもらいコピーすることや資料を TA
が直接調べてきてコピーすることがある。前者の場合だとその日突然依頼されることもあるので授業
前に余裕を持って科目担任の研究室を訪ねたい。後者の場合はゆとりをもって資料を集め科目担任の
了解を得たうえでコピーする。コピーは簡単なようで時間もかかるしミスも出やすい。注意すること。
　また，このようなタイプの補佐型 TAも本人次第でさらに授業に貢献できる。授業開始を待つ休憩
時間の間，前回の授業について学生と雑談的な話をしてフィードバックのようなことをすると，授業
開始後の学生の雰囲気に差が出てくる。また，オフィスアワーを活用するよう学生に呼びかけること
もできる。

4. 問題防止と解決方法

　TAの仕事をしていると予期せぬ問題にぶつかることがある。他の TAに代わってもらうことになっ
たり，学生からクレームをつけられたりなど。それに備えるには，まず記録を残すことである。シラバス，
出欠状況，クイズや試験の成績，ハンドアウト，レッスンプランから授業での発言内容や学生からもらっ
たメモやメールまで，できるだけ多くの証拠を持つことにより不足の事態に備えることになる。そし
てもう一つの予防策は，授業進行状況や学生の言動については科目責任者と密に連絡をとっておくこ
と，である。
　学生が TAの元に問題を持ち込んだら，まず TA自身が対応する必要がある。成績についてのクレー
ムがある場合はまずその学生に成績記録を見せ説明し，納得しなければ科目責任者・科目担任へ連絡
する。試験やレポートなどで不正行為のようなものを見つけた場合は，即座に科目責任者・科目担任
に報告すること。TAは教育スタッフではあるが，そこで起こった問題に一人で解決しようとしてはい
けない。責任を持って解決できるのは，科目責任者や科目担任という大学の専任スタッフであり大学
自体である。
　新人の TAにとって自分の仕事ぶりは気になる。そこで学期開始からしばらくして，TAマニュアル
を読んだり TA研修を思い出して自己評価をしてみる。科目担任か経験のある TAに授業を参観しても
らい意見をもらうのもよい。また，誠実そうな学生数名に直接尋ねるとか，授業時間を少し割いて学
生全体に授業の印象を無記名で簡単に書いてもらう，といった方法がある。よりよいTAになるためは，
もし問題点があるならそれを認め早急に修正する必要がある。学期末には学生による正式な授業評価
や科目責任者・科目担任による TA評価が待ち受けている。それをよりよいものにし来期への契約更
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新と教育業績積み上げのために努力しなければならない。

　北海道大学の院生助手数は増加傾向にあり，平成 22 年度の全学教育担当の TAは 1018 名である。
大学院生への経済援助と教育機会提供は望ましい傾向だが，一方で TAという非熟練教育者の増加は
教育の質の低下を生む原因となり得る。そういった事態を未然に防ぎ，学部教育の質の維持向上のた
めには TA自身の意識的な取り組みが不可欠である。
　将来の研究者かつ教育者を志す者にとって大学レベルで教育実践を積むことは，昨今の採用条件，
つまり研究業績だけではなく教育経験も重視する傾向，を考えると絶好の機会と捉えなければならな
い。事実，最近では日本の大学でも模擬授業を採用面接時に課すところがある。TAとしての責任は大
きいが，それによって得られる経験は将来の自分を築き上げることになる。そして決して忘れてはな
らないのは，教えることの喜びは何にもまして素晴らしいということである。

（瀬名波　栄潤）
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＜パート I：TAとは ＞

I.2　TAの仕事
「水産学部教員とTAの合同ワークショップ」から

　TAの仕事は「教育の補助」とされていますが，その内容は多様です。
　米国の TAは十分な研修を受け，実験や討論クラスの運営を任されています。
　日本ではそこまではゆきませんが，水産学部では教員と TAが話し合って，実験・実習の授業の運
営の上で，教員の仕事，TAの仕事を整理しました。
　以下，その内容を紹介します。

（安藤　厚・栗原秀幸）

TA  

TA

TA

TA

,  

TA Work Shop 2003.9

TA

,
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＜パート I：TAとは＞ 　I.3 TA の体験記

1. はじめに

　私は平成 15年度前期の総合講義「北海道大学の人と学問」で TAを行いました。この講義は水曜日
と金曜日の週 2回あり，約二週間毎ごとに様々な学部の先生が講義を行います。水曜日は約 500 人，
金曜日は約 300 人が受講し，私はもう一人の TAと共に水曜日を担当しました。主な仕事内容は講義
中の資料提示などの講師の補助，出席確認のコメント用紙を配布と回収，学部ごとに分別して授業担
当教官に届けることでした。大講義室で行われるこの講義では，学生の授業態度から成績評価するこ
とは困難であり，出席状況とコメント用紙の内容が評価対象となります。代筆や「良かった」，「～が
興味深かった」など数行のコメントしか書かれていない所謂三行レポートなどもっての他です。これ
を踏まえ，世話役のO教授から TAに出された要求は次のようなものでした。

「この講義は北海道大学の教養科目の規範となるようなものでなくてはならない。そのため，学生
にはそれなりの態度で受講して貰わなくては困る。特に，出欠に関しては厳しく指導して欲しい」

我々 TAは期待に沿えるよう，まず前任者Dさんの話を聞きました。Dさんの体験談はこのようなも
のでした。

・学生は何度も出入りを繰り返し，必死に他の学生の分の用紙を貰おうとする
・用紙に印を付けて調べた所，代返者が約 1割いた
・他の授業ではそんなに厳しくないと反抗する学生もいる
・学生には毅然とした態度で接しなさい

Dさんのアドバイスを基に，我々は様々な対策を立てて講義に望みました。

　受講者に人数制限を設けたこの講義では，初回に受講票を貰わねば履修することが出来ません。講
義初日は授業開始 30 分から既に列ができ始め，15 分前には延びた列が教務前の通行を妨げようとし
ていました。それはさながらデパートの初売りに並ぶ買い物客のようでした。列からはみ出ようとす
る学生，どさくさに紛れて割り込もうとする学生，慣れない列整理に酷い倦怠感を感じ，あまり順風
満帆とはいえない仕事始めでした。しかし，めげてはいられません。何事も初めが肝心です。学生に
紹介された際，我々は受講生達にはっきりと宣言しました。

I.3（1）　ＴＡと受講生との関係

工学研究科分子化学専攻修士課程修了　　原　奈々絵
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「この講義は出欠に厳しく取り組みます。いかなる理由があろうと，授業開始 15分後から 1秒でも
過ぎたらコメント用紙は渡しません。代返などの不正も取り締まります」

一瞬，受講室はざわめきに包まれました。こうして，受講生との対決は始まりました。

2. コメント用紙，代返，遅刻，その他

　翌週から我々は講義開始 30分前に講義室に集まり，1つの入口を残して他の全ての入口に鍵を掛け
て『出入禁止』の貼り紙をしました。すると，Dさんの行っていた通り，出入りを繰り返して複数枚
のコメント用紙を貰おうとする学生が確認できました。その都度注意すると，学生はバツが悪そうに
しながらも素直に引き下がり，数週間後には出入りを繰り返す学生は殆どいなくなりました。
　もう一つの不正，代返についてもDさんの方法を参考に対処しました。コメント用紙は教務で用意
してくれますが，予め必要枚数を貰い，隅の方に小さなイラストを印刷して目印としました。同じ絵
柄では複製されてしまうので，毎週異なる意匠を用いました。初めは印のないものが 1割ほどありま
したが，目印をつけていることを学生に公表してからは，先週のコメント用紙を用いるもの，鉛筆やボー
ルペンで複製を試みたものなどが数点見つかりましたが，代返は激減しました。三行レポートを書い
ていた学生も，見られていることを意識し始めたのか，真面目な感想文を書くようになりました。
　最大の課題だった遅刻。初回に宣言した通り，一秒でも遅刻した学生にはコメント用紙は渡しませ
んでした。しかし，納得する者は稀で，遅刻者は一様に抗議するのです。

「自分の時計ではまだ 15分たっていない」

正直，腹が立ちましたが，我々が逆上しても仕方がありません。なるべく穏やかに，しかし毅然とし
た態度で対応しました。

「そうですか。しかし，日本標準時間で出席を取っているので残念ですが受け付けられません」

携帯で 117 に繋ぎ，時報を聞かせるとしぶしぶですが納得してくれました。そのまま帰ってしまう学
生もいましたが，講義は 2週で 1セットが基本なので，来週のために講義を聴いて自前のレポート用
紙などに感想を書いて提出してはどうかと提案すると受講していく学生が殆どでした。講義内容は非
常に面白いものでしたし，たった数分で欠席になるのが惜しいと思ったのか，徐々に遅刻者も減って
いきました。

３. 良い関係も

　このように書くと TAと学生との関係は険悪で，その業務は苦痛に満ちたものだったと思われるか
もしれません。しかし，そうではありませんでした。コメント用紙を渡す時に親しげに挨拶をしてく
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れる学生もいましたし，コメント用紙の空いた所に TAへの要望を書いてくれと頼んだ所，様々な意
見が寄せられました。温かい労わりや励ましの言葉をくれる学生もいましたし，講義室の温度調節や
照明など指摘されて始めて気付く問題点も多く，より良い講義環境作りの参考になりました。
　講義担当者との関係も忘れてはいけません。TAの定位置は教官に最も近い，アリーナ席です。緊張
感を持って講義内容を楽しむことができます。そして，他学部の第一人者との交流は研究者としても
良い刺激となりました。

４. さいごに

　指導する立場は辛いと思います。言って分かる人が殆どでしたが，不正が完全に無くならなかった
ことからも分かってくれない人がいるのも事実です。良かれと思って言った事で疎まれたり，嫌がら
れたりもします。それでも，指導しないでその人が他の人に迷惑をかけてしっぺ返しを受ける可能性
があるならば，今の内に気付かせてあげたいですし，直ぐには気付かなくても考えるきっかけを与え
たいと思います。初めはただ不正を無くすことに躍起になっていましたが，試行錯誤を繰り返す中で，
学生のためにはどうしたら良いか，という事を考えるようになりました。これこそが教育の本質では
ないでしょうか。TAは単なるアルバイトではなく，学生と共に自らも成長できる機会であると思いま
す。是非，この経験から多くのものを学んで頂きたいと思います。
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I.3（2）　情報学 I の実習 TA

情報科学研究科コンピュータサイエンス専攻博士後期課程 2年　　柳 田　拓 人

1. 情報学 I の特徴

　情報学 I は全学の 1年生を対象としたコンピュータ・リテラシィをその内容とする実習の授業であ
り，学生一人一人が実習テキストを参照しながら実際にコンピュータを操作することによって実習が
行われます。全学が対象ですので 100 人規模の TA（研究科，研究院を問わず大学院生）が担当します。
私は他の講義，実習の TAをあまり経験したことがないのですが，TA一人一人が一般の教員と同じよ
うにクラス（20名程度）を受け持つという点が情報学 Iの TAの大きな特徴だと思います。例年ですと，
数名の非常勤講師の方も TAと同じようにクラスを受け持ちますので，すべての TAはそういった講師
の方と同レベルの実習を行うことを期待されていることになります。
　情報学 I は講義ではなく実習ですが，大学に入りたての，すなわちあまり実習という形態に慣れて
いない学部 1年生を対象とするので，TAから積極的に指導する必要があります。また，課題の受け取
りやその採点，最終的な成績案（TAが作成する「案」に基づき，TAを取りまとめられている教員が
成績を決定します）の作成を行う必要もあります。このように業務内容が教員に準じているため，実
習の内容自体はコンピュータにまつわる一般的な知識があればそれほど問題のないレベルですが，学
生に教育を行うための指導が TAに対して必要となります。現在では，研修会や説明会，TA間や教員
とのコミュニケーション手段（電子掲示板）の提供，スーパー TA制度（経験を積んだ TAによる補助）
などにより，TAを手助けする仕組みが整えられつつあります。

２. 初めて担当したとき

　私はこの実習の TAをまだ情報学 I ではなく情報処理 I と言われていた 2005 年に初めて担当しまし
た。当時は現在のような TAを支える仕組みはありませんでした。実習が始まる前の説明会で説明さ
れることは昨年との違いのみで，その他は例年通りと言われて困った記憶があります。また，スーパー
TA制度もありませんでしたので，わからないことは私の研究室の先輩に聞くしかありませんでした。
実習が始まってからはさらに大変でした。情報学 I で使う実習テキストには各回に行うべき課題が書
かれていたのですが（もしかしたらテキストではなく別の資料だったかもしれません），初めての TA
だったこともあって要領をつかめず，課題を終わらせられずに，後の回にずれ込ませてしまい，決め
られた回数内で予定された内容を消化することの難しさを思い知りました。さらに，その実習のテキ
ストも現在より品質の劣るものだったので（毎年改善されています），テキストの意図，すなわちどう
いった目的でどのようなことを課題として学生に課しているのかを読み取ることすら困難でした。こ

＜パート I：TAとは＞ 　I.3 TA の体験記
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のように初めての情報学 Iの TAは学生に指導すること以外の苦労のほうが多いものでした。

３. 実習を進める上で心がけたこと

　私は，初めての TAのあと，同じ年度に情報処理 II（I とほぼ同じ形式の実習）を，翌年度にはカリキュ
ラム改編後の情報学 I を，そして 2007 年度には情報学 I のスーパー TAを担当しました。この経験の
中でいくつかの気をつけようとしたことがあります。
　一つ目は，どの程度まで細かく教えて，どの程度までを学生に任せるのかについてバランスをとる
ことです。実習ですのでテキスト通りに課題をこなすよう言い，後は質問のみを受け付けるという進
行方法もあるのですが，それでは各学生がばらばらに進めてしまうため，課題の受け付けや指導が困
難になります。しかしながら時間の制約がありますので，事細かに説明することも不可能です。そこで，
全体に対しては大まかな指示と躓きやすいポイントについてのみ説明し，後は各学生の進行状況を細
かく確認し，遅れている学生には個別に指導しました。また，やり方を直接教えるのではなく，テキ
ストの何処を参照すべきかを教えるようにしました。ごく当たり前のことを述べているように思われ
るかもしれませんが，当時は苦労した点の一つです。
　二つ目は，課題提出ルールの遵守を重視させようとしたことです。これは，威厳も迫力もない新人
TAと学生の間で課題提出についてトラブルが起こることを何としても避けたかったからです。そこで，
各課題の締め切りをすべて実習日から一週間後に設定し，かつ少しでも締め切りを過ぎた場合は減点
することを実習の初回に宣言しました。また，ニックネームを利用した課題提出状況表をウェブ上に
公開し，締め切りを過ぎて出した課題については減点を明示しました。これによってトラブルは回避
できましたし，学生全員が同じ進度で課題をこなすようになったため，課題の受け付けと採点を効率
よく行えるようになりました。一週間という締め切りは他のクラスと比べても短かったようですが，
学生からも，課題を学期終了間近のテスト期間までためて置くという事がなくなり助かったという声
が聞かれました。
　三つ目は，先のルール遵守の方針とつながるところがあるのですが，学生側に何か問題があったと
きはその旨をきちんと私に連絡するよう徹底したことです。締め切りを一週間後に設定すると，当然
のごとく締め切りを過ぎてから提出する学生がいるのですが，その際には必ず私にメールで連絡をさ
せるようにしました。さらに，遅刻や欠席などがあった場合も，連絡が無ければ締め切りを延ばしま
せんでした。これは社会のルールとして，締め切りを守らなかった人はそれを反省し，その旨をきち
んと伝えるべきと考えたことと，課題提出をオンラインのシステムで行っていたので，提出されてい
るか確認する作業が面倒だったためです。また，メールの書き方についても色々と言ったような記憶
があります。今考えると，小言の多い TAだと思われていたに違いありません。

４. 初めて TAをされる方へ

　TAを経験してよかったと思えることは，第一に分かってもらえる喜びを味わえる点です。学部 1年
生というフレッシュな学生を相手にしていることや情報学 I の内容がそれほど難しくないことによる
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とは思うのですが，それが些細なことでも，出来たことを素直に喜ぶ学生を見ると，こちらまで嬉し
くなります。また，これは TAの形態によるところが大きいかもしれませんが，TAは普通の教員が行
う教育業務を仮に一部だとしても経験できます。どうやったら学生に分かってもらえるのかを考え，
実践することや，学生の今後の進路を左右する可能性のある成績を案という形であるにしても決定す
るというのは，大きな意義のあることだと思います。
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I.3（3）　外国語授業のTAを経験して

法学研究科法学政治学専攻博士後期課程 1年　　小 幡　宣 和

1. はじめに

　私は，平成 18年・19年度の各前期・後期に英語の授業の TAをつとめました。具体的には，英語 II（オ
ンライン授業），英語 III（技能別授業：そのうち，「リスニング」と「スピーキング」の技能に特化し，
CALL 教室を用いた 2つの授業を担当），英語 IV（読解力強化授業）で，いずれも担当したのは，日
本人教員による授業でした。なお，英語 III，英語 IV については，各先生が様々なタイプの授業を展
開しており，先生により TAに求める仕事も異なっています。ここで挙げている業務内容は，その一
例です。

2. それぞれの授業での業務

2.1 英語 II

　英語 II は，通常の語学の授業とは異なった形式をとっており，第 3週から第 12週まで，TAが一人
で教室に向かい，学生の PC上での学習を支援するというスタイルになっています（詳しくは英語 II 
オンライン授業についてのページをご覧下さい）。その際 TAは，PC操作，課題の締め切り日時など
の教務的な連絡，また，課題の内容，つまり，英語に関する質問を受けました。それらの業務に加え，
手があいたときに，教材の作成補助の業務も行いました。
　TAは，授業内容について正確に知っておく必要がありましたが，もし分からないことがあればすぐ
に先生と連絡を取ることができるので，安心して業務をこなすことができました。一方で，教室には
TA一人しかいないので，教室内が騒がしくなったときは，それを治めるのに色々と苦労をしました。
あまりに騒がしくなったときは，マイクを使って注意をして静かにさせましたが，リスニングの勉強
をしている学生が多くいるときは，騒がしくしている学生のところに行って直接注意をしました。そ
のようなこともありましたが，学生たちが，必修受験である TOEFL-ITP の勉強法をたずねてきたり，
PC操作が不慣れな学生に一から PC操作を指導したりと，多くの経験ができました。

2.2 英語 III

　英語 III では，2クラスを担当しました。一つは，CALL 教室を利用したリスニング中心の授業，も
う一つは，コミュニケーションを中心とした授業でした。前者については，授業に参加しながら教材

＜パート I：TAとは＞ 　I.3 TA の体験記
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作成の補助業務を行いました。後者については授業に参加し，学生の前で担当教員とダイアログの模
範演技や，学生同士でダイアログの練習中に声をかけて発音の分からない単語の解説，そして相手を
変えて別の学生とダイアログの練習をするよう促して，対話練習がうまくいくようコーディネートす
るようなこともしました。時には，欠席者がいて，ペアを組む相手がいない学生の対話練習の相手も
しました。ここで求められる語学のTAとしての役割は非常に重要だと感じました。特にコミュニケー
ション中心の授業では，TAが率先して学生に対してコミュニケーションのモデルになることが求めら
れます。そのために，学生が話しかけやすい雰囲気を TAがつくり出すことも求められる上に，逆に，
TAが学生に，「このように話してみるのはどうかな ?」とさりげなく話しかけるようにも努力をしま
した。授業が終始和やかな雰囲気であればこそ，学生同士のコミュニケーションや，授業中の学生の
積極的な発言が生まれるので，そういった雰囲気作りに貢献できればという思いでTAをつとめました。

2.3  英語 IV

　英語 IV で担当した授業では，授業には出ず，裏方として配布物の印刷や，小テストの採点業務な
どを行いました。特に，小テストの採点には最大限の注意を払いました。学生の成績評価にかかわる，
間違いが許されない慎重さを要する業務でした。小テストの採点基準についても，担当教員と事前に
打ち合わせをしっかりと行い，それでも中間点を何点与えるか TA一人の判断では困難な場合には，
最終的な判断は担当教員にお願いしました。採点をしたことは今まで一度もありませんでしたので，
最初のうちは一度採点をした解答用紙を何度もチェックすることもありましたが，徐々に採点にも慣
れ，精度とスピードを上げることができました。

3. 勤務する上で必要なこと

　2. で記したように，私は様々なタイプの授業の TAを担当しましたが，どのような授業の TAを担
当するにも，担当教員との打ち合わせは非常に重要であると思います。授業を受講する学生は，TAも
教員と同じように授業の内容について把握しているものだと思っていろいろな質問をしてきます。ま
た，教員とともに学生に指示を出すときも，授業内容をしっかり把握していなければ，正確な指示を
出すことができないこともあります。そのため，授業についてある程度の内容を把握するために，授
業前に教員から授業内容や，学生に出す課題について聞いておく必要があると思います。また，TAか
らも何か気づいたことがあったら，担当教員にすぐに報告できるよう，担当教員と TAが常にコミュ
ニケーションを図れるような関係を築くことも大事であると思われます。

4. おわりに

　以上，私が行ってきた TAの業務内容について書いてきましたが，TAの業務を通して，いろいろな
体験ができました。具体的には，人との接し方，評価や成績のつけ方，教え方などです。今までは，
学生の視点で授業を見るのみでしたが，TAをはじめてからは，少しではありますが，教える側の視点
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で授業を見ることが出来るようにもなりました。TAの業務を行うことにより，将来何らかの形で教育
の仕事に携わろうという人にとっては，とてもよい経験になると思います。また，企業で活躍しよう
という人でも，受講生への対応を通して，人との接し方について学ぶよい機会になると思います。さ
らに，授業への参加，教材作成，採点といった業務を通して，自らも英語の勉強になることでしょう。
　学生は，TAを身近な語学の先輩として頼ってくることもあります。私も，教室で英語の勉強の仕方
をたずねられたり，また，勤務時間帯以外でも，たまたまバスに乗っていたら，学生に「英語の TA
の方ですよね ?」と話しかけられ，勉強法のアドバイスを求められたということもありました。この
ように，TAの仕事は，学生の指導に関わる責任の大きな仕事ですが，同時に非常に得るものの多い仕
事であると思います。





Part　II　
大学教育の基礎　



Part　VII　
TA 業務に関する事務情報　
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II.1　シラバスの読み方

1. はじめに

　大学の授業内容はシラバスという形にまとめられています。受講生は，シラバスを読むことにより，
授業の目的，それを実現するための方略，そして学期末に受講生がどのように評価されるのかを知る
ことが出来ます。シラバスは教員と学生のあいだの一種の契約であり，シラバスからかけ離れて授業
を行うことはルール違反ということになります。。
　北海道大学の授業については，北海道大学のホームページ上に公開されています。大学での授業内
容を公開することにより，社会に対して説明責任の一端を果たしているとも言えます。
　ティーチング・アシスタント（TA）は，まず担当する科目のシラバスを丁寧に読んで，担当教員と
業務内容を打ち合わせる必要があります。そこでシラバスの読み方ということですが，シラバスを読
むときのポイントを知るには，シラバスをどのように書くかについて学ぶことが早道です。
　以下では，シラバスの書き方を，シラバスの 3つの構成要素，目標，方略，評価について，それら
をどのように作り上げていくかという観点で解説します。TAの皆さんは，自分が新しい科目をこれか
ら設計するということをイメージして，読み進んで下さい。TAの皆さんが，シラバスの書き方をシミュ
レートすることにより，結果としてシラバスの読み方を身につけて業務の遂行に役立てられるように
なることを目指しているわけです。

2. 学習目標の設定

　北海道大学の教育理念は，「開拓者精神」「国際性の涵養」「全人教育」「実学の重視」です。授業の
担当者は，それぞれの専門に基礎を置きながら，この 4つの目的すべてを目指すか，あるいは，少な
くともその 1つを目指すよう教育目標を設定して下さい。

2.1 目標の 3領域

　教育目標分類学に従えば，目標に到達する活動は，その内容において次の 3つの領域に分類されます。
 (1) 知識
 (2) 態度・習慣
 (3) 技能

　多くの授業はこのすべてを含みますが，どれか 1つに力点が置かれることもあります。目標の分類
を意識することによって，設計中の授業科目の目標の性格を明確にすることが出来ます。このように
して，授業の到達目標を設定して下さい。

＜パート II：大学教育の基礎＞
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2.2  一般的目標と行動目標

　目標には，一般的目標と行動目標 ( 具体的目標 ) の 2種類があります。まず一般的目標を設定した上
で，具体的目標を設定して下さい。
　一般的目標を作るときは次の点に注意して下さい。

(1) なるべく，知識，態度・習慣，技能の 3つの領域を含ませる。
(2) 学習されるべき知識や技能が，学ぶ者にとって将来どのような意味を持つかをできる

だけ明らかにする。
(3) 学生を主語とし，概念にかかわる動詞 (「理解する」「判断する」「位置づける」「身に

つける」「感ずる」など ) を含むセンテンスまたは名詞で表現する。

　行動目標は一般的目標に到達するための具体的な観察可能な目標のことです。「学習者が何ができる
ようになるか」を示して下さい。行動目標を設定する場合は，次の点に注意して下さい。

(1) 1 つの目標に対して 一般には数個の具体的目標が設定できる。
(2) 特定の行動を学習者に示し得るような，つまり，テストの内容を想定できるような表

現が望ましい。
(3) 評価の方法は具体的目標と直接関係していなければならない。
(4) 学習者を主語とし，「記述する」「同定する」「関連づける」「選ぶ」など具体的な行動

を示すセンテンスで表現することが望ましい。

3. 自発的・独創的な学習者を育てるための授業のデザイン

　授業の目標が決まれば，それに到達するための授業計画を立てることができます。この計画のことを，
「学習方略」と呼ぶこともあります。
　全学教育に限ったことではありませんが，学習内容は学生中心に設計して下さい。教育目標は，学
習者を主語として表現されていることを想起して下さい。
　授業をデザインするのに参考として，いくつかのヒントを以下に挙げておきます。

3.1 アイスブレーキング

　少人数授業においては，授業の冒頭に，いわゆる「アイス・ブレーキング」を行うことが有効です。
これは，クラスの雰囲気を和やかにし，自由に活発に討論できる雰囲気を作るために必要です。アイス・
ブレーキングは，一般に，全授業時間の 10%から 20%の時間をあてる価値があると言われています。
　アイス・ブレーキングにはさまざまなやり方がありますが，よく以下のような方法が使われます。
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事例 1.  「自分 /社会の境界をフィールドワークする」(実地調査系 )

〈一般的目標〉

 　社会生活のあらゆる領域において , 自分が当事者であるという意識を獲得する。

〈具体的目標〉

 (1) メディア , 福祉 , 環境 , 自治体 , 地場産業などについて , 調査を企画し , 問題点を

把握できる。

 (2) 計画にもとづいて調査を実施し , 具体的に問題を把握できる。

 (3) 実際の調査において , 予想外の事態に的確に対処できる。

 (4) 映像・音声による表現能力を身につける。

 (5) 調査前の仮説と結果を照らし合わせて , 客観的に考え , かつ自分の仮説に固執せ

ず , 適切な解釈ができる。

 (6) 調査の報告において適切なプレゼンテーションができる。
(2001 年度北大教育ワークショップにおけるグループ「ブロードバンド」の作品

表 1. 学習目標の例

事例2.  「工学的創成実験」(創成科目型 )

一般的目標〉

 与えられた課題をグループ活動を通して自主的に解決する能力を養う。そのことに

よって , 社会人としての基本的能力・態度を身につける。

〈具体的目標〉

 (1) 挑戦的な課題への取組 , 他グループとの競争を通じて , 問題解決能力を身につけ

る。

 (2) 問題解決に必要な知識を得るための情報収集能力 , 専門外の問題を理解する能力

を養う。

 (3) 具体的な問題の解決を通じて , 発想力 , 論理的な思考力を養う。

 (4) チームで問題を解決することにより , 組織的問題解決能力 , コミュニケーション

力 , リーダーシップ等を身につける。

 (5) レポートの作成 , 成果の発表等を通じて , 文書作成能力 , プレゼンテーション能

力および討論力を養う。
(2001 年度教養教育改善プロジェクトチームの作品 )
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(1) 全員が自己紹介をする。( 名札を用意するとよい )
(2) ペアを作って，相手を紹介する。
(3) 簡単なゲームをする。
(4) 「古新聞の利用法」など身近なテーマでブレーン・ストーミングをし，アイディアの数

を競います。
 
　ポイントは，学生に「何を話しても大丈夫だ」という安心感を与えることです。

3.2 能動的学習法

　学習方法には，講義などの受動的学習のほかに

 (1) 実験・実習，
 (2) グループ討論，
 (3) セミナー，
 (4) ディベート

などの「能動的学習」があります。とくに受講者数が制限されてる少人数教育では，学生を積極的に
授業に参加させ，発言・発表の機会を多く作るようにして下さい。
　また，学外の地域社会において，学生自らが調査を企画・実施したり，さまざまな社会体験を盛り
込むことなども有効な方法です。

3.3 学生が授業に参加しやすい講義

　講義の形をとる場合でも次のような工夫によって学生が授業に参加しやすいようにして下さい。

(1) 学生に質問をし，その答について討論させる。
(2) 学生の質問に対し，他の学生に答えさせる。
(3) レポートの一部を学生に読み上げさせ，それに対する反応を求める。

　問題点をできるだけ具体的に明確に示して，学生が討論しやすい環境を作って下さい。

3.3 シラバス・宿題

　シラバスでは，15回分の授業(試験を含む)のそれぞれにおいて，中心として取り上げる予定のトピッ
クスを示して下さい。
　宿題として，レポート提出や読書指定 ( リーディング・アサインメント ) を行うときも，テーマや
ページを具体的に明確に示すことが肝心です。また授業において，それらが確実に実行されたかどうか，
チェックまたはフィードバックしなければなりません。
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　本を読んで得ることのできる情報は，基本的には宿題としてあらかじめ与えておくようにして下さ
い。授業では，「情報の伝達」ではなく，「情報に関する評価または討論」を行って下さい。

3.4 小グループ討論

　 小グループ討論を採用する場合は，次の点に注意して下さい。

(1) 6 名から 12名の人数が適切。これより多い場合は，グループを分ける。
(2) 討論のリーダー，記録者，発表者などの役割分担を決める。
(3)  教師の役目は，

 (a) コミュニケーションを促進する，
 (b) 問題の焦点を明確にする，
 (c) 考えを明確にする，
 (d) 議論の交通整理をする，
 (e) グループ構成員の個別の能力を発揮させる，
 (f) 必要な場合は情報を与える，
 (g) 討論をしめくくる

 などである。

　小グループ討論の指導においては，教師は前面には出ず，助言者に徹するようにして下さい。学生
がこのような形式の授業に慣れていない場合は，これには最初かなりの自制心が必要となるでしょう。

4. 納得できる評価のために

4.1 評価の意味と問題点

　評価とは教授過程における「成果」の判断です。単に試験によって学習者の学力を測定するだけで
はなく，測定の方法や測定結果について価値判断を行い，その判断にもとづいて何らかの決定を行う
一連の作業です。また，その決定は次の教育活動にフィードバックされる必要があります。
　特に全学教育科目については，授業の履修状況と試験の評点を総合して，秀，優，良，可，不可の
判定を行うという評価原則が確立されています。
　全学教育に限らず，大学における成績評価に関しては，次のような問題点が指摘されています。

(1) 評価の原則を教員が理解していない。 
(2) 一般的目標や具体的目標で明確に設定されていない教育目標で評価しようとする。
(3) 知識のレベル，とくに記憶または解釈のレベルのみを評価して，問題解決能力，技能，

態度の評価がおこなわれていない。



-30-

＜パート II：大学教育の基礎＞　II.1  シラバスの読み方

(4) ただ1回の筆記試験のみで最終的評価を行う傾向があり，形成的評価が十分ではない。(注)

(5) シラバスの目標，とくに具体的目標は，試験の価値基準を表すものであることを理解し
ていない。

(6) 評価方法には論述試験，客観試験，口頭試問，実地試験，レポートなどがあるが，それ
ぞれの方法が持つ長所，欠点，測定可能な範囲など，教員がよく理解していない場合が
多い。

(7) テストの質の管理が不十分である。出題者は，自分の出した問題が適切であったかどう
か，常に自省する必要がある。

　評価は学生の学業評価を行うだけではありません。教員自身の目標の立て方，学習方略，評価の方
法もまた評価の対象になっています。

4.2 学習評価の原則と方法

　学習評価を行うにあたっては，何を評価するか，いつ評価するか，いかなる目的で評価するか，誰
が評価するか，いかに評価するかをまずはっきりさせて下さい。
　誰が評価するかという問題は一見自明ですが，授業者だけではなく，第三者や本人が行う方が効果
的な場合があります。最後の場合は，自己評価となります。
　良い評価を行うためには，次の 4点に留意して下さい。

(1) 妥当性 :　課した問題の難易度が適切か ?
(2) 再現性 :　“はかり” が検定済みかどうか ?
(3) 客観性 :　誰が測っても同じかどうか ?
(4) 効率性 :　経済的，時間的に実用的か ?

　ただし，一般教育演習のような少人数教育では受講者数が少なく設定されているので，最後の (4) は
実際には問題にならないでしょう。
　評価の方法は以下のようにさまざまですが，それぞれ特徴があります。

(1) 論述試験 :　知識や理解，問題解決能力を測るのに適している。
(2) 口頭試験 :　上と同様であるが，個別におこなうため時間と労力がかかる。

(注 )　「形成的評価」とは，学期の途中で行われる中間的な試験で，教授・学習へのフィー

ドバックを目的としたものである。学生が何に強く，何に弱点を持っているか知るた

めの評価である。形成的評価は教授法の改善にも関与し，教員の反省にもつながる。

形成的評価は最終的な評価に加えないのが原則とされている。
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(3)  客観試験 :　センター試験や国家試験などのような筆記試験。主として知識の想起，単
純な解釈，単純な問題解決能力の判定に適している。多数に対して一斉に行うことが
できる。

(4) シミュレーション :　医学部などで，問題解決能力の測定のためにおこなわれる。デザ
インに時間がかかる。

(5) 実地試験 :　問題解決能力や技能の測定に適している。
(6) 観察記述法 :　態度・習慣および技能の測定に適している。( 項目数の多いチェックリ

ストが有効 )
(7) 論文または研究課題 ( レポート ): 他の丸写しがよくあり，合否判定には不向きとされて

いるが，一般教育演習のように人数が限られている場合には，複数回行えばかなり精度
の良い判定ができるようになる。

4.3 成績の分布

　受講者数が多い場合は成績は正規分布となり，相対評価が有効となります。しかし，人数が制限さ
れている場合はこの傾向からはずれてくるので，厳密な相対評価ができなくなることに留意して下さ
い。したがって，相対評価をする場合でも大まかな区切りで判定せざるを得ません。
　受講者生が 10名を切るようになると相対評価はむしろ誤った結果を与えるので，絶対評価に切り替
えた方がよいでしょう。

（西森敏之）
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II.2　グループ学習の基礎

1. グループ学習

　最近の学生は日本語を含む基礎的能力が不十分で自ら考えようとしない，学習意欲に欠けるという
ことが多くの人によって指摘されている。日本の大学では学生からの質問が少ない。この欠点を克服
するためには，知識伝達について効率的ではあるが学生が受動的になりがちな講義にばかり頼るので
はなく，学生の積極的活動を促す工夫が必要である。
　その方法としては，講義においても学生への質問を多用しながら授業を進めるという工夫も有用で
ある。しかし，さらに踏み込んで，授業のデザインそのものに学生の参加が組み込まれている型の学
生参加型授業がある。例えば，北大医学部の 1年生向けの「医学史」という授業では，学生を 10 人
程度ずつの10グループに分けて課題を与えて，45分の発表と40分の討論を行うというデザインになっ
ている。北海道大学の全学教育における一般教育演習でもさまざまな学生参加型の授業が試みられて
いる。また，多く提案もなされている。
　ここでは，学生参加型授業を行う際に有効な小グループ学習法について解説する。まず 小グループ
学習法の概略を 表 1 に箇条書きする。

表 1.　グループ学習概略

グループ
 ・  5 ～ 7人が最適（10人でも）
 ・各メンバーが責任ある作業をすることで自己形成的に学ぶ
 ・仲間同士の相互作用（group dynamics）
　　　　Interaction を重視
 ・個人 - グループ，グループ - 個人で客観化（鏡影）
 ・決断，リーダーシップ，協調，人間理解

グループ作業の目標を明確に
 ・サブ作業の連続でメイン作業目標を達成

役割分担　（複数回のサブ作業がある場合は役割は交代しながら）
 ・リーダー　（リーダーが重要）
 ・記録係
 ・OHP作成係
 ・発表者
 （教官がタスクフォースとして作業の進行について助言することもある）

＜パート II：大学教育の基礎＞
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2. グループ学習における様々な手法

　次にグループ学習におけるさまざまな手法を 表 2 に 示す。まず，活発な討論の雰囲気をつくるた
めに必要な解氷の過程，さらにアイデアを生み出すためのバズ討論，ブレインストーミング，KJ 法を
紹介し，ディベート，フィッシュボール，ロールプレイ，模擬患者，チュートリアルなどにふれる。
これらの手法を適切に用いることにより，グループ学習の効果をたかめることができる。

表 2.　グループ学習におけるさまざまな手法

● 解氷（ice breaking）
簡単なゲームなどを行い
活発な討論の雰囲気を構成する

● アイデアをだす
○ バズ討論（buzz discussion）
アイデアを思いつくために，隣同志でワイワイ討論

○ ブレインストーミング（brain storming）
アイデアを多く出す
アイデアを出す段階で批判しない
アイデアを見えるように黒板に書きながら

○ KJ 法 （川喜田次郎「発想法」中公新書）
各自がカードにアイデアを書き机の上に並べる
似たもの同士を集めて島をつくり名前をつける
意味の関連によって机の上に配置する

● 討論・学習法のさまざまな形式
○ ディベイト （debate）

設定されたテーマについて
肯定側と否定側にたって議論を展開する
たとえば
 立論 肯定→否定→作戦タイム
 反対尋問 否定→肯定→作戦タイム
 最終弁論 否定→肯定→　判定

○ フィッシュボール（fi sh ball）
グループ学習で多人数のとき，人数を２分する　
中央に討論グループをおき，聴衆が取り囲む

○ ロールプレイ（role play）
たとえば，医師，患者，看護婦，技師，家族，あるいは，裁判の場面，
記者会見の場面などの役を決め，演技することからそれぞれの立場を理
解し，自己形成的に学習する
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3. グループ学習の作業の流れ

　グループ学習の作業の流れの時間配分の例を 表 3 に示す。実際に行ってみると，学習者は時間に追
われて非常に忙しいと感じる。しかし時間内に作業をすすめなければならないという緊張感によって
能率が上がる。リーダーは討論の交通整理をしながら時間管理をしっかり行うことが重要である。タ
スクフォースは我慢をして討論には加わらずに，リーダーが適切に作業を進行するよう見守る。必要
がないかぎり口出しはしない。ただし，進行についての適切なガイドは行う。
　ワークショップ型の FD は，このグループ学習方式をとっている。初めに設計された時間進行に従っ
て研修を進めるが，その際，参加者は時間が不足であるという不満を訴えることも少なくない。どん
な作業も時間の制限があること，また時間が足りないと感じるかもしれないが，これは一般的なこと
であり，これにより能率的作業が可能になることを事前に伝えておく。

表 3. グループ学習の作業の流れ

グループ討論（１時間（55分）として）
　・目標：　発表用OHP ，提出用記録を作成する

　・リーダーの役割：

　　　○作業進行の時間管理

　　　○コミュニケーションの促進

　　　○問題点の焦点を明確にする

　　　○グループ員の各自の能力を発揮させる

　　　○作業を締めくくる

　・時間配分：

 2 分 役割を決める：

　　　　　　　○リーダー　○記録者　○OHP作成者　○発表者

 10 分 意見を出し合う　（記録者は討論内容をメモしながら）

 10 分 意見を討論でまとめながら解析する

 10 分 まとめの方向をだす　（以上でほぼ結論をだす）

 10 分 まとめ案の下書き　（図式化など）

 10 分 OHP清書　（記録者は提出用記録を作成する）

 3 分 発表者を中心に　発表構想をいそいで練る

発表・全体討論
　・発表時間は目的や時間の制限によって異なる。

　・記録者は討論内容を記録し，提出資料に追加する。
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4. KJ 法　（川喜田二郎，「発想法」，中公新書，1967）

　最後に，グループ学習で，意見を出し合うときに有効なKJ 法（のひとつのバリエーション）を紹介
する。KJ 法は，川喜田二郎によって創始されたものであり，考察しようとする対象のさまざまな断片
的な情報からその全体像を構成して理解しようとする方法である。ここでは 表 4 のような簡略化され
た方法を紹介する。この方法は 5 分程度の説明で直ちに応用でき，互いに面識がない小グループなど
であっても，討論の種となるアイデアを出し合うときなどには非常に有用である。

（細川敏幸・西森敏之）

表 4. 発想法としてのKJ法・文殊カード法

創造性のためのトレーニング　（ひとりでもできるが，数人のグループが効果的）

○ミシン目で 3分割できるカードを用意する。
　　（紙は何でもよい）

○たとえば，各自 2枚もつ。

1）各自はテーマについて思いついたことを
　　カードに書く。（1行以内の短文，名前）

　右隣に渡す　→　各自は，そのヒントで思いつきを書く
　　　→　これを繰り返す

2）ミシン目で切り離す。

3）似たものを集め，島をつくる。　　島に入らない孤立したものも重視
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（グループでワイワイ，討論，話し合いながら）

4）島に名前をつける。　（大テーマの中のサブテーマ，こみだし，タイトル・・・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（テレビの画面に 1行で入る短さ・・・）

5）配列
　　　順番　順次性　論理展開
　　　　　　　　　　　　（本を 1冊書くことを考えよう，テレビのドラマのシナリオ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　小説，論文，レポート，・・・　筋書きが大切だ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理の段階で　切り捨てることも重要）

6）まとめ
　　　関連性の発見　重要度　方向性　　　　　　　　　　　　　（では，書きはじめよう）

短い文で表現する
　　　　　　　　　　　記入者 A

短い文で表現する
　　　　　　　　　　　記入者 A

短い文で表現する
　　　　　　　　　　　記入者 A

島 a

島 b

島 c

孤立カード

同じ物は整理，多数決ではない，新しい発想をつけ加えよう
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II.3　良い講義のためのヒント

1. はじめに

　教育改革の最前線は，授業です。各教員が自らの授業をつねに吟味し，改善していくことは，社会
の期待に応える学生を卒業させていくことに結びつきます。授業改善は，学生と教員の共同作業，調
和から生まれます。

2. 講義の改善

　 講義は，教員というその分野の専門家が，概念，知識を整理して，学生に伝達するのに適しています。
　しかし，講義は一方的伝授となり，学生との双方向性のコミュニケーションはとりにくく，教員は
教えたつもりの教授錯覚に陥りやすいものです。
　教えたはずのものが，試験をしてみると，全体的に成績が悪い，半数近くも不合格というのでは，
教員が学生に対応しきれていないといわざるをえません。

3. 講義──授業の事前の準備

3.1 シラバス

　授業改善の第一歩は，授業を事前に周到に設計することです。
　以下のことを意識する必要があります。ご承知のように，現在進行している大学評価ではその大学
の理念，目標を実現するために，具体的にどうしているかが問われます。教育の最前線である授業も，
大学，学部等，組織のなかでの役割を踏まえる必要があります。

「あなたの授業はどうして必要なのですか ?」
「あなたの授業は大学，あるいは学部でどんな教育的役割を担うのですか ?」
「あなたの授業と他の科目との関係は何ですか ?」
「学生に何を学んでほしいのですか ?何のためですか ?」
「与えられた回数の授業を受けることで，学生が何を身につけたといえるようにな
るのですか ?」

＜パート II：大学教育の基礎＞
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 1. 授業設計では，学生が何をどの程度 ( どこまで ) 身につけたといえるようにするかを明確
にします。大学・学部の理念・目標と関連して明確にします。これにより，授業の方法，
評価の基準も明確になります。 

 2. 授業科目は，その大学，その学部での必要性から立案，授業実施されるものです。大学・
学部の理念にそって授業は周到に計画されていなければなりません。 

 3. シラバスには，その科目の理念・目的，到達目標 ( ゴール )，授業の展開 ( 各回の授業内容 )，
評価方法を明示します。これにより，授業は体系的に，計画的に展開されます。 

 4. 学生が，事前に内容を把握し，予習，学習計画が立てられるようにします。 
 5. 授業はシラバスにそって体系的に展開します。 
 6. シラバスは，一般には各学部の他の授業との関係で，一冊にまとめて印刷されるべきです。 
 7. シラバスは毎年修正されるはずであり，授業のはじめに授業日程や担当教員をいれた形で

学生に配布します。

3.2 プリント，スライド，OHPなど

　これらのメディアは，授業をわかりやすくするものとして，用意します。
　授業時間の不足を補う，または，授業時間を節約するために用いるものではありません。

3.3 各授業の進行計画

　事前に，授業進行のシナリオを構成します。
　この際，学生がどこまで知っているかを考慮します。授業は，学生の知っているレベルから入らな
ければ，学生はついてくることができません。
 クラスにいろいろなレベル，多様な学生がいることを考慮します。とくに，大衆化大学となっている
現状では，入学させた以上は適切な教育により，付加価値をつけて卒業させる義務と責任があります。
　教員は，学生がついてこられることを確認しながら，大学レベルの教育環境を提供し，学生の学習
を適切にガイドしなければなりません。

4. 講義──授業

4.1 時間

 1. 授業を時間どおりに開始します。 
 2. 授業の終わりには質疑の時間をとれるようにします。 
 3. 最後に個別の質疑に答えられるように，時間的に余裕をもたせます。 

4.2 進行
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 1. はじめに授業全体を紹介し，順序よく，体系的に進めます。 
 2. はじめに目標，背景を明確にします。 
 3. 本論を明確にし，よく準備されたことが伝わるようにします。 
 4. 体系的に進行します。 
 5. 重要な点は繰り返すか，言い方をかえて説明します。 
 6. できるだけ，具体的に，リアルに紹介，説明します。 
 7. 最後に，全体をまとめ，重要な点が何かわかるようにします。 

4.3 話し方

 1. 大きな声で，腹からの発声で，はぎれよく話します。 
 2. 一番後ろの学生にも話しかけるように発声します。 
 3. 大きな講堂はマイクを使う。 
 4. 間の取り方，強調，抑揚に気をつけます ( 何が重要かが伝わるように話す )。 
 5. ややオーバーな抑揚もよい。 
 6. 速すぎない話し方をします (200 字原稿用紙 2枚で 3分ほど )。 
 7. ノートのとれる速さの話し方をします。 
 8. 助詞，語尾も明確に発音します。 
 9. アー，オー，を避けます。 
 10. 聞き取りやすい発声，発音をします。 
 11.  アイコンタクトをしながら話します。 

4.4 話しの内容

 1. 少しのユーモアはよいが，過度のユーモア，駄洒落は嫌われるので気をつけます。 
 2. 学生を馬鹿にするとか，他の教員の悪口は嫌われるので気をつけます。 
 3. 略語はできるだけ使わない。 
 4. 聴衆の理解できる言葉で話します ( 専門用語に気をつけます )。 
 5. 内容を具体的に，現実的に，学生の身近な問題として述べます。 
 6. 抽象的内容も具体的に丁寧にわかりやすく話します。 
 7. 内容を，発想，背景，今日的発展性，社会性で現実的に述べます。 
 8. 他との関連性についてもふれます。 
 9. 現実的研究課題とも関連させます  

4.5 板書

 1. 大きな文字で，色濃く書く。 
 2. 適正な色づかいをする。 
 3. 楷書で書く。 



＜パート II： 大学教育の基礎＞　II.3 良い講義のためのヒント

-40-

 4. 横文字はできるだけブロック体で書く ( 筆記体は読めない )。 
 5. 横文字は，できたらプリントを用意する。 
 6. 黒板に整理して，体系的に書く。 
 7. 番号は順次性がわかるように体系的につける。 
 8. ノートがとれる速さ，横書きで書く。 
 9. 消すときも速すぎないようにする。 
 10. 書きながら，早口で説明しない。 
 11. 図，模式図，グラフも理解の速さで描き，説明する。 

4.6 視聴覚メディア

　近年は，電子情報メディアによる教材が発達してきました。また，学生もテレビ，映画，コンピュー
タなど映像情報の時代に育っています。授業では，OHP，スライド，ビデオ，マルチメディア (CD-ROM，
インターネット ) の特質を熟知した効果的活用が勧められます。これらを上手に利用する授業の評価
はよくなります。

 1. 画像，動画像は情報量がきわめて多い。伝えたい情報量，伝達の速さを顧慮した注意深
い利用が必要です。 

 2. 記憶しなければならない語句はメディアでは十分に伝えられないので，プリントを用意
する。 

 3. 板書のかわりにメディアのみを使うことは避けた方がよい。 
 4. メディアはあるリアリティを伝えるものとして有効です ( 特にビデオ，写真 ) 。
 5. 文字は，後ろからでも充分見える大きさで用意する。

4.7 態度

 1. 教員の熱意が伝わるようにする。 
 2. 専門の研究内容も紹介し，わからないものはわからないと伝える。 
 3. 余裕のある態度で進行する。 
 4. 専門家としての自信をもって対応する。 
 5. クラスに貢献する学生をほめる。 
 6. 詰め込みすぎにならない量で，丁寧かつ紳士的な授業を展開する。 

4.8 難易度

 1. 学生が知っているレベルからはじめる。 
 2. 内容を学生の一般的知識に関連させながら授業をする。 
 3. 学生の理解の速度にあわせて進める。 
 4. 教師中心にならず，学生が何を身につけてほしいのかを明確にして，進行する。 
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 5. 学生が理解しているかどうかを常に鋭敏にモニターしながら話す。 

4.9 双方向性

 1. 学生の名前を覚えて使う ( 学生に名前で質問する。質問があったら，名前で指名する )。 
 2. 学生の発言をうながす。 
 3. 学生の発言を歓迎する。 
 4. 学生の発言，意見，質問を注意深く聴く。 
 5. 学生の質問には丁寧に答える。 
 6. 学生の意見には建設的に対応する。 
 7. 学生の個々に紳士的に対応する。 
 8. 学生が理解しているかどうかを鋭敏に感じとり，対応する。 
 9. さらに情報を求める学生に適切に対応する。 

4.10 試験

　不合格者が多い，あるいは成績が悪いものが多い場合には，教え方に問題があることを疑うべきです。 

4.11 新技術

　e- ラーニングシステム，講義画像の配信，クリッカーなどの教育用新技術が導入されつつあります。
高等教育開発研究部ではいずれも試験的に運用しています。

　e- ラーニングシステム :　科目ごとにホームページを持ち，メール，掲示板，ファ
イルのダウンロードなどが利用できる。

　クリッカー :　学生に 0～ 9までの数字キーを持ったリモコンを配布し，講義中にク
イズの解答や，講義の感想などを瞬時に集計するシステム。全学教育に導入されています。

5. 学生による授業のチェックリスト

　最後に，カナダのダルハウジー大学で使われている「学生による授業のチェックリスト」の翻訳を
掲載しておきます（表 1）。学生の立場に身をおいて自分の講義をチェックしてみて下さい。

（細川敏幸）
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表 1. 学生による授業のチェックリスト
Diagnostic Elements of Teaching (DET) Questionnaire

　この講義と先生について , それぞれの文でそう思うか（ ○ ）思わない（  × ）か , あなたの意見を記入してください。
　　（注意：番号の前に「 * 」がついている質問は，「 ○ 」は良い授業を意味しない。）

（　　）  1. 先生はよく準備している。
（　　）  2. この講義は刺激的である。
（　　）  3. 講義全体の枠組みは適切である。
（　　）  4. 私は何を勉強すべきか明確にわかる。
（　　）  5. 私は私の出したレポートや試験の答案がどのように評価されるかわかる。
（　　）  *6. 先生は必要以上に物事を複雑にする。
（　　）  *7. 先生は十分な頻度で小休止 ( 考える時間 ) を入れない。
（　　）  8. この講義は時々考えさせるしくみをもっている。
（　　）  9. 先生はシラバスでの枠組みに沿っている。
（　　）  10. 先生は講義の資料を興味深いものにしてくれる。
（　　）  11. この講義の資料は価値があり重要である。
（　　）  *12. この講義では , 先生の言うことをすべて書き留めなければいけないと思う。
（　　）  13. AV 機器など情報機器が効果的に使われている。
（　　）  14. 講義の資料全体の量は毎回適切である。
（　　）  15. 先生は学生とアイコンタクトをうまく使っている。
（　　）  16. 先生の声はよく聞こえ明瞭である。
（　　）  *17. この講義で質問したり意見を言ったりすることは難しい。
（　　）  18. 私はたくさんのことをこの講義から学んでいる。
（　　）  19. 宿題やテストは妥当な期間内に返されている。
（　　）  *20. 先生の示す具体例 , 応用例は少なすぎる。
（　　）  *21. 講義にもっと議論があれば学習の助けになると思う。
（　　）  22. 講義はよく整理されている。
（　　）  23. 先生は質問に適切に答えてくれる。
（　　）  24. 宿題やテストは適切なコメントがつけられて返されている。
（　　）  25. どの講義資料が重要かはすぐわかる。
（　　）  26. 先生の講義スタイルは私の注意を引いている。
（　　）  27. 先生は講義の時間を上手に使っている。
（　　）  *28. 時々講義がどこへ向かうかわからず混乱することがある。
（　　）  29. 先生は学生への質問を上手に使っている。
（　　）  30. 指示された読み物や与えられた資料は適切である。
（　　）  31. 勉強しやすい雰囲気を維持している。
（　　）  32. 講義時間外でも先生は助けてくれる。
（　　）  33. 先生は学生に敬意を持って接してくれる。
（　　）  34. 宿題やテストに対する評価は公平である。
（　　）  35. この教室は学習するために十分な広さである。

( カナダ・ダルハウジー大学版を翻訳）
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II.4　クリッカー

1. クリッカーを使う授業

　現在，アメリカでは「クリッカー」と呼ばれる機器を利用して，授業の活性化に成功している教員
がたくさんいます。クリッカーとは，学生一人ひとりに専用のリモコンを配り，先生が授業中に出題
したクイズに学生が回答するシステムです。回答分布は即座に集計され，ボタン一つでスクリーンに
表示されます。授業に対する学生の集中度・満足度を上げるのは大変ですが，クリッカーを使うこと
で比較的容易に授業改善が可能です。たとえば，以下のような効果があります。

・ 学生参加型の授業
・ 学生の理解度をリアルタイムで把握
・ 学生がクラス全体の理解度を把握
・ 休憩の役割
・ 記憶定着率の向上
・ 出席調査の自動化
・ 居眠り防止
・ アンケート

　特に，大人数のクラスでも，講義という形態を維持しつつ，学生が能動的に授業へ参加できるよう
になるところが高く評価されています。それは，教育先進国であるアメリカで，毎年数百万台のペー
スで売れ続けていることからもうかがえます。北大では，2007 年 4 月に日本の高等教育機関では初

＜パート II：大学教育の基礎＞

図 1.  クリッカー 図 2.  クリッカーでクイズ
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めてクリッカーを導入し，基礎物理学等の授業で使用してきました。その後全国の大学でも急速に普
及しつつあります。

1.1  学生としてのクリッカー使用法

　学生一人ひとりにクリッカーを配ります。PowerPoint のスライドが，クイズ画面になったら投票受
付開始です。投票終了に向けて 10秒のカウントダウンを入れることができ，ゼロになったら受付終了
です。無線式ですので，クリッカーの位置や向きは気にする必要はありません。信号の受付ミスはほ
とんどありませんが，ボタンをしっかり押さずに未投票になってしまう場合があります。また，電池
が切れており，投票されない場合があります。しかし，自分の投票が成績に反映される場合もありま
すから，学生側で受理されたかどうかを確認する必要があります。クリッカーは，受信が正常に行わ
れると緑色にランプが光ります。投票時にはランプを確認しながらボタンを押し，電池が切れていた
ら即座に教員や TAに伝えるよう指導して下さい。
　このクリッカーでは，投票受付中は何回でも押し直しができます。後で押した番号が回答として上
書き保存されます。
　クリッカーはリモコン一つひとつに異なる IDが割り当てられており，すべてが異なるリモコンです。
もし教員が，クリッカーの投票を成績に反映させている場合，クリッカーは個別に各学生に割り当て
られています。学生は，毎回同じ番号のクリッカーを受け取る必要があります。

1.2  教員としてのクリッカー使用法

○事前準備
・ 自分のパソコンへのインストールと設定
・ 参加者リストの登録（成績に反映する場合）
・ 問題，アンケート作成（要 PowerPoint）

○授業中
・ クリッカーの使い方の説明（ガイダンス）
・ クイズの進行は Power Point のページ送りのみ

○授業後
・ レポートの書き出し（要 Excel）

1.3  北大での利用について

　北大では，いくつかの学部で既にクリッカーを購入して使用しています。また，所属学部でクリッカー
を所有していない場合にも，希望教員が使用できるように貸出しを行っています。現在，最大で 360
個のリモコンが貸出し可能です。詳しくは，高等教育開発研究部門のホームページをご覧ください。

（http://socyo.high.hokudai.ac.jp）
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2. クリッカーをアンケートに活用

　ペーパーで行われ，大変な集計作業の後，忘れたころにどこかで結果が公表される。そんなアンケー
トのイメージをクリッカーが変えてくれました。
　クリッカーとは，授業中にパワーポイントで出題されるクイズに学生がリモコンで回答するシステ
ムです。アメリカでは，毎年数百万台売れており，既に認知度の高い授業支援機器です。日本の大学
でも，ここ１，２年で急速に普及しつつあります。今回，このクリッカーを２つの大規模な研修会（ク
ラス担任会議，全学教育 TA 研修会）でアンケートに使用してみました。
　クリッカーでアンケートをとることの利点は，紙を消費せず集計も瞬時に済んでしまうという実施
側の利便性だけではありません。むしろ，その場で結果を見ることができる回答者側にあります。実
際に，クリッカーによるアンケートの時間は，みな興味深々で，笑顔も見られました。
　このクリッカーを使用したアンケートには，教員および TA に，クリッカーの存在を知ってもらう
こと，そして，実際に体験して，授業の活性化に威力を発揮することを実感してもらう狙いもあります。
　平成 21 年度から全学教育を対象としてクリッカーの貸出しを開始するため，３月６日には説明会を
行い，参加者に実際にクリッカーを体験してもらいました。クリッカーとはどのようなもので，どの
ように使用するのかの講演と，インストールから回答データの書き出しまでの技術的な説明を行いま
した。参加された方々からは，クリッカーの機能や貸出しについての質問が多数あり，注目度の高さ
が伺えました。現在，多くの教員がクリッカーを使った授業に挑戦しています。興味のある方は，高
等教育開発研究部門のホームページをご覧ください。

　（http://socyo.high.hokudai.ac.jp/）
　今回のアンケートでは，両研修会とも，10 分くらいで５つの質問を行いました。たとえば，クラス
担任会議でのアンケートでは，クラス（副）担任は若手の教員が多いのではなく，６割は北大で 10 年
以上勤めているベテランの教員が担当していること，また，全学教育 TA 研修会でのアンケートでは，

図 3.  PowerPoint のクイズ画面（左）とクリッカーの付属ソフト
　「TurningPoint」により Excel に書き出したグラフ（右）
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北大の４つの理念の中で最も認知度が高い「フロンティア精神」ですら，35％の TA が知らないと回
答するなど，意外な結果が明らかになりました。これらは，今後各研修で改善すべきことを浮き彫り
にしてくれたと思います。このような，特に興味深いと思われるアンケート結果を表１で紹介します。
　一堂に集まってクリッカーを紹介する機会はなかなかありませんが，これからも何かの会議や研修
会のときに，アンケートを行いながらクリッカー等の授業支援機器の紹介を行っていこうと思います。

（山田邦雅）

表 1.  クリッカーによるアンケート結果

○クラス担任会議
　（平成 21 年３月 17 日　参加人数約 65 人）

北大の４つの基本理念で，
新入生に一番知られていないのは？
フロンティア精神   ................... 0.0%
国際性の涵養（★正解）  ............ 7.8%
全人教育  ...............................45.3%
実学の重視  ............................46.9%

昨日のメンタルヘルス講演会には参加されま
したか？
はい  ......................................43.9%
いいえ  ...................................56.1%

北大に勤めて何年目ですか？
１～４年  ................................ 21.1%
５～９年 ................................  17.5%
10 年以上 ..............................  61.4%

○全学教育 TA 研修会
　（平成 21 年４月６日　参加人数約 195 人）

北大の４つの理念は知っていますか？
すべて暗唱できる  ......................... 2.0%
二つ，三つは言える .................... 24.5%
フロンティア精神しか知らない  .... 38.3%
すべて知らない  .......................... 35.2%

北大の４つの教育目標を自己評価すると？
教育目標
１）高いコミュニケーション能力
２）社会・文化の多様性の理解
３）創造的な思考力と建設的な批判能力
４）社会的な責任と倫理の自覚
かなり高い  .................................. 7.9%
高い  .......................................... 19.9%
普通  .......................................... 42.9%
低い  .......................................... 16.8%
かなり低い  ................................ 12.6%

将来の職業の希望は？
大学教員（研究中心）  ................. 21.4%
大学教員（教育中心）  ...................7.8%
大学以外の研究職  ...................... 30.7%
中高の教員  ..................................2.6%
教育・研究職以外  ...................... 37.5%
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Part　VII　
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III.1　一般教育演習におけるTA の役割

1. はじめに

　高等教育の改革が進み，初年時教育が工夫されるとともに，少人数による演習や講義がカリキュラ
ムの中に多数盛り込まれるようになった。そこで展開されるのは，従来の講義形式の授業だけでなく，
よりインターラクティブで参加型を超えた，学生主体型の授業である。それは各大学で見られているが，
我が北海道大学は，その中でも先駆的な役割を果たしてきた。
　一方，新入生の初等中等教育での学びは年々変化している。自然との直接体験の不足，理科授業で
の実験の減少，あるいは家庭環境の変化に伴う学びの変化など，数年前と比べても大きく様変わりし
ている。それは，学生の学びの質的な変化を意味する。したがって教員は，そのことを念頭に診断的
評価を基に授業の設計と展開を図る必要がある。これらを背景とする今，TAの位置づけは重要である。
TAは，学生が置かれた文脈を良く理解し，教員とともにが新入生の資質向上を目指す重要な任務を担
うからである。
　本稿では，毎年年度初めに行われている TA研修の中の，一般教育演習担当 TA研修の内容を紹介し
ながら，少人数授業における TAの役割について述べることにする。

2. 一般教育演習とTA

　北海道大学の一般教育演習とは，専門教育と密接に関連する教養教育を組織的に履修習得させる「北
大コアカリキュラム」の中に位置づけられている 1)。そのねらいは，1）コミュニケーション能力の
向上，2）学問や社会の多様性の理解，3）独創的かつ批判的な考え方の育成と先端領域の研究の享受，
4）社会的な責任と倫理の理解の 4つを柱とする。これらを基にしながら，各教員は問題解決能力の育
成や学ぶ意欲の覚醒など，これからの大学での学びに必要な様々な資質の育成を目指していく。また，
高等学校と大学の学びの橋渡しも考えなくてはならない。この一般教育演習は平成 23年度には約 160
コマ開講され，全 12学部の学生を対象に 23名以下の少人数クラスで半期 2単位の授業が進められて
いる。
  これらのねらいを達成するには，グループ学習を授業の中心に据えながら，インタラクティブな授業
展開を目指す場合が多い。それはグループ学習が，学生一人ひとりをモニタリングしやすく，意図す
るねらいを達成する上で効率的だからである。
　そこでの TAの役割は重要である。一般に TAとは，出欠管理や教材の準備，評価の補助など，教員
が授業を進める上でのアシスタントとして活躍するといったイメージが強い。しかし少人数学習の TA
は，より学生と接近してコンタクトできることから，学生一人ひとりのモニタリングを通して授業内
容での彼らの学びに関与したり，教員とともに学生の学ぶ意欲を引き出していくと行った教育本来が

＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞
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持つ醍醐味や教育的効果を経験できることが多い。したがってその責務は重く，教育に対してより真
摯な姿勢が求められる。十分な研修と現場での経験を積むことが望まれる所以である。

3. 一般教育演習のTA研修会の流れ

　本研修会は，一日がかりで行われる北海道大学 TA研修会の最後に位置づけられている。特徴は，
午前中の総論を受け，小人数授業の柱となるグループ学習を TA自ら体験しながら，様々な事例を基
にケーススタディで進めるところにある。2010 年実施の流れを 表 1 に示し，以下にそれを簡単に解
説する。なお，グループ編成は短時間の作業ではあるものの重要である。より卓越したプロダクトが
出るように，所属研究科・学院をランダムにすることが望ましい。一グループの構成は４～５名がベ
ストであろう。これは，一般教育演習でも同じである。
          

【目的を確認する】
　研修会で最初に重要なのは，その目的を再確認することである。まずこのセッションの目的とは何か，
研修会全体の流れがあらかじめ見通せるように，およその時間配分と合わせて説明することが大切で
ある。教員は当然わかっているものと考えがちであるが，何のために TAこの研修会が開かれている
のかをあらためて確認していくことは，作業の効率化だけでなくモティべーションの向上にも寄与す
る。これは，毎時の授業でも同じである。

【グループ学習とは何か】 
　グループ学習をイメージするには，一般教育演習のシラバスやグループ学習の実際の映像を使うの
が効果的である。グループ学習の意味，特に仲間同士のグループ・ダイナミクスやインタラクション
の重要性やリーダーの役割については，ミニレクチャーを加えながら進めていくのが一般的である。
グループ学習には，アイスブレーキングの他に，K.J. 法やブレイン・ストーミング，ロール・プレイ
やバズ学習，フィッシュボールやディベートなど様々な手法がある。それらの方法の一部については，
後述する文章の中で簡単に触れることにする。

【アイス・ブレーキングの意味】 
　TA研修会に集まってきた大学院生は，そのほとんどが初対面であり緊張している。この状況は，一
般教育演習の第 1講時の授業開きと同じである。グループ学習に速やかに彼らを導入するには，一つ
の作業を通してリラックスさせ，コミュニケーション活動を促すことである。そこで，アイス・ブレー
キングを短時間で実施するのである。アイス・ブレーキングについては専門家も多く，インターネッ
トでも様々な方法が公開されている。本学では，ここ数年「人間知恵の輪」または「私は誰でしょう」
等が用いられるケースが多い。これは，思いの外効果を発揮することが多い。課題を解決するために，
初対面の仲間とコミュニケーションを取らざるを得ず，短時間で固い雰囲気が氷解してしまう。グルー
プ内での出会いだけでなく，広く見知らぬ他者とコンタクトすることは多様な議論を導く上での下地
となっていく。
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表 1.  一般教育演習のTA研修会の流れ (13:30 ～ 16:00)

テーマ :　少人数授業での TAの役割
─ ケーススタディから何を学ぶか ─ 

13:30
 本研修会の目的：TA研修会とは何か
 　（1） グループ学習をはじめる前に
    ・基本ルール   ・役割分担
    ・プロダクト  ・グループダイナミクス　等のミニレク
 　（2） アイスブレーキングの意味
 　（3） 「私は誰でしょう」の実践

13:50 セッション 1（基礎編）: ４つの事例から自由に選択し，グループ作業 35分
13:55      グループ活動開始
 　・役割分担 ...................................................................3 分
 　・何が問題か ( 現状把握 ) ............................................. 12 分
 　・どうすればよいのか ( 問題解決 )  ............................... 15 分
 　・まとめ /O.H.P.  .........................................................5 分
14:30  発表 ................................................................................3 分
 質疑 ................................................................................3 分
                                                         　　　　　　　　　　　　4グループ
  コメント                   
14:50    セッション 1終了

14:55  セッション 2（応用編）: セッション 1より難易度の高い４つの事例から
         自由に選択し，グループ作業 35分
15:00 グループ活動開始
 　・役割分担 ( ローテーション ) ........................................3 分
 　・何が問題か ( 現状把握 ) .............................................12 分
 　・どうすればよいのか ( 問題解決 )  ...............................15 分
 　・まとめ /O.H.P.  .........................................................5 分
                   
15:15 発表 ................................................................................3 分
 質疑 ................................................................................3 分
                                                        　　　　　　　　　　　　 4 グループ
 コメント            
15:50 セッション 2終了
 まとめ：皆さんに望むこと 

16:00   終了
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【ケーススタディの課題の選択】
　アイスブレーキング終了時の良い雰囲気のまま，最初の課題に突入していく。それがケーススタディ
1（基礎編）の選択である。先に役割分担を決めるという方法もあるが，特にリーダーを決めずに，3
分間という時間制限の中で，あらかじめ示された 4つの課題から取り組みたいものを話し合いの中か
ら選択していく方が良い。自己選択効果は，モティべーションを高める上で効果的であることはすで
に知られている知見である。誰がイニシアチブを握りどのような発言をするかが，この作業の中で見
えてくる。教員側が研修会に参加した TAの情報を収集する意味でもとても有効である。また実際の
授業で，TAが本時の学生の様子を把握する上でも効果は高い。少人数学習を進める上でも最も留意し
たいところである。
　テーマが決まったところで各グループから代表者を出し，話し合いで希望するところを決定する。
あくまでも彼らの自主性に任せるのがポイントである。決まったところで表 1の作業の流れを説明し
周知する。

【グループ作業の開始】
　グループ作業は，個別に用意した部屋で進めるのが望ましい。リーダー，記録係，O.H.P. 作成係，
発表者の役割分担から始まっていく。その後，約 10分刻みで選んだ課題に対する現状把握，問題解決，
結論へ向けて意見を集約していく。様々な発想を引き出して行くにはK.J. 法やブレイン・ストーミン
グが有効である。前者は，各個人の考えを丁寧に集積しながら新たな発想をしていくのに効果的であり，
後者は，他の意見に対してネガティブなことは述べず，常に上乗せして考えをまとめていくと，時に
卓越したプロダクトが表出することがある。グループ学習の手法は自由である。
教員は頻繁に各グループの様子をモニタリングし，必要であれば助言を行うことが重要である。特に，
誰がイニシアチブを発揮しているか，グループの仲間から均等に発言が出ているか，また流れに乗れ
ていない大学院生は誰か，といった情報を把握するのである。これは，TAとしての資質を見抜き指導
する上で重要であるだけでなく，教員が TAを見ているところを認識させることによって，モティべー
ションや使命感を促すことにもつながるからである。このことは，TAとして職務を遂行する上でも全
く同じである。少人数学習におけるTAの役割の一つに，学生一人ひとりをしっかり観るということを，
体験的に理解させる意味が含まれているのである。 

4. 研修会の実際

　では，ある年に行ったセッション 1（基礎編），2（応用編）のケーススタディの中から，それぞれ
1例ずつ以下に再現してみることにする。

グループAの場合

 【事例】
　毎回，5～ 10 分遅刻する学生がいる。TAの稲葉君はどうしたらよいのだろうか。
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　どの大学でもあるこの事例に対し，「遅刻することは悪いこと」という前提で，問題解決についての
様々な議論が展開された。それをまとめると，以下のようになる。
　当初，・遅刻の放任・鍵を閉める・出席カードを作る・参加させない・具合が悪い場合はその旨報告
させる・ペナルティを設ける ( レポートなど )・授業前に電話をする・講義を面白くする・体罰・連帯責任・
単位を出さないといったネガティブな意見が大勢を占めた。その後，TAの権限とは何かという議論に
なり，それを超えない範囲でこれらの意見を消去法によって再検討していった。その結果，どれも適
さないという結論となった。
　一方，TAの仕事としてできることは・名前を覚える ( 学生側の心理からアプローチする )・仲良く
する・休憩時間に話し合う・良い意味でのプレッシャーを学生にかける，といったポジティブなもの
ではないかという意見が主流となり議論は白熱した。リーダーは，全員の意見をうまくまとめながら，
原案作りを進めていった。その結果，以下のような内容について，意見の集約の過程も含めながら，3
分間の発表を行った。

○ 週一回の遅刻で一回の TAの仕事を手伝ってもらう
（理由）いっしょに仕事をすることによって，TAと会話することができ，名前も覚える
ことができる。それによって個人の意識を向上させることができ，遅刻を防止すること
につながる。

　これに対して，2分間参加している他の大学院生から発表者に様々な意見が出た。その主なものと
して，「仕事をしてもらうことは懲罰につながるのではないか」というものであった。しかし，授業の
参加意識を向上させるには遅刻者にまず近づくことが重要ではないかとの見解が示された。
　その後，私の方から，以下のような指摘を行った。

①  遅刻には必ず原因がある。TAは何かする前にまず学生からその理由を聞き，正確な情
報を把握することが重要である。その対処については，教科の目的や内容と関連する
ことから，教官と対策を協議することが重要である。

② 一人ひとりを見ているという点を学生に示すことは重要である。
③ 少人数授業の場合，名前はすぐに覚えることができるはずである。

　最後に，私が少人数学習で使っている個人カードを全員に回覧させ，TAの個人モニターの重要性を
強調した。

グループBの場合
 

【事例】
　慎重すぎて，作業が大幅に遅れている学生がいる。このままでは，他の学生が帰っ
た後に一組だけが残ってしまいそうである。TAの武島君は何をしたらよいのだろうか

　この課題に対して，リーダーを中心に現状の問題点の洗い出しを行った結果，「グループ分けが妥当
であったのか」「TAの説明がわかりにくい可能性がある」「TAが，アドバイスを途中に行う必要はなかっ
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たか」「作業内容がわかっていなかったのではないか」「学習の目的を理解していない可能性がある」「悪
循環でその一組によりプレッシャーがかかっている可能性がある」という指摘がなされた。
　次にその改善策を検討したところ，

① その一組を分離してはどうか，
② 作業に区切りをつけてはどうか 
③ グループ分けの時点で何か工夫はできないか 
④ TAが時間の経過や作業内容をその都度教えてはどうか 
⑤ グループ内で作業分担がうまくいくように TAが促す 
⑥ 作業フローを事前に配布し，あらかじめ予習させる 
⑦ 前の授業の後に TAから次時の説明を簡単に行う 
⑧ 遅れている学生がこれからどうしたいのか確認し，焦らせないようにする。 
⑨ 資料の作成時に教官とよく相談し内容を工夫する。

等の意見が出た。また，その時の問題点として，

① アドバイスは誰にするのか 
② 遅れているグループだけで良いのか 
③ TAができる範囲はどこまでか 
④ 時間外に自分もつきあっていっしょに行って良いのか

といった指摘が最後にあり，TAは学生と間と教官との間の両面で活躍しなければいけないとの結論に
至った。建設的な意見がほとんどであり，議論は白熱しリーダーは全員の意見をうまくまとめながら，
原案作りを進めていった。その結果をOHPシートに記載し，3分間の発表を行った。
　これに対して，他の大学院生から発表者に様々な意見が出た。「TAの仕事をしてもらうことは懲罰
につながるのではないか」というものが主であった。しかし，授業の参加意識を向上させるには遅刻
者にまず近づくことが重要ではないかとの見解が示された。
　その後，私の方から，以下のような指摘を行った。

① 授業の実態を正確にモニターし，教員に報告することが大切である。
② 遅れるには原因があり，それを見極めた上で処方箋を書くことが大切である。
③ 学生を伸ばそうとする姿勢が大切である。

　その他，他のグループも前向きな発表に終始していた。

　例年，このような感じでケーススタディがあっという間に進行していく。
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5. 少人数学習でのTAの役割 /おわりに

　少人数学習における TAの役割については，すでに前述したとおりである。何をすべきかについて
まとめると以下のようになる。

1) 担当授業のシラバスの熟読 ( 一般目標・到達目標・授業計画・評価・方略 etc)
2) 教官との事前の意見交換 (TAの権限・役割の確認 )
3) 学生一人一人のモニタリング ( 木目細かい情報の収集 )
4) モニタリングした情報の教官へのフィードバック
5) 学生への支援 ( グループ学習・各種実験や作業 )
6) 教官への支援 ( 評価・出欠 etc)

  TA は教員であるというプロ意識は，常に持っていなければならない。研修会ではそれの意識が醸成
されるよう教員は工夫する必要がある。1）2）5）6）は，クラスサイズに関係なく TAの役割として
必須の項目である。特に一般教育演習のような少人数学習では，前述したように 3）4）のような学生
の学習進度や学びの様子，またモティベーションや学習に必要なレディネスの把握も望まれよう。教
官の視点と学生の視点の両面からしっかり見極める力が TAには必要なのである。
　授業を企画した教員は，様々な理念を持つ。したがって TAの立ち位置を教員は示すことが，彼ら
のモティべーションを維持する上で大切なことである。TAも十分担当教員と事前に共通理解すること
が重要である。中には，授業の準備や出欠管理だけではなく，授業運営や学習への支援・指導まで踏
み込んで TAと協同して授業を組み立てていく教員もいるからである。そこには，教育の醍醐味を味
わう機会も存在する場合がある。
　TAの経験で得られたものは，将来教育や研究畑をめざす上で，また企業で活躍していく上でも貴重
な財産となるはずである。

（鈴木　誠）
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III.2　一般教育演習（フィールド体験合宿型）
におけるTAの役割

1.  はじめに

　北海道大学全学教育科目の一般教育演習のうち， フィールド体験合宿型演習 ( 以下フィールド演習 )
は 2002 年度から始まった新しい科目群である。このフィールド演習は短期集中開講で行い， 札幌キャ
ンパス外の大学施設 ( 練習船を含む )， 大学施設以外の施設・フィールドを利用して行われる。札幌キャ
ンパス外に出て行うこの演習は札幌農学校のクラーク博士の「自然に学べ」の教えを今日に生かした
科目群といっても過言ではない。北海道大学がこの科目群を実現可能にしたのは， 大学の持つ施設や
北海道という地域が教育資源として有効であるからに他ならない。国内では広いキャンパスとして知
られる札幌キャンパスの面積は 167 万m2 である。それに対して大学の持つ地方施設の延べ面積は 6
億 5700 万m2 であり， 札幌キャンパス面積の実に 370 倍に達する。さらに， 「動く施設」である水産
学部附属練習船も有している。まさに「北大ならではの授業」である。
　このフィールド演習は， 少人数で学生の能動的な学習が行われる一般教育演習の一部である。合宿
形式の集中開講で行われるので， 開講時期は夏季休業や年度末の休業期に実施される。これらの時期
は第 1学期および 2学期末の試験を終えた時期であり， 座学授業のインターバルにあたる。本演習は
学習へのモチベーションを再認識させるのに非常に効果的である。
　話は変わるが， 本学は学生に対してどのようなことを教育しようとしているのであろうか ?北海道
大学の ( 教育 ) 基本理念は以下の 4つの柱からなる。

● 北海道大学の基本理念
 A) フロンティア精神 B) 国際性の涵養
 C) 全人教育  D) 実学の重視

　担当するフィールド演習の内容がわかったら， これらの基本理念を達成するための項目・内容をあ
てはめてみよう。

A）フロンティア精神 :  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

B）国際性の涵養 : 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞
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C）全人教育 :  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
D）実学の重視 : 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図 1.  北海道大学の施設所在地

1. 札幌キャンパス，  2. 文：二風谷研究室， 3. 文・斜里研究室， 4. 理・有珠火山観測所（理

学研究科附属地震火山研究観測センター）， 5. 北方生物圏フィールド科学センター（FSC）・

厚岸臨海実験所， 6. FSC・室蘭臨海実験所， 7. FSC・忍路臨海実験所， 8. FSC・静内研究

牧場， 9. FSC・生物生産研究農場余市果樹園， 10. FSC・森林圏ステーション北管理部， 

11. FSC・手塩研究林， 12. FSC・中川研究林， 13. FSC・雨竜研究林， 14. FSC・苫小

牧研究林， 15. FSC・檜山研究林， 16. FSC・和歌山研究林， 17. 函館キャンパス， 18. 
FSC・洞爺臨湖実験所， 19. FSC・七飯淡水実験所， 20. FSC・臼尻水産実験所， 21. 大滝

セミナーハウス， 22. 東京オフィス . 
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　フィールド演習は講義室を出て， 「現場」で行う演習である。「現場」には， これら「基本理念」を達
成するための「演習材料」が豊富にあるので， TA諸君は「基本理念」と「現場の演習材料」を頭の中
で結び付けてみよう。
　それでは， より詳細にフィールド演習やその TAについて解説する。

2.  フィールド体験合宿型演習の特徴

（1）一般教育演習としてのフィールド演習

　北海道大学の一般教育演習は 20人以下の少人数クラスで， 大学での学び方を学ぶセミナー形式の授
業と位置づけられている。このような大規模な少人数演習は本学以外にはあまりない。本演習により， 
学生は能動的な学習態度を身につけ， 学問・社会・他人の意見の多様性を理解して， 自ら問題を発見・
解決する能力等を養う。本学で定めている一般教育演習の目的は以下の 4つである。

● 一般教育演習の目的
 a) コミュニケーション能力を高める
 b) 学問や社会の多様性を理解する
 c) 研究の一端に触れながら独創的かつ批判的な考え方を身につける
 d) 社会的な責任と倫理を理解する

　フィールド演習のなかで， どのようにしたらこれらの目的を達成できるかを考えよう。

a) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
b) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
c) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
d) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　さて， このフィールド演習もこれらの目的を達成する内容を提供する。フィールド演習を履修する
学生の中には， 「短期で 2単位修得できるので楽だと思って」履修する学生もいるが， 「フィールドで
いろいろ体験してみたい」とはじめから能動的な学習態度で臨む学生が多い。やる気まんまんの学生
が多いので進めやすい授業である。様々なコミュニケーションをとる仕掛けや， フィールドで体験し
たことから結びつく学問や社会の多様性を認識させる。そこから自分 ( 達 ) がどのように考えるかとい



＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞　III. 2  一般教育演習（フィールド体験合宿型）におけるTAの役割

-58-

う仕掛けをつくることが重要になる。さらに， 札幌キャンパスを出て， 集団で合宿することによる社会
的な責任と倫理を身につけさせる。以上のように， これら一般教育演習の目的達成を目指すうえで， 「適
した演習」である。
　北大方式の全学教育に対して， 「どうして専門科目を 1年生から多く履修できないのか ?」， 「専門以
外の座学が多くてつまらない」などの意見を持つ 1年生は多い。フィールド演習は， キャンパス外の
社会を体験させ， 多様な価値観を認識することで， いかに専門以外の学習が大切かを体感させることの
できる授業である。本演習のこのような長所をいつも認識して教育にあたってほしい。

（2）合宿形式としてのフィールド演習

　フィールド演習は受講学生と教員が合宿して様々な作業・学習を行い， それらを討論する。合宿し
て外界と隔絶されたなかで寝食をともにすると連帯意識が芽生える。参加する学生たちは， 課外活動
を行っている以外は，異なるクラスの学生との交流機会が少ない場合もある。他の学生の異なる考え
方を知る機会であり， 新たな友人を得る機会でもある。なるべく， 演習内容以外でも多くの学生達がコ
ミュニケーションを取れるとよい。ただし， 宿舎では「修学旅行」のような状態になるのが容易に想
像される。フィールド演習はあくまで授業であること， フィールドでの作業は危険がつきものである
ことを学生に認識させ， 節度ある態度をとらせることも必要である。
　フィールド演習は 24時間集団での行動が求められる。大学に入ってから集団での行動をする機会は
減っているので， 強い態度での指導も必要である。特に， 集合時刻等は強く指導したほうがよい。

（3）札幌キャンパス外へ出るフィールド演習

　フィールド演習は札幌キャンパス外の地方施設や大学外の場所で行われる。「札幌キャンパス内の授
業では許されることでも外では許されないことがある」ことを学生に認識させる必要がある。社会規
範から考えて適切な指導が望まれる。さらに， 発掘現場， 臨海実験所海辺， 研究林内， 練習船内などそ
れぞれ独自の約束事がある。それぞれ教員やスタッフと十分に確認しあうことが必要である。
　キャンパス外でのフィールド演習で最も注意しなければならないのは安全である。学生の安全を最
優先事項に考えて， 作業を指導し， 注意を払わなければならない。安全のためには「怒る」ことも必要
である。TA自身も事故を起こしてはいけない。万が一の場合， 労働災害となるが， 「労働災害は起こし
てはいけない」ことなのである。「事故は起こってしまったのだから仕方がない」という考えは職業人
としては誤りなので， 深く認識してほしい。

3.  フィールド演習でのTAの役割

（1）教員としてのTA

　TAは教員である。担当教員とともに教授団を形成している。教員である以上， 授業の実施・安全管
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理には責任を負う。もちろん， 最終的な責任は担当教員がすべて負うことになるが， その責任を補佐す
る役割を担う。そのため， あらかじめ教員と実施内容 ( 準備や後片付けも含めて ) の詳細を確認するこ
とが必要である。学生にとってもっとも困るのが「教員と TAが異なる教育の指示を出すこと」であ
るので， 演習中の教員の指示にも注意を払う。学生の前での教員の批判はもちろんしてはならないし， 
学生の前で教員に怒られることのないように十分に準備をしておこう。
さらに， キャンパス外では何が起こるか見当もつかない。非常時に対処する方法も確認しておくこと
が必要である。

● チェックリスト
 □ フィールド演習の内容の理解 □ 演習時の作業手順
 □ どんな事故が起こりやすいかの想定 □ 天気
 □ 緊急時 ( 地震・火事 ) の避難場所 □ ケガ・病気のときの最寄りの病院
 □ 宿舎での食事・掃除等の指導        

（2）職業としてのTA

　TAは国立大学法人北海道大学に採用された短時間勤務職員である。学生ではあるが， 採用期間中は
職業人であり， 大学と労働する契約をしたことになる。労働の対価として賃金が支給される。これを
忘れないようにしてほしい。勤務時間には仕事を始められるようにしておく必要があるので， 早めに
集合しておく。施設内の移動時にも公用自動車等の運転をしてはいけない。万が一， 勤務時間内に自
家用車で事故を起こした場合は， TAの他にも教員が責任を問われる可能性があるので注意してほしい。
もし， フィールド演習の実施場所まで移動が必要な場合， 移動 ( 出張 ) に関することも教員と相談をし
ておく。場合によっては， 移動中の事故が労働災害の対象にならないこともあるので注意してほしい。

● チェックリスト
 □ 勤務時間・賃金など発令及び採用条件通知書（註 : 合宿型なので時間通りとは限らない）
 □ フィールド演習の実施場所への移動方法
 □ 出勤簿
 □ 安全な作業や衛生的な環境の確保

（3）学生の先輩としてのTA

　TAは受講学生である 1年生にとっては先輩である。担当教員に話しかけるよりも TAに話しかける
ほうが気持ちも楽である。教員と学生をつなぐ役割を担おう。休憩時間など積極的に学生とコミュニ
ケーションを図ろう。ただし， 一人の学生を相手にするよりも複数の学生， できればすべての学生とコ
ミュニケーションを図ろう。グループの学習作業などが始まったら， そちらに学生の注意がいくよう
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に仕向けよう。宿舎に泊る場合は， 次の日の作業や夜間に周囲の迷惑にならないように自分と学生の
振る舞いに気を使おう。

● チェックリスト
 □ 全学生の様子 ( 仲間に入れない学生はいないか ?)
 □ 学生が能動的な態度で学習できているか ?   
 □ 楽しい中にも節度があるか ?
 □ 授業ということを忘れていないか ?      
 □ 学生とコミュニケーションをとっているか ?

4.  TA として諸問題の対処方法 (グループ学習 )

 以下のケースのときに， 
A）どのような事象が想定されるか ?
B）TA（複数と仮定）としてどのように対処すればよいか ?

を考えてみよう。

【課題】
1) いつも一人だけでグループ作業にうまく入れない学生がいる。
2) 教員の注意等を聞かずに， 二人で私語を繰り返し， 作業もあまりおこなわない学

生たちがいる。
3) 一生懸命なのだが， 作業をうまくこなせず遅れる学生がいる。
4) 立っていられないほどの地震が起きた ( 場所 : 海岸， 発掘現場， 森林の中の急斜

面等いずれか )
5) フィールドで作業中に学生がケガをした。
6) フィールドで作業中に教員が倒れた。

（栗原秀幸）
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III.3　多人数講義におけるTA の役割

1. はじめに

　全学教育の講義は 1クラス 50～ 60 名の場合が最も多いのですが，100 名を超える講義もあります。
ここでは 50名以上の講義の TAの役割を解説します。少人数講義は，一般教育演習の項目を参照して
ください。

2. 学期の始まる前に

　担当する講義の，授業形態・内容・目的・到達目標をシラバスなどから調べておく必要があります。
もちろん授業内容は理解しているべきです。教科書が指定されている場合には，それを準備してくだ
さい。普通はこれらの情報と教科書は担当教員が用意してくれるはずです。担当教員は，TAの役割
を事前に指示しなければなりません。講義の進行にしたがってその役割が変化する場合もありますが，
少なくとも役割の概要は知っておくべきです。

3. 授業初日

　授業初日は，特別な日です。自己紹介を行い，学生との円滑なコミュニケーションの始まりになる
よう心がけてください。学生との接触は，多人数講義の場合，ともすれば少なくなりがちです。話し
やすい雰囲気を作ってください。できれば，学生の顔と名前が一致するよう覚えてください。名前を
呼んで対話をすると，学生に強い印象を与えることができ，継続して話しやすくなります。

4. 授業の始まる前に

　授業に必要なものを準備しなければなりません。AV機器やプロジェクタの設定，資料の印刷と配布，
レポート用紙の配布，出席カードの配布などの仕事が考えられます。いずれも，授業開始時間までに
は作業が完了していなければなりません。場合によっては教室の温度調整にも配慮する必要がありま
す。

5. 授業中

　教員の講義に合わせて必要な作業をしてください。教員が助けを求めた場合は，なるべく早く作業
を開始，完了してください。大人数講義では，AV機器の不調や，資料の配付，室内の温度調整など予
想外の事態が起こりがちです。教員は講義を続けなければならず，これらの事態に対処できないかも

＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞
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しれません。また，教務係に連絡して対処しなければならない場合もあります。

6. 授業の終わった後

　レポートの回収や，AV機器の収容が必要になります。本学では 15分後には次の講義が始まります
から，それまでに次の担当者に鍵やAV機器を受け渡さなければなりません。

7. 評価

　レポートや小テストの採点を任される場合もあります。この際，最も大事なことは間違わないこと
です。採点の誤りはもとより，採点結果を表などに写す際の記載の誤りにも注意してください。本学は，
CSVファイルで成績をアップロードできるようになっていますが，表計算では 1行の違いがすべての
データの誤りとなってしまいます。

8. 出欠のチェック

　出欠のチェックには様々な方法がありますが，いずれも一長一短があります。例えば，受講票を使
うと，配布と回収の手間がかかります。狡猾な学生は配布時と回収時だけ教室にいるかもしれません。
大人数講義では，一人ずつ点呼するわけにもいきません。毎回所定の用紙にレポートを出してもらう
のは良い手段です。入り口で一人ずつ渡し，やむをえない用事で退出する際にはレポート用紙を預か
ります。レポートの課題が講義に即したものであれば，講義を聴いていたかどうかも判断できます。
毎回用紙に隠れた記号や日付を印刷しておくと，使い回しができなくなります。

9. コミュニケーションを円滑にする工夫

　質問には丁寧に答えてあげてください。学生の言うことを注意深く聴き，正確に答えてください。
1年生は専門家ではありませんので，専門用語はなるべく使わないで説明してください。また，すべ
ての学生に対して公平に接することも大切です。講義時間以外に学生と接触する新しい手段として e-
Learning があります。本学では，HuWeb と呼ばれるシステムが利用できます。科目毎に閉じられた
グループが構成され，掲示板，メール，データのダウンロードなどができます。授業担当教員が高等
教育開発研究部に申し込むことで使えるようになります。

10. 緊急時

　地震・火事などの緊急時には教員の指示にしたがい，速やかに学生を安全な場所に誘導してください。
避難路は教室図面に指示されていますので，確認しておいてください。事故の場合も同様です。なる
べく早く処置をすることが大切です。

（細川敏幸）
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III.4　論文指導講義とTA

1. 論文指導講義とは

　そもそも論文指導講義とは，平成 7年より実施された北大の全学教育において，はじめて導入され
た授業科目である。論文指導という名のとおり，各授業を通して，論文やレポートの執筆方法を身に
つけることを主たる目的とする。したがって，それぞれの授業では，学生に対して，少なくとも 1回
のレポート提出を課し，教員はそのレポートを添削して返却すること，また成績の評価も，筆記試験
は実施せず，レポートの成果を踏まえて行われることなどが定められている。さらに，履修学生数に
ついても，きめ細かな指導ができるよう，30名以内に制限されている。なお，時間割表などでは，他
の一般の講義と区別するため，授業科目名の前に○印が附される。
　このように論文指導講義は，主に日本語の論理的な表現能力と論文作成能力との向上をめざした授
業であり，そこに大きな特徴があるが，だからといって，レポートの作成技術の修得だけを目的とし
た授業ではない。授業内容は，論文指導講義以外の授業がそうであるように，人文科学・社会科学・
自然科学など，さまざまな分野を対象とし，担当教員が選んだそれぞれのテーマに即して授業が行わ
れる。異なるのは，授業成果として，必ず学生にレポートの作成を求め，それを添削して学生に返却
するといったフィードバックをくりかえすところにある。なお，授業において何回レポートを課すか，
あるいはディスカッションを導入するかなどについては，すべて教員の判断に委ねられている。

2. 論文指導講義の具体例

　それでは，論文指導講義は，実際どのように行われているのだろうか。毎年度開講される論文指導
講義の一覧やシラバスを細見すると，「思索と言語」「歴史の視座」「社会の認識」「科学・技術の世界」
など，各分野にわたって多種多様な授業が展開されており，その授業方法も決して一様ではないこと
がわかる。これを見ても，論文指導講義の内容について，概括的に解説することはほとんど不可能で
ある。そこで，以下では，個人的な事例で恐縮だが，平成 19 年度第 1学期に私が担当した人文科学
分野の「思索と言語」における論文指導講義の具体例をとりあげながら，説明したい。それは，数あ
る論文指導講義のほんの一例に過ぎないが，TA担当者にとってみれば，授業の一端を垣間見ることを
通して，論文指導講義の形式や内容などを推知するより仕方がないと思うからである。ちなみに，私
自身は，過去 10年あまり，毎年度，論文指導講義を担当し，また種々の試行錯誤を繰り返してきたが，
その経験によれば，自分の担当分野では，次のような指導形態が最も有効的であると考えている。
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■教養科目「思索と言語」○『論語』を読む

▽授業の目標
　春秋時代の思想家，孔子（前 552~ 前 479）の言行録である『論語』は，中国のみならず，東アジ
ア漢字文化圏に共通する代表的古典といえよう。無論，同書に説かれた思想は，二千五百年もの歳月
を越え，いまなお通用するものがあり，そこから学ぶべきことがらも少なくない。この講義では，『論語』
をとりあげ，孔子の学問観・人間観・世界観・教育観という視点をもって，同書を読み解き，そこに
見える思想的特質を考究する。また，その成果について，文章化を試み，表現力の涵養を図る。なお，
論文指導講義のため，レポートを執筆するに当り，事前面談を 1回，レポートの執筆・提出・添削を
2回行うとともに，最終的にはレポート集の完成をめざす。

▽到達目標
（1）『論語』全篇を通読する。
（2）孔子の思想的特質を多角的に考究する。
（3）みずから論点を見出す。
（4）レポートの執筆方法を身につける。

▽授業内容
（1）ガイダンス（4月上旬） 
（2）第 1章 孔子について（4月中旬）
（3）第 2章 『論語』について（4月下旬）
（4）第 3章 「学問」について（5月上旬）
（5）第 4章 「君子」について（5月中旬）
（6）第 5章 「仁」について（5月下旬）
（7）第 6章 「礼」について（6月上旬）
（8）第 7章 「孝」と「忠」について（6月中旬）
（9）第 8章 「天」と「命」について（6月下旬）
（10）第 9章 孔子と門人について（7月上旬）
（11）第 10章 『論語』の読み方（7月中旬）
（12）第 11章 儒教の倫理性と宗教性（7月下旬）

▽課題と指導
（1）事前面談（6月中旬）
 1 年次学生は，その大半がはじめてレポートを作成する。そのため，レポートを執筆する前段階と
して，何をテーマに選ぶか，どのような構成にするかなどについて，個人面談しながら指導する。
学生は，上記事項に関するメモを準備して個別面談に臨む。

（2）第 1回レポートの提出（6月下旬）
 学生は，事前面談の結果を踏まえて，レポートを作成し，提出する。初回ということで，字数は 2,000
字程度とする。
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（3）第 1回レポートの添削・返却（7月上旬）
 提出された第 1回レポートについて，添削の後，個人面談を行いながら返却する。
（4）第 2回レポートの提出（8月上旬）
 学生は，第 1回レポートで添削・指導された点などを踏まえて，改めて第 2回レポートを作成し，
提出する。テーマは，第 1回レポートと同一でもよいし，異なるものでもよい。字数は，第 1回よ
り増加して，3,000 字 ~4,000 字とする。

（5）第 2回レポートの添削・返却（8月中旬）
 提出された第 2回レポートについて，添削の上，個人面談を行いながら返却する。
（6）最終レポートの提出（9月中旬）
 学生は，第 1回・第 2回レポートで添削・指導された点などを踏まえて，最終レポートを作成し，
提出する。

（7）レポート集の作成（10月下旬）
 提出された最終レポートについて，印刷・製本してレポート集を作成する。その上で，教員・TAを
含めた反省会を開催する。

3. 論文指導講義におけるTAの業務と役割

　いま論文指導講義の実例として，私が担当する授業内容を示したが，その中で TAに求める業務や
役割はきわめて大きい。たとえば，毎週の授業以外に，事前面談，レポートの添削・返却，レポート
集の作成など，いわば裏方の作業が中心となるが，それらを教員一人でまかなうのは，ほとんど不可
能だからである。TAがいなければ，授業そのものが成り立たないといっても過言ではあるまい。そこ
で，実際，19 年度に私が担当した論文指導講義において，TAに依頼した業務内容をまとめると，次
のとおりである。

（1）授業実施以前の作業補助（履修者数制限の実施など）。
（2）授業内における作業補助（教材の印刷・配布など）。
（3）レポート提出時の作業補助。
（4）レポート返却時の作業補助。
（5）レポート集作成の補助。
（6）授業内でレポート執筆の体験を講義する（30分程度）。

　なお，（6）は，上記の（1）~（5）とはやや性格の異なる業務といえる。しかし，私がこの業務を
TAに依頼するのは，実際に教壇で講義することが，TAにとって，将来，必ずや役立つと考えること
による。そのことは，高等教育機関において，いわゆる教育実習が必須とされていない現状を鑑みれば，
その重要性がますます理解されよう。同時に，レポートの執筆方法といったマニュアルでは指導でき
ない内容に関して，TAの口から，成功例・失敗例など，さまざまな体験談を聴くことは，学生にとっ
ても，有益な機会になると考えるからである。
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4. 結びにかえて

　以上，数ある論文指導講義の中から，一つの授業をとりあげ，その内容とそこでの TAの業務と役
割について具体的に述べた。繰り返しになるが，全学教育における授業内容は多彩であり，論文指導
講義も同様に，教員それぞれによって千差万別な授業が展開されている。したがって，レポートを作
成するに際しても，ここで示したように，文献資料だけを対象とするとは限らない。場合によっては，
実験・実習などに基く実証的データを取り扱うこともあり，当然のことながら，それぞれの授業にお
いて TAに求められる業務や役割も，大きく相違するのである。そのため，実験の準備と後かたづけ，
パソコンの実験機材の操作，実習中の学生との応対，データ解析法の指示なども含まれる授業がある
ことも理解しておかなければならない。
　そうした中で，TAにとって何より重要なのは，授業が開始される前に，教員と直接面会して事前
の打ち合わせを行い，授業計画，目的，到達目標等々を確認しておくことである。この打ち合わせは， 
TA 業務の確認にとどまらず，自身の担当する授業の成否に大きな影響を与える可能性があるからであ
る。最後に付言すれば，実際の授業の現場では予期せぬ問題が生じる場合がある。そうした緊急時に，
TAとしていかに的確かつ柔軟に対応できるかどうか，精神面の準備をしておくことも，これまた肝要
である。

（弓巾　和順）
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III.5　情報学におけるTAの役割

1. はじめに

　情報学は，１年生を対象とした全学教育の科目である。高等学校で普通教科「情報」を履修した
学生が 2006 年度から大学に入学している。本学ではこれを受けた情報教育のカリキュラムを検討
し，情報学 I（前期 2単位）と情報学 II（後期 2単位）を設けている（図 1参照）。総合入試が始まる
2011 年度から，情報学 I は全学部で必修となった（以前からほぼ全員が履修していたが，いくつかの
学部は 2010 年度まで選択であった）。情報学 I の TAは，通常の TAとして教員を補助する立場では
なく，TA各位が 20 人程の学生を担当し，授業進行する体制をとっている。補助的な TAではなく，
教員として振舞うことが求められるのでご留意願いたい。また，教育指導能力の育成を目指した大学
院共通科目「情報学教育特論」では，情報学Ｉにおける TA業務を大学院の授業単位の一部として認
める TAの単位化を行っている。TA各位は積極的に本科目を履修いただき，本学に入学した学生に情
報学を教育指導することを通して教育指導能力を高め，近年特に必要とされる知的所有権等を含めた
情報倫理の基礎知識一般を習得いただきたい。
　情報学 I では，情報基盤センターの教育情報システム (ELMS）を使用して実習を行う。教育情報シ
ステムは，本学のほぼすべての学生が登録している学生の教育情報基盤である。全学生が履修する情
報学 I で，学生に，教育情報システムの利用方法等に慣れていただくことも，その後の専門教育にお
いて必要とされる。本稿では，特に情報学 I の実習における留意点を記述するとともに，教育情報シ
ステムの概略を紹介する。

2.  情報学の実施体制

　図１に，情報学の実施体制の模式図を示す。上図は情報学 I，II を通した情報学全体の企画体制を示
しており，下図は情報学Iにおける実施体制を模式化したものである。情報学全体の企画は，企画責任者・
科目責任者とともに，情報学企画委員会にて行っている。この下で，実習中心の情報学 I と座学中心
の情報学 II の実施体制の違いを示した。ここでは，TA各位が担当の主体となる情報学 Iの体制につい
て焦点をあてる。
　情報学 I では，担当教員（専任）のもとで複数の TAや非常勤講師が，20 名程度の実習グループを
それぞれ受け持つ体制を取っている。実習の具体的内容は企画委員会で計画している統一的な内容で
ある。つまり，同一講時に複数の実習グループの授業が同時並列で行われる。この実施体制上，TAは
各実習グループを，実習計画に則り，責任を持って指導することが求められる。最終的な成績評価は，
複数のグループを当該担当教員が責任を持ち，一括して行う。そのため，各グループの進度や内容，
並びに課題の提出〆切等に不平等が生じないように留意する必要がある。また，TAは成績評価案を含
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め，授業に関する各種情報を責任担当教員に伝える必要がある。
　もしも，学生対応等に不明な点や問題等が生じた時には，そのままにせず，担当教員に適宜連絡を
行い，指示を仰ぐことが重要である。また，授業進行中に何か問題が起きた場合には，当該コマ担当
の STA（TAを統括する TA）に連絡し相談すること。情報学 I では，情報学 I の授業時間に，経験者
TA（STAと呼ぶ）をサーバ室に配置している。学生への質問相談ならびに授業の全体進行に対する管理・
補助を行う STAは皆さんをサポートする。
　実習の時間中には，例えば，以下のような事例が生ずることがありうる。不正行為は，STAと相談
の上，担当教員の指示に従う。但し，不正が起こりにくい学習環境を整えることが重要である。実習
では，20人程度の学生が相手であり，1人 1人の顔が見える状況である。学生とのコミュニケーショ
ンを大切に，授業を進めていただきたい。

 

事例 1. 出席確認に関する諸注意：
 不正行為，遅刻・早退，異なる実習室での出席，連続欠席等

　情報学 I の場合には，コンピュータへのログイン時間の履歴により，最終的な出席状況を担当教員
に提出する。過去，出席に関し，以下のような不正を行った事例がある。最も困る事例は，コンピュー

図 1.  情報教育の実施体制
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図 2.a  着席状況表示（情報教育館C室の例：PC名、ID氏名、利用開始日時とグループ参加者一覧の表示）

タへの代理ログインである。これは 2つの面で非常に問題である。まず，他人にパスワードを教える
という行為の問題である。情報学の初回実習時には，教育情報システムの利用の手引きを配布する。
そこで例示されているように，他人にパスワードを教える行為は，システムの利用における禁止事項
である。利用違反であり処置・処分の対象である。また，他人の IDでシステムに入るという行為も，
システムの不正使用にあたる。つまり，「代返」を頼む人も頼まれる人も教育情報システムの利用違反
となる。はじめに述べたように，教育情報システムは，学生の教育情報基盤であり，その利用ができ
ないような事態は，極力避けなければならない。このような不正が行われないよう，事前に学生に ID
とパスワードの管理についての周知徹底をお願いしたい。次に，悪意なく，既にログインされている
パソコンをそのまま使ってしまう場合がある。学生は新入生であり，慣れておらず，他人の IDでのロ
グインの意識がないので注意が必要である。必ず，自分の IDとパスワードを入力してパソコンにログ
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インすることを徹底し，確認させることが重要である。教育情報システムでは，学生のログイン履歴
を含め，実習への参加・出席状況をリアルタイムにも後日にも把握することができる。また，予約が
ある時間帯において，当該実習室の PC使用状況をユーザ IDとともに着席状況として表示できる（図
2.a）。過去も含め，当該グループが部屋予約した時間帯における実習グループの参加者の履歴が取得
できる（図 2.b）。コンピュータの利用履歴は，学生本人も当該グループポータルから確認できる（当
該日時における自分の利用履歴が０となっている場合には，他人の IDでログインしている可能性が高
いので確認させると良い）。
　出席のみならず時間を限って行う小テスト等では，自宅から提出される場合が稀にある（もちろん，
グループの管理者である TAは，担当学生がどのアドレスから提出したかをシステム上で確認できる）。
当然ながら，テストの類は自宅からの提出は認められない。事前にテスト等では当該教室以外からの
提出は認めないことを事前に学生に伝えるとともに，授業では，履歴といった機械的なもののみでなく，
対面で，誰がいないかを確認するといった心がけが大切である。不正とまではいえない，遅刻や早退
の扱いについても，初回に学生と確認し，意思疎通を図っていただきたい（実習の授業であり，遅刻
や早退は積み重なれば，大きなマイナスとなる）。
　なお，出席に絡むトラブルとして，不正ではなく，単純に実習室を間違えて授業を受けてしまう学
生がいる。学生の単純な不注意であるが，実習室を間違えた場合には本来の担当者（TA）が当該学生
の出席履歴を確認できない（STAは確認可能）。少なくとも，最初の数回の授業の始めには，図 2(a)
の着席状況（リアルタイム表示）で，各実習室における出席学生が，自分の担当学生かを確認いただき，
他の学生が混じっていないかを注意いただきたい。もしも間違っていた学生がいた場合には，該当の
教室を伝え，すみやかに移動するように指示する。TAは当該実習室での出席者が自分のグループの学

図 2.b  参加履歴の表示
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生であるか否かをグループポータル上で一覧できるので確認しておく。万が一，数週にわたる間違い
が生じると，グループ内での協調作業に支障をきたす恐れがある。
　最後に，授業での欠席が３回続いた学生がいた場合，すみやかに担当教員に状況を連絡すること。
担当教員が事務に連絡することになっている。学生の単位修得に関わる問題であるので，忘れずに出
席状況を確認すること。

事例 2. 課題提出の不正

　情報学 Iの課題は，当然のことながら，デジタルな媒体で保存できるものである。従って，課題によっ
ては，他人の提出物をコピーして提出する場合が時折見受けられる。双方に甚大なペナルティが課せ
られる。初回の実習時間に，このような行為があった場合には，単位が認められないことを明言する。
更に，折に触れ，課題の不正行為について取り上げることが大切である。なお，課題の作成過程の中で，
学生間で相談したり教えあうことは問題ない。課題の中には，学生間で協調的に課題を創造するもの
もある。不正行為と，後者のような協調的な行為を履き違える学生がでないよう，常に注意し，対応
いただきたい。
　情報学 I では，課題に必須課題を設けている。原則として，必須課題を提出しない場合には単位を
認定しない。必須課題を含めた評価項目一覧はテキストに表示されているが，初回に学生に周知する
ようお願いしたい。

3.  情報倫理教育

　情報学 I では，ビデオ等のメディアを用いた情報倫理教育を行う。詳細は，後日行う説明会等でお
知らせする。特に著作権法について，予め下記のページ等より，条文を一通り読み，大まかな内容を
理解しておいていただきたい。（例えば，http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi で法令名の用
語索引として，「著作権法」を入力する。）

4.  情報基盤センター教育情報システム ELMS （Education and 
Learning Management System） の紹介

　情報学 I では，情報基盤センターの教育情報システムを用いて実習を行う。教育情報システムは，
2010 年 3月に更新された。クライアントコンピュータ（Windows7）と，サーバシステムからなる，
クライアント・サーバシステムである。クライアントコンピュータは 1,200 台あり，本学に分散配置
している。情報学 I では，主に高等教育推進機構，情報教育館，及び情報基盤センター南館に分散配
置しているコンピュータ（表 1参照）を使用する。なお，高等教育推進機構，情報教育館の各実習屋
に入室する際には，専用のカード（学生の場合は学生証）が必要である。まれに，学生証の磁気や IC
等の不調やその他の事由により，入室ができない学生がでる場合があるので，状況に応じ，適宜，対
応いただきたい。
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4.1  ELMSのサービス

　ELMSでは，(1) ポータルサービス，(2) アプリケーションサービス，(3) インターネットサービス，(4)
ラーニングサービス，等のサービスを提供している。ポータルサービスは，利用者へのポータル環境
の提供であり，この中で最も基本的なサービスである。アプリケーションサービスは，クライアント
ＰＣ及び専用サーバで，各種アプリケーションソフトウェアを提供するサービスである。インターネッ
トサービスは，電子メール等のサービスである。ELMSでは，セキュリティと個人情報保護を考慮し，
電子メールアドレスを，利用者のＩＤと異なるものにしている。これは，利用者ＩＤとメールアドレ
スが一致している場合，利用者 IDを通してメールアドレスが知られ，トラブルに巻き込まれることを
回避する目的がある。ELMSでは，メールアドレスを一定回数，自由に変更できるようにし，自己管
理を強めている。また，電子メールの添付ファイルのサイズ制限（１ＭＢ）を維持し，大きなサイズ
のファイルについては，「ファイル宅配」という，独自のファイル転送サービスを提供している。ラー
ニングサービスは，後述するグループ環境における学習支援サービスである。
これらのサービスのうち，利用者にデフォルトで付与されているものは，ポータルサービスとWin-
dows でのアプリケーションソフトウェアの使用に関してのみであり，他の必要なサービスは，ポータ
ル上で個々に申請することで使用可能になる。また，ＰＣの状態を，毎利用時，完全に初期化し，ウ
イルス等を含め，利用により生じるトラブル発生を抑えている。プリンタ出力は，プリペイド方式（有
料）を採用している（プリペイドカードは，生協で販売している）。いずれもシステムの有効利用と管
理の大幅な効率化になっている。
　情報学Iでは，ELMSポータルの利用から，サービスの利用申請の仕方等を含め，教育情報システムを，
最低限，使えるような教育を最初に行う。TAは，詳細までを熟知する必要はないが，教育情報システ
ムの概要は把握するように心がけていただきたい。

表 1.　情報学 I で使用するコンピュータ教室



-73-

北海道大学全学教育ティーチングアシスタントマニュアル（2011年改訂版）

4.2  ELMSの利用登録

　ELMSは，本学の学生，及び，TA/非常勤を含む教職員が利用することができる。但し，情報学のTAは，
後述するグループ IDを授業で使用するので，必ずしも TA個人のユーザ IDを持つ必要はない。各自
の必要に応じてユーザ IDを取得いただきたい。利用登録方法は，次の通りである。磁気カードの学生
証を持っている学生と，それ以外で申請方法が異なる。なお，入学生は，原則として，ガイダンス時
にこの利用登録を一斉登録にて行う。

1）学生
（登録） 本学が発行する学生証による本人確認のもと，学生ユーザー登録装置により，学生に，ID及

び初期パスワードを発行する。ただちに，期限付きで本システムを利用可能である。初期パ
スワードの変更が一定時間内（現時点では原則 30分以内）になされたとき，この期限を解除
する。一定時間内にパスワードの変更がなされなかった場合，利用不可となり，再登録が必
要になる。

　　　　　　　　　ID：　　s＋学籍番号＋英字小文字 1文字 
 入学生は事前にこの利用登録を一斉登録にて行う。パスワードの再発行は，ユーザーの利用

状態を確認し，パスワードの再発行が可能なときは，新規登録と同様の手順で行う。
（停止）  学籍情報に存在しない状態が一定期間続いている，あるいは長期にわたって利用されていな

い等の条件が満たされたとき，ユーザーの利用状態を自動的に利用停止状態にする。
（終了）  学籍情報に存在せず，一定期間，停止状態が続いている等の条件が満たされたとき，ユーザー

の利用状態を自動的に利用終了状態にする

2）一般個人（教職員，TA・非常勤等の個人 ID）
（登録）  Web（http://www.ec.hokudai.ac.jp/）の該当ページより，利用希望者及び申請者の所属等

に関する情報及び希望 ID・希望パスワードを入力して申請する。センターは，利用希望者に，
申請者及び利用希望者の本人確認が可能と判断される事務を通して，キー文字列を発行する。
利用希望者は，Webで，キー文字列，希望 ID及び希望パスワードを使って利用登録する。た
だちに，利用を開始できる。

　         パスワードの再発行は，ユーザーの利用状態を確認し，パスワードの発行が可能なときは，
新規登録と同様の手順で行う。

（停止）  認められた期間が終了した，あるいは長期にわたって利用されていない，また，ユーザーから
利用終了の申請がなされたとき等の条件が満たされたとき，ユーザーの利用状態を自動的に利
用停止状態にする。

（終了）  ユーザーからの所定の手続きがなされず，一定期間，停止状態が続いている等の条件が満たさ
れたとき，ユーザーの利用状態を自動的に利用終了状態にする。

3）グループ開設とグループ ID
　ELMSでは，本システムの利用者に，授業やクラスなど，グループで教育学習活動を行うためのグ
ループ環境を提供している。また，コンピュータ実習室の部屋予約は，グループ IDで行う。但し，情
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報学 I では，情報基盤センターで一括登録したグループ IDを使用するので，TAが各自でグループ申
請をする必要はない。グループ IDは，情報学 Iでは，bx ＋年度下 2桁 +英数字 3桁となる。例えば，
2011 年度の情報学Ⅰの月 1コマでは，bx11b11 となる（情報学のグループでは年度毎に下 3桁はグ
ループで異なる。一般のグループでは，情報学のグループとは異なる体系でグループ IDが構成されて
いる）。情報学 Iの実習では，学生を20名程度のグループに分けて実習を行う。その際は，上記のグルー
プ IDの子グループで各種の管理を行う。子グループの IDは，親グループ ID_ 数字 2文字，となる（例
えば，先の情報学Ⅰ bx11b11 の二番目の子グループは，bx11b11_02 となる）。実習で，どのグルー
プ IDを使うかは，情報学の説明会時等で知らせる。グループの各種設定は後述する。

4.3  ELMSのグループ管理とラーニングサービス

　グループは，グループを申請するグループ代表者とグループの情報を管理する管理者（代表者も管
理者である。代表者は，参加者の中から管理者を指定・解除できる。）及び参加者（代表者及び管理
者も参加者である。）から構成される。グループ IDは，当該グループの管理者である。情報学 I では，
情報基盤センターがグループの代表者となる。前節で説明したように，実際の実習は子グループで行う。

図3. グループ代表者メニュー
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　グループ代表者は，グループの活動期間や参加者の参加条件の設定，グループ管理者の指定・解除，
グループの閉鎖申請，グループ IDのパスワードの再発行，及び，子グループの開設ができる。グルー
プ管理者は，グループの参加申請の結果に基づいて，参加認定・参加取消を行ったり，学生を強制的
に参加させることができる。また，グループ参加者の認定，登録，参加停止とその解除及び参加終了
を一括及び個別にでき，グループポータル及びグループフォルダを管理できる。グループポータルで
は，グループのお知らせや課題等の管理を行うことができる。図３は，代表者におけるグループ管理
メニュー部分を表示した。
　グループポータルにおける主なサービスを以下に列挙する。

［１］ 参加者リスト等：　参加者メンバー情報（履修状況，グループのContact 情報に入力されたメー
ルアドレス等を含む），参加履歴等を取得することができる。

［２］ グループのお知らせ：　グループ管理者が書き込む。次回の実習時までに何をすべきか，各回の
実習で何を行うかといった内容を書くことができる。グループ全体，個人を指定して，という形
で選択的にお知らせできる。

［３］ グループのQ&A：　Q&Aを作成できる。質問者のみに回答することも，その質問と回答内容
をグループ内メンバーに公開することもできる。グループ管理者が公開・ 非公開を決定でき，キー
ワード検索も可能である（キーワードの設定は，グループ管理者が行う）。また，質問があった
際には，登録されたメールアドレス宛に転送設定ができるため，いつ質問が投げられたかを把握
することが可能である。

［４］ グループの掲示板：　多機能の掲示板を設置できる。詳細は説明会時に説明する。

［５］ グループのリアルタイムアンケート：　グループの参加者へ，リアルタイムのアンケートが行え
る。結果はグループの参加者に公開可能である。

［６］ グループファイルフォルダ（図 4）：　参加者にファイルを一時保存するフォルダを提供している。
代表者には代表者専用のファルダが，管理者には，管理者共有フォルダ・資料フォルダ・課題フォ
ルダが，参加者は参加者フォルダとグループ共有フォルダが，それぞれ利用可能である。下記は，
代表者の例である。グループのファイルフォルダは，グループがアクティブな期間のみ使用でき
るため，授業終了時には，必要ファイルをバックアップしておくことを学生へ周知することが必
要である。

［７］ 課題設定・課題評価：　課題を設定し，参加者に課題の提出をさせることができる。課題作成は，
csvファイル　をアップロードしたり，課題複写等で生成する。ラジオボタン，チェックボックス，
記述式，ファイルアップロードの課題を作成することができる。詳細は後述する。
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図 4.  グループのファイルフォルダ

図 5.  ELMSポータル例（サインオン直後の例：学生用の画面）

4.4 ポータルの概要

　以下に，ELMSにサインオンしたときのポータルメニュー（図5）とその主な項目の概要を示す。また，
良く使うと思われる課題の作成と評価について，具体的な操作方法を説明する。なお，実際の授業に
おける具体的な指示等は，必要がある場合には担当者より行う。
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【課題設定・課題評価】
　授業で使う資料や課題を提示し，課題提出内容を取得・管理できる。ラジオボタン，チェックボッ
クス，一行テキストの設問では，正解を与えて自動採点することが可能である。ランダムに設問を
設定する課題，相互評価を求める課題も作成可能である。
　グループ管理者が作成・管理する。グループ管理者が当該グループポータルに入った際には，管
理メニューがポータルメニューに，同様の管理機能を持つボタンがグループのHomeタブ上に表示
される。一方，利用者は，グループポータルの「課題」をクリックすることで，課題一覧を表示させ，
指示された課題を提出できる。

STEP 1
　グループポータルの管理者用メニューの「課題作成管理」をクリックする。 

STEP 2
　通常は「課題の新規作成」をクリックするが，情報学 Iの場合には，課題のサンプルを生成されており，
TA各位の持つグループに課題複写できるようにしているので，下記の「他グループからの課題複写」
をクリックする。 

STEP 3
　必要な課題を取り込む。課題が設定される。



＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞　III.5  情報学におけるTAの役割

-78-

STEP 4
　「設定・変更」をして「閉じる」をする。｢課題作成管理」をクリックすると，以下のように作成さ
れている。修正するときは，「課題情報設定・変更」を選ぶ。各自の曜日講時に応じた締め切り設定等
を行う。「課題解析」は，提出結果の類似度解析である。詳細は説明会時に行う。

 

【課題の評価】
　「課題作成管理」ボタン，もしくは，「課題提出状況」ボタンから行う。「課題作成・管理」ボタンか
らは，各課題（単一課題）についての提出内容を一括ダウンロードできる。「課題提出状況」ボタンか
らは，提出物を取得したい課題番号と参加者の IDの組み合わせで，一括ダウンロードができる。詳細
は説明会時に行うのでここでは概略を理解いただければ結構である。

【提出課題内容の確認】
　各学生が提出した課題内容は，学生自身が確認できる。「課題」ボタンは，グループポータルの「Home」
タブに設定されている。学生は，グループの参加一覧から当該グループポータルに入り，「Home」タ
ブにある，「課題」ボタンを押す。提出物は，版管理されている。各提出において，何を提出したかの
確認は，「表示」ボタンを押す。当該提出版の回答内容を確認できる。また，グループ管理者からのコ
メント欄を通して，学生に課題内容の不備等があった場合にコメントの記載が可能である。
　参加者がグループポータルにある「課題」ボタンをクリックすると，当該課題の提示範囲内の場合，
以下のように表示される



-79-

北海道大学全学教育ティーチングアシスタントマニュアル（2011年改訂版）

3) 提出された課題は，対象範囲を指定して提出物を一括ダウンロードできる。個別確認も可能である。
個別確認の場合には各 IDの行にある「内容確認」のリンクをクリックする。内容確認後，受領マー
クをつけたり，コメント等（学生が見ることのできるコメントと，見ることのできないメモの両
方がある）をつけることができる。なお更新ボタンはこまめに押す。90分経過すると，セキュリ
ティ上の設定で内容はサーバへ送られないので注意する。

 

●「課題作成管理」ボタンから：単一課題の提出確認の場合に使う。
1) 課題作成・管理ボタンを押す。
2) 提出者数 ( 提出者一覧 ) の人数のリンクを押す。
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●「課題提出状況」ボタンから：複数課題，特定 IDを抽出する提出確認の場合や課題提出一般に使う。

1) 課題提出状況ボタンを押す。
2) 評価したい課題，参加者，抽出条件を指定して，「以下の条件で表示」か，「以下の条件で一括ダ
ウンロード」のどちらかのボタンを押す。

3) 「以下の条件で表示する」ボタンでは，下部フレームに該当条件にマッチしたものが表示される。「以
下の条件で一括ダウンロードする」ボタンでは，抽出内容を一括ダウンロードする

　一括ダウンロードしたファイルは，zip で固められている。ファイルアップロード課題がある場合に
は，HTMLファイルを参照するとユーザ IDと提出物との関連付け（リンク）が確認できる。課題提
出内容は，基本的にｃｓｖ形式でまとめられている。最終的には，学生の課題提出状況を評価し，成
績評価案を担当教員に提出するまでが TA各位の業務となる。課題の評価は，学生にとっても重大な
ことであるので，責任をもって評価いただきたい。提出物に不具合があった場合には，その旨，提出
者へのコメントを記載いただく等，周知と配慮をお願いしたい。

5.  おわりに

　以上，本節では，教育情報システムの概要を説明した。具体的な操作の詳細は，研修会にて行い，また，
質問・資料確認用のグループポータルも用意する。最初は操作が煩雑に思われるかもしれないが，質
問があれば，授業内容・操作を問わず積極的に質問してほしい。情報学のTAは毎年50名を超えており，
経験者も多数いる。質問に答える体制も整えている。情報学企画・実施の一員として，積極的にコミッ
トいただき，学生への教育のみならず，TA各位の教育指導能力の育成にも取り組む心構えで TAに取
り組んでいただけると企画側としても心強い限りである。

（布施　泉）
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III.6　英語の TAについて

1. はじめに

　このセクションでは全学教育の英語科目のうち，外国語教育センターの教員（多くはメディア・コミュ
ニケーション研究院との兼任）が担当する英語の授業の TAの職務内容全般について説明します。

2. 新年度が始まる前に

　担当する授業の学期・曜日・講時，科目名，教員名，教員の連絡先，教員の研究室，使用教室の別（普
通教室・CALL 教室）が英語 TA担当者から通知されているはずですので，その内容を各自のスケジュー
ルと照らし合わせてあらためてよく確認してください。この時点での変更は極力避けていただきたい
事態ですが，万一どうしても担当できない授業があれば早急に英語 TA担当者に連絡してください。
　何らかの理由で，ＴＡ業務に関するメール全般を申請したアドレスとは異なるアドレスで受信した
い場合や，メールアドレスや電話番号に変更が必要になった場合も，早めに英語ＴＡ担当者に連絡を
お願いします。

3. 各学期が始まる前に

　自分が担当する授業の教員に早めに（遅くとも２週間前までに）メールや電話でまず挨拶を兼ねて
連絡を取り，新学期の TAの業務内容の打ち合わせをいつ行うか相談してください（英語ＩＩは担当
教員から連絡があります）。８～９月，２～３月は教員が長期出張していて連絡がつきにくい場合があ
ります。（ですから，2学期の授業については７月中に連絡をしておくと確実です。）しばらく返信が
ない場合，メールの事故等の可能性もありますので，再送信してみてください。どうしても連絡が取
れない場合は英語 TA担当者に相談してください。外国出身の教員の場合，日本語のメールは読まれ
ないことがありますので，英語でメールを書いてください。（本文だけでなく，件名も英語にしてくだ
さい。他のメールに紛れないように，[English TA] などの文字列を件名に含めるとより確実です。）
　教員との学期前の打ち合わせでは以下のような点をよく確認しておきましょう。

① 初回の授業が始まる前に必要な準備はあるか
② 初日の集合時間・集合場所と授業に必要な物品とその借り方
③ 学期中の担当業務の詳細（時間・場所・具体的な作業内容等）
④ 教員の休講や勤務最終日の予定（曜日によっては変則的な日程になっている場合があ
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ります）
⑤ ＴＡとして勤務できない（可能性のある）日についての事前相談（学会発表や就職活
動の予定など）

⑥ 通常時の連絡方法とその頻度
⑦ 緊急時の連絡方法（教員・TAのどちらかが授業当日に体調不良等で勤務できない場合
など）

　もし，よくわからないことや心配なことがあれば担当教員に遠慮なく相談して，安心して授業の担
当が始められるようにしておきましょう。
　なお，担当する授業がCALL 教室で行われる TAは，CALL 教室を利用するスタッフのメーリング
リスト「ILCS-CALL」に全員必ず登録されます。CALL 教室の担当学期が始まる少し前に登録のお知
らせが連絡先のメールアドレスに届きます。学期中はCALL 教室に関する連絡（例えば，機器の不具
合や修理の予定に関する情報など）が来ますので，担当教室の情報に特に注意してください。（担当し
ていないCALL 教室の情報も届きますが，それは読み流して結構です。）メーリングリストのメンバー
登録は学期ごとに更新されます。

4. 学期中の勤務

　英語 TAの勤務形態は，英語 II の担当か，それ以外の英語科目の担当か，で大きく異なります。こ
こでは英語 II 以外の英語科目（英語 I，英語 III・英語 IV，英語再履修・英語演習）の勤務内容につい
て説明します。（英語 II の勤務内容については本マニュアルの「英語 II オンライン授業 TAの業務」を
併せて熟読してください。）
　英語科目の授業で英語 TAが求められる役割は担当教員によってさまざまに異なります。まず，勤
務形態として，①教室で授業の補助をするのか，②教室外の作業を担当する場合もあるのか，という
大きな違いがあります。

① 教室での担当業務例

＊ 授業前の教卓の鍵や機器類の準備および終了後の後片付け・返却
＊ 教材や機器類の運搬
＊ 出欠の確認・記録とその管理
＊ 資料の配布や課題の回収
＊ カセットデッキ，ビデオデッキ，CD/DVDプレーヤー，資料提示装置，プロジェクター
等の視聴覚機器の操作

＊ （スピーキングの指導を含む授業の場合）学生の会話練習の指導補助
＊（CALL 教室の場合）学生の PC操作の支援・機器の不具合の報告，など。

② 教室外での担当業務例（教室で作業する場合もあります）
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＊ 資料のコピーなど，授業準備の補助（全学スタッフ室への入室時には TA用のネームプレー
トを着けること）

＊ 小テストや課題の採点補助（受け渡しの日時や返却期日を守ること）
＊ PCでのデータの入力（データの紛失・流出をしないように注意を払うこと）
＊ 教材作成のためのデータ入力，など。

　教室外の作業の場合，担当教員によっては，小テストの採点補助などを授業時間外に依頼する場合
があります。そのような業務を依頼されたときは実際の作業時間帯や書類・データの受け渡し方法等
について間違いのないように担当教員によく確認してください。（【注意】このような作業形態の場合も，
出勤簿には本来の担当授業日に押印してください。また，授業以外の作業が主で，担当授業開講時帯
には実際の作業を行うことがない場合でも，TAとして採用されている講時には自分の授業の履修や他
の TA・RAの予定は入れられません。）
　各英語 TAが得意な分野に応じて，担当教員が依頼する作業内容を変更することもあります。自分
の得意なことがその授業の役に立ちそうであれば担当教員に情報提供をしてみてください。逆に，何
らかの理由で自分にとって担当が困難な作業を求められた場合には，よく事情を話して了解を求め，
お互いに納得の上で仕事ができるようにしておきましょう。
　ＴＡは勤務した１コマあたり 2時間分の給与が支払われます。数週間の作業を平均して 2時間にな
る場合もあると思いますが，もし求められた作業がいつも 2時間を超える時間を要するようであれば，
早めに担当教員に相談して１学期間のトータルで１コマあたり２時間（通常１学期あたり 15週間で計
30 時間）の作業量を超えないように対応してもらってください。（もし担当教員に直接相談しにくい
場合は，英語 TA担当者に相談してください。）

5. 学期終了後

　担当教員の指示に従って，決められた期日までに，授業期間中に預かっていた資料やデータの返却
や消去を確実に行ってください。担当教員から次の学期の TAへの引き継ぎを依頼されることもあり
ます。

6. 特に注意して欲しいこと

① ティーチング・スタッフの一員としての自覚を持つこと

　TAの皆さんの意識としては「教員の授業のお手伝い」に近いかもしれませんが，授業に出席してい
る学生から見れば，TA は教員に準ずる立派なティーチング・スタッフの一員です。当然ながら，常識
的に「授業中に教員がするべきでない」と考えられる行動は TA も慎むべきです。たとえ特に指示さ
れた仕事がない時間でも，勤務時間中であることには変わりませんから，教室内の様子（学生や教員）
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に気を配り，気を緩めないようにしましょう。特に，私的な作業（携帯電話・図書・資料を見るなど）
や居眠りなどは厳に慎むようにしてください。学生に授業に集中するように教員が指導しているのに
TA が目の前で悪い見本になっていては示しがつきません。また，授業と無関係な私物はなるべく持っ
て行かないようにする，教室に持っていく場合でもカバンの中にしまうなどの配慮も必要です。
　また，学生への対応でも，上記と同様にティーチング・スタッフとしての意識を持ち，言葉遣いや
態度でも学生の人格を尊重して公正・公平な扱いを心がけてください。しかし，学生の行動に問題が
ある場合は，人格を尊重しつつも，毅然とした態度を示すことも必要になります。問題のある学生へ
の対応をどうするかについては，授業担当教員の指示に従ってください。

② 成績や教材データの取り扱いに注意する

　依頼されて預かる情報は，絶対に紛失したり，外部に流出したりしないように細心の注意を払いま
しょう。特に，名簿や成績など学生の個人情報に関わるデータは，不特定多数の人が使う PCに残し
てしまうことのないように注意してください。必ずウイルス対策ソフトを施した PCで，必要がない
限りネットワークから切り離し，USBメモリなど外部記憶装置で作業するようにしましょう。作業終
了時には先にUSBメモリを PCから外し，それからネットワークに接続すれば，ネットワークを介し
た情報流出のリスクを軽減することができます。しかし，一方，外部記憶装置の場合，特に小型のも
のは紛失の危険性が高まるので，長いストラップをつけるなど工夫をして，置き忘れのないようによ
く注意してください。（学内では個人所有の PCであっても P2P ソフトの使用は禁止されています。）
　預かったデータの消去時期については担当教員に確認し，その指示に従って不完全に消去するよう
にしてください。

7. 英語科目の種類と内容

　現状として各英語 TAの実際の業務は担当教員による違いが大きく，同じ英語科目を担当していて
もまったく異なる作業を依頼されることも珍しくありません。しかし，既に述べたようにティーチング・
スタッフの一員として，自分の担当する授業がどのようなものかを理解しておくことは重要です。

＜英語 I ＞（1学期のみ開講）

　英語 Iは，発信能力の基礎を養う授業です。(1) 英語の発音，リズム，イントネーションの基礎，(2)
パラグラフライティングの基礎，(3) 暗唱 ( 音読 )，プレゼンテーションなどの口頭発表の基礎，の３
つの柱を念頭において各教員が指導を行っています。

＜英語 II ＞（1学期のみ開講）

　英語 II は１年生のほぼ全員が受講するオンライン授業です。全クラスがCALL 教室で実施され，英
語TAの役割が特に大きく，極めて重要な英語科目です。（担当TAは「英語IIオンライン授業TAの業務」
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も必読です。）

＜英語 III ＞（2学期のみ開講）

　英語 III は初級と中級に分かれた，技能別の選択必修クラスです。中級には「スピーキング」「リス
ニング」「ライティング」「リーディング」の４技能に加えてマルチメディア機能を利用する「CALL」
の５種類の授業があります。初級は開講数が少ないため，全クラスを「総合基礎」として，英語の各
技能の基礎力の向上を図っています。

＜英語 IV＞（2学期のみ開講）

　英語 IVは読解力養成を目的とした選択必修クラスで，初級と中級に分かれています。

＜英語演習＞（1・2学期とも開講）

　英語演習は，専門科目を学ぶのに必要な英語力を養成するための発展的な授業で，各教員がバラエ
ティにとんだテーマや教材を取りあげ，初級・中級・上級の３つのレベルで多様な内容の授業を展開
しています。

＜英語再履修＞（1・2学期とも開講）

　なんらかの理由で英語 I～ IV の英語科目の必要な単位を本来の開講学期に取得していない受講者の
ための授業です。学期ごとに複数の授業が開講されており，内容は担当教員によって異なります。英
語再履修は事前に受講が決まっておらず，学期が始まってから受講者が自由に選ぶことができるため，
受講者の人数が安定するまで時間がかかることが多い授業です。　

8. 使用教室について

　英語 II と英語 III 中級 CALL の授業はすべてCALL 教室で行われます。その他の授業は普通教室で
実施されるのが一般的ですが，CALL 教室で行われる授業もたくさんあります。
　普通教室・CALL 教室とも，教室によって設備・機器の場所や使用方法が多少異なっていることが
ありますので，それぞれの教室で確認することが必要です。（普通教室の視聴覚機器の操作説明のサン
プルが本マニュアルに収録されていますので参照してください。）
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9. ＴＡ業務の基本事項

(1) 時間・予定を守ること

◇  担当授業の先生に指示された時間に遅れずに指定された場所に行ってください。
◇  原則的に欠勤は困りますが，どうしても勤務できない日が生じそうだとわかった場合は，
担当教員にできるだけ早く相談してください。

(2) 連絡は早めに・確実に

◇ 連絡先として提出した PCのメールアカウントの確認も仕事の一部と考えて，学期中は定
期的に（なるべく毎日）アクセスするようにしてください。普段使っているメールアカ
ウントと異なる場合は，転送設定をしたり，頻繁に使っているメールアカウントに連絡
先を変更したりするなど工夫をして，くれぐれも重要な連絡に気づかないまま何日も過
ぎてしまうことの無いようにして注意ください。また，長期でメールが読めない予定の
あるときは，学期中は担当教員に，学期前後は英語 TA担当者に通知してください。

◇ 学期中は担当教員から急ぎの連絡が入る可能性もあります。連絡を携帯電話で受信した
い場合は担当教員に個人的にそう頼んでください。（英語 TA担当者や大学の事務からは
添付書類付の連絡をすることがよくありますので，PCのメールアドレスを連絡先にして
おいていただく必要があります。）

◇ 授業当日に体調が悪いなど，急に仕事ができなくなった場合はすぐに担当教員に連絡を
取ってください。（緊急時にどのように連絡を取るかについても，あらかじめ担当教員と
相談しておきましょう。）

◇ 連絡先の PCメールアカウントの変更は，自分が TAをしている教員全員，英語ＴＡ担当
者，国際広報メディア・観光学院事務部総務担当のすべてに連絡してください。（ILCS-
CALL メーリングリストに登録されている学期中の変更はメーリングリスト管理者にも連
絡をお願いします。）

10. こんなときはここに急いで連絡・相談！

　TAは大学に雇用されたスタッフですから，学期途中で安易に休んだり，辞めたりすることはできな
い職務と考えてください。しかし，やむを得ずそのような事態になった場合には以下のように連絡を
お願いします。

①　今度の授業に出られない・遅れる・早退する  担当教員に連絡
②　TAの仕事を辞めざるを得なくなった  担当教員，英語 TA担当者の【必ず】両方に連絡
　　☆英語 TA担当者に相談しないまま，自分で後任探しをしないでください。
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③　②の連絡後，TA を辞めることが確定したら  国際広報メディア・観光学院事務部総務担当
に連絡

　連絡ミスを避けるため，重要なメールの送信後は必ず相手先から「返信」のあることを確認してく
ださい。（返信がない場合は受信の確認を求めてください。）なお，正式な採用決定後に TAの変更が
生じた場合，変更内容の情報の一部として該当 TAの氏名・所属・学年が教授会の会議資料に載るこ
とがあります ( 辞退の理由など，その他の情報は公表されませんし，問題になることもありません )。

＊上記以外で、「誰に連絡すればわからない」「担当教員には言いにくいが悩んでいることがある」場
合などは遠慮なく英語 TA担当者に連絡していただいて結構です。相談者の希望を尊重して対応策を
講じます。また，本マニュアル記載の相談・問い合わせ窓口に相談することもできますので，どうか
くれぐれも一人で悩み続けることのないようにしてください。

11. おわりに

　全学教育における英語 TAの重要性は年々高まっています。仕事を通じて，英語教育の方法を学ぶ・
教員や学生との良い人間関係を構築する・英語そのものへの関心を高める，など英語TAの皆さんにとっ
ても得るところの多い経験になることを願っています。教員と一緒に北大の英語の授業をより良いも
のにしていきましょう。

（高見敏子）
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III.7　英語 II オンライン授業TAの業務

1. 英語 II と TA講習会

　英語 II は，2006 年度第 1学期から導入された新しいタイプの授業であり，以下に説明するように，

通常の対面授業における TA業務とその内容が大きく異なる。このため，学期直前に英語 II の TA専

用に講習会が実施され，詳細なマニュアルも配付される。担当 TAには，個別に連絡が行くので（経

験者も含め）全員必ず出席すること。

2. 英語 CALL 実施委員会とTAチーム

　英語 II の TAは，他の科目のように 1人の担当教員，1つのクラスに配属されるのではなく，英語

II 担当 TAチームの一員として，教員 4名からなる英語CALL 実施委員会に協力し，2600 名を超える

北大の全新入生を対象とした授業を運営する。TAが単独で教室に行き学生サポートをする週もあるの

で，TA抜きでは授業運営が成り立たない。よって，やむを得ず欠勤するときは，他の英語 II TA が代

行出勤するように調整しなくてはならないので，できるだけ早く連絡してほしい。TAへの給与は実際

の出勤データをもとに計算されて支払われる。

3. 主な業務内容

　主な業務内容の流れは次のようになっている。

　〈毎回〉
授業時間の 15 分前に，指定する集合場所で，英語 CALL 実施委員から，必要な装備，

資料等を受け取り，教室へ行く。( 教室での具体的作業は下記を参照 )。授業時間終了後，

集合場所に戻り，英語CALL 実施委員に報告を行い，装備や資料の返却等を行う。

＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞
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　〈第 1～ 4週〉
初めの 4週は，学生をCALL 教室に集めてガイダンスを行う。TA1名と英語CALL 実施

委員 1名の組が，1つの教室に行く。主な内容は以下の通り。

・英語 II という授業のしくみ，方針，評価方法などについて説明。

・中間試験 TOEFL-ITP の模擬試験（マークシート試験）の実施。

・PCへのログインの方法と操作練習。オンライン教材へのログインの方法と操作練習。

・公開された実際の課題に取り組む。

上記のサポートを教員とともに行なう。

　〈第 5～ 12週〉
学生は，オンラインで与えられた課題を各自こなしていく。各CALL 教室に TA 1 名が

行き，単独で学生の学習をサポートする。PCの操作や学習内容に関する学生からの問い

合わせに TA単独では対応できない場合は，別室で作業している英語 CALL 実施委員に

PHSで連絡し，応援を求める。手がすいているときは，英語 II の教材作成，授業運営に

関わる作業が，個々の TAの技能に応じて割り当てられるので，それを行う。また，第 9

週あるいは第 10週に中間ガイダンスを行なう。このときも教員とともに教室に行き，オ

ンライン教材への取り組みのサポート，各学生の課題達成状況の確認のサポートを行なう。

　〈第 13週〉
学生は決められた時間にCALL 教室に全員集合。期末試験の準備の指導，各学生の必須

課題達成状況の確認，TOEFL-ITP スコアカードの返却，成績に関する連絡等を行う。

　〈第 14週〉
期末試験。教員とともに教室に行き，期末試験を実施する。各学生の課題達成状況の確認。

上記の他，TA各自の都合に合わせて，不定期に以下の作業を行なってもらう場合もある。

マークシート試験，期末試験の採点作業補助。欠席者ガイダンス（6講目）の補助。その他。

＊具体的なスケジュールの詳細は，年度によって変わりうるので，学期直前に実施され

る「英語 II TA 専用の講習会」に必ず出席し，業務の内容の講習を受けること
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4. 英語 II TA に求められる資質

　英語 II TA の業務は，高度な英語力や専門的な IT 能力を必要としない。英語 II TA にとって何より

も大切な資質は，進んで学生のサポートを行おうとする積極性と，学生・教員に的確に情報を伝える

日本語コミュニケーション能力，時間を厳守し，やむを得ず欠勤するときはすみやかに連絡を行って

業務に穴をあけないようにする責任感である。英語 II TA は上記２で述べたとおり，通常の授業以上

に TAの独立性が高い授業である。北海道大学の英語 II 実施チームの一員として，学生がよりよい学

習環境で勉強できるように補佐することに，誇りと責任を持って仕事に取り組む姿勢が何よりも求め

られる。

（奥　聡）
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III.8　CALL 授業 TAの業務

1. CALL 教室

　本学には，語学学習用のコンピュータを備えたCALL（computer aided language learning）教室
が現在 4つある。情報教育館の言語教育用マルチメディア教室（情報教育館CALL），高機能センター
の E309CALL 教室，外国語教育センターの 110CALL・210CALL 教室である。CALL 授業で使われる
教材が学習でき，さらに情報教育館CALL 以外の 3教室は LL 機能も備えており，使い方の可能性は
たいへん幅広い。ただし，教室ごとの装備が異なるので，複数のCALL 教室で TA にあたる場合には
注意が必要（2011 年度 1学期時点では，110/210CALL と E309CALL と情報教育館CALL とで，仕
様がそれぞれ異なるが，2011 年度 2学期からは，110/210CALL と E309CALL とは同じ仕様になる
予定）。また，従来型の教室で行う授業と違って，授業運営上留意しなくてはならない事柄がある。

2. TA の役割

　CALL 授業の場合，TAはまず，PC関係の操作に関して担当教員の援助をすることが期待される。
PC使用に関しては必ずしも「上級者」ではない教員もいるので，さまざまなサポートが必要となる。
たとえば，PC上級者の TAであれば，比較的簡単にできる方法があるのに，教員は手間や時間がかか
るやり方で行っていることがあれば，積極的に援助を申し出て欲しい。
　二つ目の大切な役割は，学生の PC操作の援助である。特に，最初の数回はなかなか基本的な操作
に慣れない学生も必ずいる。そうした個々のトラブルに担当教員が一々対応していては，授業運営が
滞ってしまうことがあるので，TAによる迅速かつ的確な学生のサポートが重要になってくる。

3. CALL 講習会

　外国語教育センターでは，必要に応じて学期直前に，CALL 授業担当教員とその TAを対象にした講
習会を行うことがある。該当する TAには，外国語教育センターCALL 専門委員会から直接連絡が行
くことになっている。講習会で配付される「CALL システム利用の手引き」( 学生用と教員 /TA用 ) に
目を通し，担当教員と事前によく打ち合わせをして，授業でどのような機器やソフトを利用するかを
確認しておくこと。
( 英語 II オンライン授業の TAは，別途行なわれる専用の講習会に必ず経験者も含め全員参加する必要
がある )

＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞
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4. CALL 授業におけるTA業務の例

　これまで行われたCALL 授業における TA業務の例を挙げる。

(a)  AV 機器の操作，PCの不具合の報告，パスワードを忘れた学生への対応，学生の PC
操作の援助，学生のソフト利用の援助

(b)  小テストや宿題など課題の採点の補助，教材資料の配布回収，宿題・小テストの成績
記録管理，配布物の印刷

　(a) は CALL 授業特有の業務で，(b) は従来型授業にも共通する業務である。一つの授業でこれらを
すべてやるわけではない。CALL システムの機能は多岐にわたるので，それらをすべて覚えるのは不
可能だし，その必要もない。授業で使う限定された機能を覚えればよいのであって，それは別段難し
くもない。
　さらに PC上級者 TAの場合，担当教員と相談の上で，次のような業務を任される場合もある。

(c)  PC やネットワーク回りの整備，授業に必要なプログラムの整備，授業で用いる素材
等のオンライン化，授業用ホームページ作成の補助，オンライン・テストの送信管理，
教材ソフト利用マニュアルの作成

　また，コンピュータ上の自習教材を利用して，学生が各自作業をする時間を多く組み入れたCALL
授業もある。そのような場合は，学生が適切にPCを操作し，きちんと作業をしているかを監督しながら，
質問などに対応する必要がある。

5. 学生への接し方

　PCの利用は，いまや分野を問わず，研究者でも社会人でも必須の技能である場合が多い。CALL 授
業は，PCを積極的に利用する機会を学生に提供することになる。苦手意識の強い学生も必ずいるが，
PC利用の先輩としての TAからのちょっとしたアドバイスも，若い学部生にとってたいへん有益なこ
とである。
　自分は PC利用の上級者ではないと思っている人も，数年前まで同じような苦労をしてきた先輩と
して，学生の様子に気配りをして，教員よりも学生と近い立場でさまざまなアドバイスをして欲しい。
普段から，学生たちに声をかけて，学生との良好な関係作りにつとめ，学生にとって近づきやすい TA
であるように，心がけて欲しい。ただし，学生とは同じ立場の友達ではないので，距離のとりかたに
は十分な配慮が必要ではある。

（奥　聡）
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III.9　初習外国語教育におけるTAの役割

1.  授業のタイプとTAの役割

　北大の全学教育の外国語授業は，外国語教育センターがその責任部局として授業提供の業務を行っ
ているが，授業の特性と TAのバックグラウンドによって，大きく次の 4つのタイプに分けられる。

 ① TAが当該外国語の母語話者である場合
 ② CALL 授業
 ③ TAが外国語教育・学習の研究を専門とする場合
 ④ オンライン型ネット授業 ( 独・仏・露・中国語の II のうち週 1回分 )

　まず第 1節では，これら 4つの場合の TAの主な役割を順次述べてゆく。

1.1  TA が当該外国語の母語話者である場合

　この場合は，当該外国語の使用に直接関係する形で，授業の補助を行うことが期待される。たとえ
ば中国語の TAは多くが中国語の母語話者である。また数はそれほど多くないが，その他の外国語に
おいても，( 準 ) 母語話者が TAになる場合がある。具体的には以下に挙げるような業務が考えられる。

 a.  授業や試験・小テストの教材 ( 原案 ) 作成の補助
 b.  作文の添削や小テスト・試験の採点の補助
 c.  授業中の発音指導や言語運用練習の積極的補助

　学生にとって，学習中の外国語の母語話者と直接話をするという経験は，その後の学習への大きな
励みになる。授業中だけでなく，授業の前後の空き時間も積極的に利用して，学生ひとり一人にどん
どん声をかけよう。また，身近にいる母語話者は，その言葉を話している国や地域に対して学生が持
つイメージにも大きな影響を与える誇りと責任を持って，小さな「親善大使」のつもりで，学生たち
に接しよう。

1.2  CALL 授業の場合

　語学学習用のコンピュータを備えた CALL 教室が，現在 4つ ( 情報教育館 3階言語教育用マルチ
メディア教室，高機能センター E309CALL 教室，メディア・コミュニケーション研究院 110 および
210CALL 教室 ) ある。辞書や自習教材ソフトが活用でき，使い方の可能性はたいへん広い ( ただし，

＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞
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教室ごとの装備にそれぞれ違いもあるので注意が必要 )。同時に，従来型の教室で行う授業とは異なっ
た，授業運営上留意しなくてはならない事柄がある。
　このタイプの授業の場合，TAの大切な役割はまず，学生のPC操作の援助である。特に，最初の
数回はなかなか基本的な操作に慣れない学生が必ずいる。そうした個々のトラブルに担当教員がひと
つ一つ対応している余裕はないので，TAによる迅速で的確なサポートが重要になってくる。
　次に PC関係の操作について，担当教員を援助すること期待される。PC使用については必ずしも「上
級者」でない教員もいるので，さまざまなサポートが必要となる。たとえば，PCの上級者であれば，
比較的簡単にできる方法があるのに，教員が手間や時間がかかるやり方で行っていることがあれば，
積極的に援助を申し出て欲しい。
　上記の役割を果たすためには， 外国教育センターで準備している 「CALLシステム利用の手引き」 
( 学生用と教員 /TA用 ) に目を通し，担当教員と事前によく打ち合わせをして，授業でどのような機器
やソフトを利用するかを確認しておくことが不可欠である。
　外国語教育センターでは，毎学期直前に，CALL 教室での授業担当教員と TAを対象にした
講習会を行っているので，積極的に参加して欲しい ( 該当する TAには，外国語教育センターの
CALL 専門委員会から直接連絡が行くことになっている )。
　下記は，これまで行われたCALL 授業における TA業務の一例である ( 一つの授業でこれらをすべ
てやるわけはない )。(a) は CALL 授業特有の業務で，(b) は従来型授業にも共通する業務である。

a.  AV 機器の操作，PCの不具合の報告，パスワードを忘れた学生への対応，学生の
PC操作の援助，学生のソフト利用の援助

b.  小テストや宿題などの課題の採点の補助，教材資料の配付回収，宿題・小テスト
の成績記録管理，配布物の印刷

　さらに PC上級者の場合，担当教員と相談の上で，以下のような業務を任される場合もある。

PCやネットワーク回りの整備，授業に必要なプログラムの整備，授業で用いる素
材等のオンライン化，授業用ホームページ作成の補助，オンライン・テストの送
信管理，教材ソフト利用マニュアルの作成

 
　また，コンピュータ上の自習教材を利用して，学生が各自作業をする時間を多く組み入れたCALL
授業もある。そのような場合は，学生が適切にPCを操作し，きちんと作業をしているかを監督しながら，
質問などに対応する必要がある。

1.3  外国語上級者の場合

　日本人 TAの場合，当該外国語がよくできるということが，TA採用の要件にはなっていない場合も
ある。しかし，現実には，応募してくる院生が，当該外国語の上級者や積極的ベテラン学習者である
場合も少なくない。また，TAが外国語教育の研究を専門としてる場合もある。このような場合，担当
教員と相談の上，学習内容により深く突っ込んだ形での授業の補助が業務となることもある。具
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体的には，小テストや宿題やテキストを作成したり，学生の訳文や作文の添削・解説の補助をしたり
することもある。また，授業中に学生に行わせる作業のアドバイスをしたり，質問を受けつけたりと
いう作業を，教員と手分けをして行う場合もある。この場合は，当然，その学習内容に精通している
必要があるので，教員との事前の綿密な打ち合わせは必須である。
　さらに進んで，外国語教育を専門としている院生に，授業の一部を負担してもらうという場合もある。
この場合は上記にもまして，担当教員との綿密な打ち合わせをし，その監督のもとで行う。授業後に
は教員からのコメントでフィードバックが受けられる。これは，将来何らかの形で外国語教育に携わ
る仕事をする予定の TAにとって，貴重な経験となるだろう。

1.4  オンライン型ネット授業（独・仏・露・中国語 II）

　この授業は，2008 年度後期から導入された新しいタイプの授業であり，これまでの TA業務とその
内容が大きく異なる部分がある。担当 TAには，当該外国語の担当者から個別に連絡が行くことになっ
ているが，9 月末頃に予定されている事前講習会に必ず出席しなくてはならない（その際に，詳
細なマニュアルが配布される）。
　オンライン型ネット授業の TAは，他の授業のように 1人の担当教員，1つのクラスに配属される
のではなく，当該外国語のオンライン授業チームの一員として，外国語によっては莫大な数の（たと
えば独語では900人程度）の1年生を対象とした授業を運営する。基本的にはTAが単独で教室に行き，
学生をサポートするので，強い責任感が必要とされる。

　以上，TAのバックグラウンドと授業の特性にしたがって，4つのタイプに分けて，その役割業務の
具体例を紹介した。大切なことは，授業担当教員 ( オンライン型ネット授業の場合はチームの教員 ) と
入念に打ち合わせをして，自分の役割を明確にして，TA業務に臨むことである。特に，どのような院
生 TAでも，学部学生により近い立場の，外国語学習や PC利用者の「先輩」として，専門の教員には
ない役割を演じることができるし，そのような役割を大いに期待される。次節では，その点について
述べる。

2. 語学学習者・PC利用者の先輩として

　語学学習の地道な努力を継続するには，学習に対する動機づけが重要になってくる。受験を終えた
ばかりの学部の 1・2年生は，「単位取得」以外に語学学習に対する動機づけ ( 意欲 ) が乏しい場合も
少なくない。大学院への進学を考えている学生はもちろん，その他多くの学生が，近い将来しっかり
とした語学力が必要になることは予想しているが，イメージが漠然としていて，さしあたっての現在
の語学学習との結びつきの意識が弱いことが多い。そこで，TAは 現役大学院生かつ語学学習の先
輩として，教員にはできないアドバイスができる。たとえば，院生の立場から，研究上の外国語
の必要性を学部学生たちに具体的に話すことで，学生たちの学習の動機づけを高めるきっかけになる。
授業の前後の空き時間に，雑談として話すことも可能であるし，教員に授業時間の一部をもらって，
自分の経験談を紹介した例もある。
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① 外国語の文章を早く，正確に読む力が，研究者としていかに大切か
② 自分の論文の要旨を外国語で書くときの苦労話
③ 国際学会での発表の体験談
④ 外国の研究者との交流の話
⑤ 自分が成功した，あるいは失敗した語学学習の話

　上記は，一例であるが，現役の研究者でありかつ学生にも近い立場での大学院生ならではの視点で，
学部生の語学学習に対して具体的な動機づけを与えることができる（語学教員の叱咤激励よりも効果
がある。学部生は，院生のこのような話を聞くのがおおむね大好きである）。
　また，PCの利用は，いまや分野を問わず，研究者でも社会人でも必須の技能である場合が多い。
CALL 授業やオンライン型ネット授業は，PCを積極的に利用する機会を学生に提供することになる。
苦手意識の強い学生も必ずいるが，PC利用の先輩としての TAからのちょっとしたアドバイスも，若
い学部生にとってたいへん有益なことである。
　これらのことは，数年前まで同じような苦労をしてきた先輩として，どのようなバックグランドを
持つ TAにもできることなので，学生の様子に気配りして，教員とはちがう立場でさまざまなアドバ
イスをして欲しい。普段から学生たちに声をかけて，学生にとって近づきやすい TAであるように心
がけて欲しい。ただし，学生とは同じ立場の友達ではないので，距離のとりかたには十分な配慮が必
要ではある。

3. まとめとして :　求められる柔軟性・臨機応変さ

　初習外国語の授業は，CALL 授業か従来型かという区別とは別に，カリキュラム上は以下のように
区別される (2010 年度新入生の場合 )。

初習外国語 I：  各外国語の入門（1年次第 1学期）
初習外国語 II：  各外国語の基礎（1年次第 2学期）
 独・仏・露・中国語では週 2回の授業のうち 1回分はオンライ

ン型ネット授業。スペイン・韓国語は 2回とも通常の対面授業
初習外国語演習： 入門，基礎，初級，中級，上級に分かれ，多様な形態の授業が提

供されている。

　さらに担当教員によって，授業のデザインの細部はそれぞれ異なるし，それにしたがって TAに課
せられる役割もさまざまになる。すでに上記で述べたが，教材の準備や小テストの採点，成績の管理
など，裏方役に徹することを TAに求める授業デザインもあれば，授業中の学生との積極的な接触が
TAの大切な仕事となる授業デザインもある。また，個々の TAの資質（PC上級者や外国語上級者）
に合わせて，できるだけ活躍してもらうように，教員が授業デザインを調整する場合もあるだろう。
したがって，複数の授業の TAを担当すれば，授業ごとにその役割が異なるという可能性が大きいの
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である。数ある TAのなかでも，特に外国語の TAは 臨機応変さ・柔軟性が要求される ものと言え
るだろう。担当教員と綿密に打ち合わせをして，個々の授業における役どころをしっかりとおさえて，
授業運営に最大の効果があがるような仕事ができるように努めて欲しい。なお，授業担当の教員に直
接相談できないような問題があるときは，一人で抱えこまずに，各科目の科目責任者がいるので，
すぐにそちらに連絡して相談するように。
　実際に語学の授業を教える側からつぶさに観察する機会を持てることで，自分自身の語学学習にプ
ラスになったと感じている TA経験者も多い。TAとしてペイ以外のプラスアルファも大きいのが，語
学授業 TAの特徴かもしれない。

（西村龍一）
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III.10　文系基礎科目におけるTAの役割

1. 文系基礎科目とは

　文系基礎科目は，授業科目名としては「人文・社会科学の基礎」にあたります。両者は同じものと
考えてください。この科目には，「人文科学入門」，「教育学入門」，「法学入門，政治学入門」，「経済・
経営学入門」の４種類の講義題目があり，1年次の学生のうち，文系学部に進級する者にとって選択
必修の授業となっています。
　文系基礎科目の目的は，大学に入学したばかりの学生に，大学において社会や人間について学ぶこ
とがいかなる営みであるか，おおまかな見取り図を示して，文系諸科学を学ぶ心構えや基礎的知識を
身につけてもらうことにあります。またこれは基礎科目にあたるもので，教養科目とは違って，専門
課程での学習の基礎になる内容を学ぶ授業としての性格があります。つまり，１年次の学生に，大学
というシステムのもとで学問することの意義を自覚させ，２年次以降の専門教育へのモチベーション
を高めてもらうことをねらいとしています。
　文系基礎科目の TAは，まず，この科目の目的，置かれている位置を正確に把握してください。

2. TA の役割概要

　文系基礎科目における TAの役割は，おおよそのところ，一般の講義科目と同じであると言ってい
いでしょう。担当教員が行う授業を補助し，その授業が円滑かつ効果的に進行するよう図ることにあ
ります。また，学生たちが授業をよりよく理解できるよう補助することが求められています。
　文系基礎科目は，多人数が履修することが特徴でもあります。そのため，担当教員と相談しながら
教室を統制する役割も担うことになります。

3. 論文指導講義におけるTAの業務と役割

　まず，受け持った授業の形態・内容・目的・到達目標を，シラバスなどから調べておいてください。
また，教員と相談して，シラバスからだけではわかりにくい，授業の内容についても，あらかじめあ
る程度把握しておくようにしてください。

4. 授業の前に

　授業の前には，少なくとも 1回は担当教員と打ち合わせをしてください。必要な配布物の印刷など

＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞
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も余裕をもって早めに遂行してください。

5. 授業当日

　授業当日は，担当教員の指示に従い，AV機器・プロジェクタなどの準備，マイクの調整，室内の温
度調整，資料の配付，学生の着席の誘導などを行ってください。機器がうまく動かないときなど，授
業中に学務部教務課の全学教育担当と連絡をとる必要があることもあります。
　授業中は，TAも授業に集中しながら，同時に何か補助する必要がないか（たとえば途中入室の学生
がいた場合など），教室全体を見渡しながらチェックしてください。担当教員によっては，出欠のチェッ
クも必要になってきます。出欠チェックの方法も，担当教員と相談しながら，公正でかつ効率のよい
方法を採ってください。
　授業終了後は，レポートの回収，黒板を消す，AV機器などの収容，鍵の返却などの仕事があります。
同じ教室では次の授業がありますので，効率よくこれらを行うようにしてください。

6. 学生とのコミュニケーション

　TAには教員と学生との間に立ってコミュニケーションを円滑にするという役割もあります。授業の
初日には，必ず簡単な自己紹介をしてください。TAというものの存在を知らない学生も多いのです。
講義に関する質問や相談を気軽にしてください，ということを言ってください。実際に学生の質問が
あった場合には，ていねいに対応してください。自分で処理できない内容の場合は，担当教員につな
いでください。

7. その他の役割

　担当教員によって，TAに求める役割は少しずつ違ってくると思います。上に書いたもの以外に，

(1) 授業資料の作成，
(2) 小テストなどの採点・中間レポートの添削，
(3) グループ学習をするような授業ではその補助，

などがあります。
　担当教員と十分に連絡をとりあって，よりよい授業になるよう，努めてください。

（小田博志・宮内泰介）
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III.11　心理学実験におけるTAの役割

1. TAとしての心構え

　「TA制度は広い意味での大学院教育の一環として導入された制度で，大学教員となるた
めの実地訓練（教育現場の体験）のための制度ともみなされています。
　また，大学院学生は教員とともに学部教育に参加することによって，自分の専門につい
てより一層理解を深めるとともに，教育の現場において教えるとはどういうことかを理解
することになります。」

（平成 17年度全学教育科目に関わる TA研修会実施要項より）

　以上に書かれていることは，研修の全体会において説明されますが，本分科会でも，まずこの点に
ついて再度注意を喚起しておきたいと思います。心理学実験の TAは，確かに労働に対する対価とし
て給料が支払われますが，単なるアルバイトとは異なり，TAは自らへの教育の一環として授業に参加
しています。従って，各 TAには，積極的に授業に参加し，業務をこなす中で教育活動のなんたるか
を身を以て経験してほしいと思います。教員がTAの働きを見て評価していることを忘れないで下さい。
　心理学実験は，教務上受講生を 4クラスに分け，4名の教員が 1クラスずつ担当して同時開講する
形をとっています。しかし実質的には，履修学生を 1カ所（実験の種類によっては複数箇所に分散す
ることもある）に集めて合同授業の形式をとっているため，心理学実験を担当する TAも一カ所に集
まることになります。社会心理学の常識として，複数のメンバーからなる社会集団においては，やや
もすれば個人は自己に対する注意が低下し，集団の中に埋没してしまうといったことがおこります（没
個性化）。結果として，責任感の分散が生じ，誰かがやるだろうと傍観者になってしまうことがありま
す（社会的手抜き）。このようなことがないよう，各自が自覚を持って，業務にあたってください。

2. 実験授業におけるTA

　TA制度は，先に述べたとおり，大学院生の教育の一環という性質をもっています。さて，それでは
具体的に実験授業では，TAに何が求められているのでしょうか。TAは，教育の補助者です。従って，
TAは，教員が中心となる授業の中で，教員の目が届かない，あるいは教員だけでは手が足りないとこ
ろでそれを補うことが求められます。実験授業における TAには，通常の講義形式の授業と共通する
仕事だけではなく，講義科目にはない仕事を任されることがあります。その中には，資料印刷などの
いわゆる雑用的な業務もありますし，複数のグループに分かれて個別に実験を行う場面では，教員に
代わって解説を行わなければならないこともあります。

＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞
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　実験では，特殊な装置を使用することがあります。受講する学生は，当然そのような装置の扱いに
は慣れていません。従って，TAは実験装置の使用法についても習熟し，受講学生からの質問への対処や，
誤った使い方をしていないかなどのチェックおよび受講学生への指導を積極的に行うことが求められ
ます。また，実験では装置の使用の有無にかかわらず，手順を遵守することが大切です。心理学実験は，
100 人前後の受講学生が同時に実験に参加する場合が多く，教員だけでは全学生に目が届かないこと
があります。実験手順を間違えたり，教員の指示に従わなかったりした場合，結果が正しく出ないと
いうことにもなりかねませんので，授業の間は，受講学生が指示された手順にきちんと従って実験を
行っているか，絶えず目を配ってください。 
　また，実験の中には，個人の能力や性格を測定するようなものもあります（記憶実験や人格検査など）。
そのような実験で，結果が思わしくない場合，受講学生が不安になり落ち込んでしまうことがあります。
TAは，そのような学生を発見した場合，適切な対処をするよう心がけてください。
　さらに，心理学実験では，受講学生に授業の時間内にA4用紙 1枚程度の分量でレポートを書かせ，
それを成績評価の対象としています。このレポートは単なる感想文ではなく，ミニマムな内容ではあ
りますが科学論文の形式に則ったフォーマットで作成することになります。受講学生は，そのような
形式での文書の作成の経験はほとんどありませんので，いろいろな質問がされることになるでしょう。
また，提出されたレポートの採点も TAの業務の一つです。

3. 心理学実験におけるTAの役割 

　心理学実験を担当する TAには，以下のことを行ってもらいます。

（1） 授業で配布する資料や，使用する実験器具の準備

　資料はあらかじめ各回担当教員と相談の上，印刷しておく。実験器具については，当日朝実験開始
前に準備しておく（準備に時間がかかるものはもっと前から用意する）。また，各回の科目の実施要領
にはあらかじめ目を通しておき，実験手順などはきちんと理解してから授業に臨むこと。

（2） 授業中における資料や，反応記録用紙等の配布

　資料や反応記録用紙の配布には順序を守らないといけないものがあります（実験前に読んでしまう
と結果に影響するようなもの）。配布の順序やタイミングについては，事前に教員と相談の上，TA全
員が手順についてしっかり把握すること。授業を開始した後で，まごつくことがないように。

（3） 実験実施中における，学生からの質問への対処，学生へのアドバイス，事故防止

　学生から質問がない場合でも，手続きを間違っていないかなどのチェックをし，適宜注意する。
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（4） データ整理における，教員の補助

　マークシートの読み取り，マークシートが使えない実験の場合はデータ入力。

（5） レポートの回収と採点

　採点は，実験終了後 1週間以内。各回レポートの採点は 5段階評価。

4. 心理学実験 TAが特に注意しなければいけないこと

　繰り返しになりますが，TA業務遂行時には，以下の点に十分注意してあたってください。

・ 実験の実施にあたっては，教員と協力し，実験がスムーズに進行するようにつとめてください。
・ 実験データには，心理検査のように重要な個人情報を含むものがあります。データの取り扱
いには十分注意して下さい。特に，実験終了後の反応記録用紙をその辺に放置したりするこ
とがないようにしてください。また，レポートを採点する際にも十分に配慮し，採点終了後
は厳重に保管してください。

・ 実験装置には，高価なものや，取り扱いに注意を要するものがありますので，十分に気をつ
けてください。

・ 任用時の事務手続きや健康診断などは，決められたスケジュールに従って確実に行ってくだ
さい。

5. 討論テーマ

　以下の話題について，全体で討議してみましょう。積極的に参加してください。

（1） ある学生が，自分の心理検査（人格検査）の結果が思わしくなく，自分に何らかの
異常があるのではないかと不安に思う，と相談してきた。この学生に対して，どの
ように対処すべきだろうか ?

（2） 心理学実験で得られたデータは，その個人がもつパーソナルデータ（個人情報）で
ある。個人情報の保護が重要視される現在，実験結果の取り扱いはどうすべきだろ
うか ?

（3） ある学生は，実験を遂行するにあたり，教員から与えられた指示を無視し，勝手に
実験を進めたり，実験器具を乱暴に扱ったりしている。どうしたらよいだろうか ?
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（4） ある学生は，そばにつききりになっていないと何も実験ができないように見えたと
する。そのときどうするか ?

（5） ある学生が実験の後にやってきて，レポートが満点でなかった理由をはっきりさせ
てくれと迫った。説明したが納得せず，学生は不公平に取り扱われたと思っている
ようである。あなたならどうするか ?先生の立場になって考えてみよう。

（6） 実験の時間に，ある学生のところにしょっちゅう友達がやってきて，おしゃべりを
する。どうしたら良いか ?

（7） 2 人の学生がいつも実験に遅刻して参加し，毎週，実験の時間を延長せざるを得な
くする。その 2人は前の席の学生と仲良くしようとして，なかなか実験をしない。
どうしたらよいか ?

（和田博美）
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III.12　基礎理科の取り組みとTAの役割

1. はじめに

　新学習指導要領で教育を受けた学生の入学に伴い，理科の履修歴や基礎学力の多様化が懸念されて
います。北海道大学の全学教育では，特に大きな影響を受ける初年次の自然科学教育において，学生
の能力とニーズに合わせて革新し，

(1) 新総合自然科学実験の構築
(2) 理科基礎科目のコース別履修制度

を導入することになりました。札幌農学校以来，「自然に学ぶ」をモットーに体験型の教育を重視して
きた全人教育の伝統と，コアカリキュラムの精神に則り，科学素養と基礎学力の確実な向上が目標です。

2. 現状の認識

　これまで国民の科学的素養を担ってきた高校理科が崩壊しています。高校までは義務教育化してい
る現状でも高校で物理を履修する学生が激減している現状を考えると，もし大学で物理を履修しなけ
れば国民の 9割の人の理科の素養は中学レベルにとどまり，「交流電流」や「電力量」ということさえ
知らないということになります。科学技術の分野を専門としない学生にも，自然科学の基礎知識とそ
れに基づく広い視野からの判断力を養うことが必要だという判断から，理系，文系を問わず大学生の
科学素養を保証する必要があると考えています。
　北海道大学では，全学教育の一般教育演習の中でも，フィールド体験型の野外実習，工学的創成実
験など新しい試みを行なっていますが，それと並行し，理工系の初年次学生全員に対し必修の総合自
然科学実験を行い，自然現象や身の回りの科学現象に広く興味を持たせ，大学の理科教育への動機付け，
基本的な科学素養の修得を図ることになりました。

3. 新たな自然科学教育の理念

　新しい自然科学教育の理念は以下の 2点に要約されます。

　(1) 総合自然科学実験 :　これまで自然科学実験は，講義の補完，専門移行時の基礎的な実験ス
キルの修得にありました。このため，ともすると物理学，化学，生物学，地学と細分化・特化を促し
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たのです。新しい総合自然科学実験は，従来，講義が主，実験が従という関係を転換し，4科目の実
験を総合することにより，狭い専門性に閉じこもりがちな学生・教員の意識を広く開放し，自然科学
が本来持っている躍動感，総合性・社会性を実感させようとするものです。初年次に講義と並行して
行われる，観察・実験の実体験を通して自然科学教育への動機づけを行い，また先端科学の概念を把
握させます。さらに一歩進んで，新しい自然科学実験では講義で扱わないテーマや学際的なテーマも
取り入れられています。

　(2) 自然科学基礎科目 : 　学生の学力と専門教育のニーズに応じた専門系と準専門系コース別
の履修制度を導入します。教育内容の標準化・新しい教育ツールの利用・TAの活用等により，基礎学
力を向上を目指します。特に準専門系コースでは，

① 現代的ニーズに対応したビジュアルでわかりやすい教科書の作成
② パワーポイントや実演授業等による新教材の開発
③ ウェブサイトによる予習・復習支援システムの構築

という三位一体の新手法を取り入れた理科基礎教育システムの構築を目指しています。

4. 講義・実験を支援するTAの拡充と研修システムの構築

　法人化に伴う人件費抑制と，北大独自の教育展開の必要性から非常勤講師が削減されることになり
ましたので，それを補完するために優秀な大学院学生を TAとして採用し，多様な学力レベルの学生
にきめ細かな指導を行うことを目指します。それと同時に，大学院生は TAとして理科基礎教育に参
加することで高等教育の理念・目的・方法を理解し，コミュニケーション能力・判断力など総合的な
指導力を養うことが期待されます。人に教えることは，自分の知識の再確認とより深い理解を促すか
らです。つまりTAは単なるアルバイトではなく，自分が教育される機会でもあるのです。
　広い科学基盤を持つ理工系各学部の協力により理系基礎教育が展開されることは，教育内容・テー
マの幅を広げ，また自然科学が狭い専門領域で完結するものではなく，相互に深く関連する複雑な体
系をなすことを実感させる点で，学生に対しても，教員に対しても大きな教育効果があります。

5. TA の具体的役割

　TAの業務はデモ実験の補助，演習の担当，宿題の採点 ( 出欠チェックを兼ねる ) などですが，講義，
実験など打ち合わせがありますので，担当教員などの指示に従い普通は講義 30分前までに講義や実験
の行われる教室に集まってください。学生からみると TAは学生ではなく教員であると見られること
を認識していてください。TAの皆さんは，「教員」として上で述べられた北海道大学の教育理念を実
現するために重要な役割を担っているという自覚をもつだけでなく，この教育経験は「学生」として
自分の勉強やキャリアになることを理解して取り組むことが期待されています。
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 特色ある大学教育支援プログラム (教育GP)
　　『進化するコアカリキュラム』

　「特色ある大学教育支援プログラム-進化するコアカリキュラム-」は，個性輝く大学づくり，

教養教育の充実など，大学教育の改善，活性化を図る施策です。北海道大学は，建学以来「フ

ロンティア精神」「国際性の涵養」「全人教育」「実学の重視」という 4つの基本理念を掲げ，

学問の自主，自由を培ってきました。教養教育におけるコアカリキュラムは，この伝統を継承・

発展させ，新世紀の開拓者を育てることを目的としています。

　初年度の理科教育では，この経費を用いパイロット授業として基礎科目の授業の試行をして

きました。そのモデルとしてカリフォルニア大学バークレー校のChem1A( 入門化学 ) を参考

にし，授業，デモ実験，小クラスに分けた演習などを実践しています。物理の場合，前半 60

分をデモ実験，Power Point などを利用した講義，後半 30分を小テストなどの演習に当てて

います。また，講義で用いた Power Point スライド，演習や質問の答えはWebに載せ，学生

の便宜を図っています。
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　以下に参考までに，小笠原正明（「TAは大学教育のキーパソンか ?」，『学びに成功するよい授業と
は何か』，大阪大学出版会）による TAの性格と心得をあげます。

①  TA は教師である。
  ( 学生に与える影響が大きいということを自覚しなければならない )
②  科目担当者に敬意を示せ。
  (TA の意識は学生よりになりがちで，授業担当教員に敬意を払わないと教育力を失い，

学びの場が壊れる )
③  服装に気をつけよう。
④ 言葉遣いを丁寧に。
  ( 往々にして学生と友だち関係のような会話をすることがある。中にはそれを侮辱と受

けとめる学生がいることを分っておかなければいけない )
⑤  常に平等に公平に。
⑥  セクシャルハラスメント厳禁。
⑦  ミッキーマウス先生になるな。
  ( ミッキーマウスはそばにいると楽しい。このようなタイプの教員は一時的に人気は得る

が，そのうち飽きられる。勝手なもので飽きると邪魔になる。ミッキー先生の罠はどこ
にも用意されていることを知る必要がある。)

　TAは担当の授業のシラバスをよく理解していることが必要です。参考に基礎物理学 1，線形代数学
I（2011 年）のシラバスを掲載します（表 1，表２）。

6. 授業運営のケーススタデイ

　理想的な授業が行われるにこしたことはありませんが，問題は必ず出てくるものです。
　さて，以下の問題が生じた時，TAとしてあなたはどのように対処すべきだろうか ?

（1）学生が授業中に英語の宿題をやっていた。さてどうしたら良いだろう ?
（2）遅れて教室に入ってきて，隣の人とおしゃべりをやめない。どうする ?
（3）授業も後半に入ったところで，暑さもあり居眠りを始めた。どうしたら良いだろう ?
（4）学生が授業の途中で教室を抜け出そうとしている。どうしたらよいだろう？
（5）授業担当者の先生が時間になっても教室に来ない。どうしたら良いでしょう ? 

（小野寺彰・神保秀一・利根川吉廣・鈴木久男）
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キーワード Key Words: 
運動、力、運動の法則、仕事、エネルギー、運動量、保存則、剛体、流体、単振動、音と光、
干渉、回折

授業の目標 Course Objectives : 
　物理学は私たちにとって科学技術を理解するために重要な科目です。物理学の基本的知
識やその考え方の習得、それに基づいた自然に対する洞察力を涵養します。基礎物理学 Iで
は、物理学分野の力学や波動について学び、以下のことを目標にします。

1. 力学、波動の基本原理を理解し、日常生活や科学技術に応用することができる。
2. 力学、波動の基本法則や用語、実験的事実、その手法を知ることができる。
3. 問題を扱うときに関連する原理と法則を突き止めることができる。
4. 日常における力学・波動に関する物理的問題がどのように解かれるのかを理解する

し、その応用問題を解くことができる。
5. 物理的な現象が日常生活にどのように関係しているのかを理解できる。

到達目標 Course Goals :　
1.  位置、速度、加速度をベクトルとして理解し、運動学的問題を認識して解くことが

できる。
2.  物体に働く力の種類を認識し、自然界で典型的に起こる運動をニュートンの運動の

法則により理解できる。
3. ニュートンの運動の法則を応用し、様々な運動を定性的、定量的に理解できる。
4. 物体間の相互作用を力積と運動量の概念により理解できる。
5. 仕事、運動エネルギーの関係によりエネルギーの概念を学び、重力的ポテンシャル

エネルギーを導き、理解することができる。
6. 万有引力の法則により惑星の運動やケプラーの法則を定性的に理解できる。
7. 剛体の基本的な変形と力の間の関係を理解する。剛体に働くトルク（力のモーメント）

と角加速度の関係をニュートンの法則により理解できる。
8.  剛体に関してエネルギー保存の法則を理解し、応用することができる。
9. 液体における圧力を理解し、浮力と圧力の関係を説明することができる。
10. 流体の流れの保存やベルヌーイ方程式を理解し、それを簡単な場合に応用すること

ができる。
11. 振動の物理と数学を理解し、応用できる。振動の減衰や共鳴を理解し、日常の現象

に関係した簡単な問題を解くことができる。
12. 紐による波、音波、光などの波の現象がどのように引き起こされるのかを定性的に

理解できる。水面波、音波、光などに共通する屈折や回折、干渉などの性質を理解
し応用できる。

授業計画 Course Schedule :
1. 運動の概念と数学
2. ２次元以上の運動
3. 力と運動の法則
4. ニュートンの法則の応用
5. 仕事とエネルギー

表 1.  シラバスの例 1：基礎物理学 I のシラバス



＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞　III.12  理系基礎科目

-112-

6. 力積と運動量
7. 重力
8. 固体と剛体
9. 剛体の運動
10. 流体とその運動
11. 波の物理
12. 音の物理
13. 光の物理

準備学習（予習・復習）等の内容と分量 Homework : 
授業では、物理学の構造的理解において基幹となる概念について学びますが、自然科学への
応用には不十分です。また、単なる暗記科目ではないため、問題演習が欠かせません。その
ため、復習に特に力を入れて、次週までに曖昧な理解を持ち越さないようにするようにして
ください。また、物理学は全体にわたっての構造的理解が必要ですのでため、繰り返しの学
習が必要となります。宿題、予習、復習併せて１時間半以上の時間をかけることが理想的です。

成績評価の基準と方法 Grading System : 
授業目標に対する到達度を，次の観点から総合評価します．
＜＜評価の観点＞＞　
(1) 物理用語や物理現象の基礎知識を修得しているか． 
(2)  物理学の基本原理を理解し、問題を扱うときに関連する原理と法則を突き止めることが

できるか。
(3) 基本法則から導かれる法則の導出を正しく行うことができるか． 
(4) エネルギーなどの物理における中心的な考え方を修得し，様々な現象全体にわたり内容

を有機的に構造的理解しているか． 
(5) 日常生活における物理に関係した現象を説明する際に科目内容を活用できるか．
以上の内容を  (1)（中間テストおよび）期末テスト (2)（小テストおよび）レポート
により評価します。それらの評価に対する割合は，およそ，(1) 80％，(2) 20％ です。
　成績の平均評価分布はおおよそ、秀 20％程度，優 35％程度，良 35％程度，可及び不可
10％程度を目安とします。

テキスト・教科書 Textbooks:
大学物理への招待 / 北海道物理学教育研究会編 : 学術図書出版 , SBN:9784780600940 
（2008）

理工系の物理学 / 徳永正晴・和田宏 : 学術図書出版社 , ISBN:4873619068 （1999）
動 画 だ か ら わ か る 物 理（ 力 学・ 波 動 編 ） / 鈴 木、 山 田、 前 田、 徳 永 : 丸 善 , 

ISBN:9784621077160 （2006）
物理学基礎 / 原康夫 : 学術図書出版 , ISBN: 9784780602173 （2010）

備考 Additional Information : 
基礎物理学 Iでは高校で物理 I,II を履修していることを前提としていません。
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表 2.  シラバスの例 2：線形代数学 I  のシラバス

キーワード Key Words: 
行列 , 連立１次方程式 , 基本変形 , 階数 , 行列式 , 逆行列

授業の目標 Course Objectives : 
行列および行列式の性質や役割について講義する . 
行列と行列式の演算および行列の基本変形 ( 掃き出し法 ) を扱い , 
連立１次方程式や解法や逆行列の計算法を講義する .  
基本変形と基本行列との関連も解説する .

到達目標 Course Goals :　
行列と行列式の演算および行列の基本変形 ( 掃き出し法 ) に習熟する . 
連立１次方程式の解法や逆行列の計算法を理解する . 
基本行列の役割と基本変形との関係を理解する . 
また , 行列の余因子展開やクラメ-ルの公式を理解する .

授業計画 Course Schedule :
1. 行列：定義と演算 ( 和・スカラ-倍・積 ), 行列の転置
2. 連立１次方程式の理論 ： 消去法 , 掃き出し法 , 解空間 , 基本変形と基本行列
3. 行列の階数 : 基本変形と計算
4. 逆行列 , 掃き出し法
5. 行列式 ： 定義と基本的な性質
6. 余因子行列と余因子展開 , クラメ-ルの公式
7. 時間に余裕があれば n 次元ユークリッド空間の線形変換にも触れる ( 平面における

回転や折り返しの例と行列の関係 , ２次行列において行列式と面積との関係など ).

準備学習（予習・復習）等の内容と分量 Homework : 
基本的な数学用語や概念の定義をきちんとマスターする . 
復習に力を入れ次回の授業にあいまいな事項や疑問点を持ち越さないようにする . 
宿題をする以外に予習や復習には各々最低でも 2時間以上をかけること .
教科書の例題や練習問題をやって計算練習もすること .

成績評価の基準と方法 Grading System : 
授業目標に対する到達度を，次の観点から総合評価する．
＜＜評価の観点＞＞
(1) 科目の骨格をなす定義・定理等の基礎知識を修得しているか． 
(2)  典型的な具体例について計算・構成等を適切に遂行できるか． 
(3)  基本概念や定理に基づいた論証を正しく行うことができるか．
(4) 科目の中心的な考え方を修得し，全体にわたり内容を有機的に理解しているか． 
(5)  種々の問題を解決する際に科目内容を活用できるか．
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＜＜評価の基準＞＞
秀： いずれの観点においても高く評価でき，極めて高い水準で目標を達成している．
優： 大半の観点において高く評価でき，高い水準で目標を達成している．
良： いくつかの観点では良好に評価でき，目標をある程度達成している．
可： 学習成果が認められ，目標の一部を達成している．

＜＜評価の方法＞＞
　試験の成績および履修状況を総合評価する．

備考 Additional Information : 
 計算練習などにも取り組む .
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III.13　自然科学・基礎自然科学実験指導に
おけるTAの役割

1. はじめに

　自然科学実験，基礎自然科学実験を担当される TAは，それぞれ専門分野で研究に励んでいる大学
院生です。大学院における研究指導は厳しく，長時間にわたりますが，卒論生を個人的に指導する場
合などを除いて，教育・指導の理念や方法について大学院で必ずしも十分に教えられていないのが現
状です。現実的には大学院修了後，教育者になるか否かにかかわらず，職場で後進の指導・教育を要
請されることになります。今回 TAとして指導・教育に携わる事になった機会を利用して自分の特性
を振り返り，人に教えるのはどの様なことなのか考えてほしいと願っています。

　TAが担当する実験教育の内容は，既にカリキュラムに書かれていますが，実際に実験室でどの部分
をどのように担当するかは個々の指導教員により異なります。指導教員とほぼ同じ役割で学生を指導
する場合から，下準備や特定の測定器の使用法を指導する場合まで千差万別です。しかし，実験室で
TAとして学生に接するときは指導・教育を任されます。受講している学生の立場から見ると，常に教
育者として認識されており，TAの皆さんも教育者としての意識を持って臨む必要があります。

　教育者は学生に多大の影響を及ぼします。このために担当の教員と密接な連絡をとり，あらかじめ
テキストを読み，実験を行い，問題点を把握し，疑問点を書き出しておくと良いでしょう。学生の指
導に当たっては実験内容について知識を深めておく必要があります。

　学生にわかりやすい説明をするためには知識の絶対量を増やし，同時に周辺を多角的に眺められる
ように勉強する必要があります。また，すぐに答えが見つからない場合は，学生とともに順をふんで
論理的に対処することが求められます。ここで TAが修士・博士課程在学中の研究者としてのこれま
での経験がものをいいます。また TA諸氏は学生と年齢が近いことから，学生にとっては教員より気
軽に質問のしやすい相手です。実験の折りに教員等が出欠を取るのであれば，取りやすい雰囲気づく
りにつとめ，TAが取るのであれば一人一人の学生と相対し記録することをこころがけてください。学
生の名前を覚えるのが良い関係作りに有効です。実験に関する不明の点・疑問点があれば時間外でも
積極的に教員に質問をして，それらを明らかにしておくことが望まれます。報酬を受け取るのですか
ら義務もまた生じますが，TAは皆さんのキャリアパスの一環であること，北海道大学の教育に貢献す
る貴重な機会であることを認識していただけると幸いです。

（永井隆哉）

＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞
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2. 物理カテゴリーにおけるTA

　TAは各曜日教員 5-7 人に 2人配置されており，指導教員の補助をする。各曜日 5-7 の実験テーマが
開講されており，高校で物理を履修した学生と未履修の学生が混在している。このため専門用語を使っ
ての説明が容易に理解されにくい状況になっている。学生がどの様な状態で困っているかを出来るだ
け早く把握し，指導する事が必要である。しかし一方では学生に何が分からなくて実験が進まないの
かを自覚させる必要がある。これらは相容れない事柄で時間を要するが粘り強く実験を試みる気概を
持たせることが必要である。将来指導的立場に立つ人材になるにはこの努力が欠かせないことである。
しかし最近の学生は時間内に出来ないと投げ出してしまうことが多い。TA諸君はそのことを修士・博
士の研究から自覚していると思うので，この特性を生かし学生に教える必要がある。また TAと受講
学生の年齢が近い，このことで学生にとっては親しみやすく，相談相手に成りやすいという特性も大
いに利用すべきである。しかし受講学生が教員・TAに問いかける努力をする訓練も又必要である。

　実際の実験に当たって装置がだんだん高機能化し，携帯電話と同様操作が隠れた状態になっている
ことが多い。携帯電話の場合分からなくても知っている範囲で使うことが可能であるが，実験では隠
れた機能を使っている場合が多く，この様な状況で的確に装置を操作する事が要求される

　TA諸氏が補助をする物理学系実験テーマは

1. 目で見る電気信号
2. マイナス 200 度の世界と超伝導
3. レーザー光で学ぶ光の世界
4. 弦の振動と音の分解・合成
5. 重力加速度と地球
6. 放射線と統計
7. 燃料電池と地球にやさしいクリーンエネルギー

である。また個々の実験それぞれに安全上注意することについて特に丁寧な指導が重要である。

　実際の TAの業務（実験時に教員のサポートとして）

1. 実際の実験における質問への解答やトラブルに対する対処
2. 教員の指導のもとでの学生への実験説明，監督
3. デモ実験の演示
4. 新規開発テーマに対する調査
5. 事故等に備えて，実験室内での状況を常に把握し，事故がおきた場合に，教員へ
の報告や対処

（河本充司）
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3. 化学カテゴリーにおけるTA

3.1 TA の役割

　自然科学実験（化学）では原則として 4名の教員と 2名の TAがチームを組んで指導に当たります。
TAは実験中の学生への全般的な指導を行いますが，テーマによっては実験前の説明とレポートの採点
も分担します。したがって，学生からみると教員とまったく同じ立場に見えます。また，自然科学実験（化
学）では多くの化学薬品やガラス器具を扱い，危険と隣合わせの状況にあります。小人数のクラスで
は十分目が行き届く場合でも，化学実験の一般的なサイズである 60名規模のクラスになると，6名の
スタッフが全力で対応しなければ，安全の確保や実験内容の指導が十分できません。したがって，自
然科学実験（化学）において TAは，単なる補助的な業務を行うのではなく，教員の指導のもとに実
験指導の中心的役割を担うことになります。

3.2 実験内容の理解と指導の準備

（1） 実験内容と操作の予習
　自然科学実験（化学）では 6テーマの実験を行います。これまでに扱ったことのない実験があるか
も知れません。よく理解して実験指導に臨みましょう。TAの皆さんは教える立場にあるわけですから，
内容や操作を知らないというわけにはいきません。一度は自分で実験をして操作や機器の使い方を熟
知するのが原則です。

（2） 安全についての理解
　実験指導のスタッフとして最も重要なことは，事故を未然に防ぎ，また万一事故が起きたときに適
切に対処することです。緊急シャワーや洗眼器の使い方，消火器や救急箱の位置はもちろん，対処法
についても熟知しておいてください。安全の手引，テキスト，安全ビデオなどを参考にしてください。

3.3 実験指導

（1） 実験前の講義
　大学生を相手に講義をすることは，TAの皆さんにはあまり経験のないことかも知れません。自然科
学実験（化学）では，説明用のパワーポイントファイルを用意してありますので，それを活用してく
ださい。皆さんが学部時代に受けた授業を思い出し，どのように説明すれば学生が理解しやすいか考
えて準備をしましょう。大きな声で，明確に指示をだすことも重要なことです。実験の内容がテキス
ト通りでないこともありますので，事前に担当の教員と打ち合わせを行ってください。

（2） 実験中の指導
　実験室では学生の質問に答えるだけではなく，安全に細心の注意を払いながら積極的に指導を行い
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ましょう。学生との距離を考え，物理的にも精神的にも近いところで接し，是非学生をエンカレッジ
するような指導を心掛けてください。

3.4 教員とのコミュニケーション

　先に述べましたように自然科学実験（化学）ではチームで指導しますので，教員，TAさらには技術
職員の間でコミュニケーションを十分とってください。レポートの評価についても，必ず教員からア
ドバイスを受けてください。

◇◇◇　自然科学実験（化学）担当者への要望事項　◇◇◇

1. 担当者ガイダンス

　自然科学実験（化学）では，開講前に担当者ガイダンスを開催しますので，ご出席ください。担当
者ガイダンスは 4月上旬開催予定です。自然科学実験（化学）についての全般的な説明と変更点のア
ナウンス，および実験室における機器や器具などの配置についての説明を行います。

2. 実験に関する問い合わせ先

（1）  実験の準備に直接関係する事項について
 技術職員 :　　長嶋真美子（高教 :5289:chi-mami@sci.hokudai.ac.jp）
（2） その他実験に関する質問や要望など
 企画責任者 :　小西克明（地球環境 B602:4538:konishi@ees.hokudai.ac.jp）
 技術職員 :　　長嶋真美子（高教 :5289:chi-mami@sci.hokudai.ac.jp）
（3）  事務的な事項について
 全学教育担当（高教事務室 :5084）

3. 欠席と振替実験およびレポートの評価

　6回すべての実験に出席し，指定された日時までにレポートを提出するよう，学生に周知させてく
ださい。欠席や振替実験の扱い方ならびにレポート評価の仕方については，物理，化学，生物，地学
で統一されています。
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4. 各クラス担当者の打ち合わせ

　各クラス原則として 4名の教員と 2名の TAがチームを組んで指導に当たります。担当者は実施内
容や業務分担について事前に打ち合わせを行ってください。

5. ガイダンス

　自然科学実験全体のガイダンスが，物理，化学，生物，地学の合同で第 1週目に行われます。したがっ
て，成績評価の仕方，一般的な注意事項，安全教育については一通り終了しております。自然科学実験（化
学）の第 1回目では，担当の責任者が化学実験全体の流れと担当者の紹介，レポートの書き方と提出
期限，実験の基本操作と注意事項などを話します。また，全体のガイダンスで説明されていることで
はありますが，安全面での注意や廃液の処理などについては，化学実験では特に重要な事柄ですので，
再確認してください。また、緊急シャワーや洗眼器の設置場所と使用法についても，あらかじめ現場
で再度チェックしてください。

6. 実験に先立って

（1） 準備には万全を期しておりますが，毎回事前の確認をお願いします。準備は準備マニュアルに沿っ
て行っております。準備マニュアルに記載のない準備は，準備マニュアルが明らかに不備である
場合を除いて行いません。ただし，ご意見を頂ければ企画責任者と技術職員での検討を経て次回
の実験に反映させます。。

（2） 説明に用いるパワーポイントファイルを用意してありますので，ご利用ください。PCと液晶プ
ロジェクターを使用しての説明になります。PCは用意してあります。

7. 機器・器具・試薬

（1） 第 1 期と第 2期の実験開始前には機器の点検を行っております。予備の機器も出来る限り用意
しておりますが，万一故障の時は，技術職員にご連絡ください。技術職員が不在の時は故障状況
を書いたメモを機器に貼り，コミュニケーションボードに状況を記載したメモを残してください。

（2） 予備の器具の保管場所は技術職員にお問い合わせください。修理の必要な故障がでた時は機器の
場合と同様な対応をお願いします。

（3） 試薬は十分量を用意しておりますが，多くの学生が必要量以上を使用すると不足することがあり
ます。節約するよう学生に指示をお願いします。試薬の補充が必要なときは技術職員に連絡をし
てください。

8. 廃液とゴミ

（1） 有害な廃液や固形物はすべて回収しております。各実験室にはテーマ毎に回収の必要があるもの
のリストを掲示して有りますので，それを参考にしてください。
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 　　含重金属水溶液 :　白のポリタンク
 　　有機廃液 :　赤のポリタンク
（2） 破損したガラスはガラス廃棄物入れに廃棄をお願いします。修理が可能な場合は専用の器具入れ

に入れてください。

9. 実験終了時に

（1） 実験台等の清掃，ドラフト内の整理，機器の点検，器具の返却状況を確認して，次のクラスの
実験が気持ち良く開始できるようご配慮をお願いします。確認後，戸締まりと消灯のうえ，施
錠をお願いします。

（2） 必要があれば，技術職員に連絡事項をお伝えください。実験のある日の技術職員の勤務時間は
18:15 までです。コミュニケーションボードにメモを残していただいても構いませんが，出来る
限り口頭での連絡をお願いします。

10. 事故（緊急・救急時）の対応

　応急処理には各実験室に設置してある緊急シャワーや洗眼器を使用してください。診察や治療の必
要が有る場合は実験室に掲示してある対処法にしたがって対応してください。

（小西克明）
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4. 生物カテゴリーにおけるTA

　TAに期待されていることは，

 1）円滑な実験実習の実施にむけた積極的な（かつ創造的な）参加と，
 2）教育者としての立場での学生の指導，

の二つである。TA（teaching assistant）であっても学生にとっては教師であり，むしろAT（assistant 
teacher）ともいうべき立場である。しかし一方では，学生と年齢が近く，学生にとっては相談しやす
い相手であるともいえる。積極的に学生の中に入り，何に困っているのか学生が自ら発見し，質問し，
実験を粘り強く進めていけるように手助けをしてやって欲しい。実験を通じたこのような経験は，自
然科学実験 TAのみが享受できるものであり，貴重な体験でもあるので，充分な熱意をもってとりく
んで欲しい。
　高校で生物を充分に履修していない学生も多く，学生の「知識」は二極化している。また，一学期
と二学期とでも学生の「積極性」は異なる。学部によっても学生の雰囲気は異なってくる。さらには
個人によって受講の態度は当然異なる。このような多様な学生諸氏にいかに適切に対応するかという
ことは難しい問題ではあるが，失敗を恐れず挑戦して欲しい。

　TA業務の遂行には熱意と独創性が必要であるが，さらに，関係者との連携も重要である。「自然科
学実験」は，1）講師，2）TA，そして 3）自然科学実験支援室（田邉技術専門職員および技術補助員）
の合作でなりたっている。この三者のチームワークの構築は極めて大切である。また，裏役として，4）
生物系実験の責任者がいて，実験全体の統括を行なっている。さらに，生物系実験の 6項目には，そ
れぞれ 5）担当教員がいて企画，教科書執筆，代替レポート課題の作成等の業務を行なっており，「自
然科学実験」の円滑で有意義な運用に重要な役割を担っている。また TAには，北海道大学としての
熱い期待があることも忘れないで欲しい。

　各実験項目の担当者から TAの皆さんにお願いしたいことは以下の通りです。

　（1） 顕微鏡の使い方 /細胞分裂観察（黒岩麻里）:　まず，顕微鏡の基本操作法を習得し
ます。顕微鏡は特にデリケートな機器ですので，正しく優しく扱う方法を実習学生に教えてください。
植物・動物の代表として各々ネギ，マウスを用い，顕微鏡下で生物の基本単位である細胞の構造や細
胞の並びなどを直接観察します。さらに，顕微鏡像の観察に基づき，細胞分裂の各段階を理解するこ
とを目標にします。

　（2） 薄層クロマトグラフィー（高田泰弘）:　実験自体はそれほど難しいことはありません
が，有機溶媒や卓上遠心機など取り扱いをあやまると思わぬトラブルを引きおこす可能性がある薬品
や機器も使いますので，注意を怠らないで下さい。
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　（3） ゾウリムシの行動観察（松島俊也）:　行動するということは動物の本質であり，本実
験ではゾウリムシの行動を観察することで，走性という行動特性の理解を目指します。IT 時代ではな
いですが，すべて正か否，1か 0としか判断できないデジタル人間が増えています。動物行動とはもっ
と柔軟で，アナログ的であり，この実験でもすべてのゾウリムシが 100%全く同じ行動を示すという
ことはないでしょう。結果そのものだけが重要なのではなく，なぜその実験を行うのかという目的・
背景，その結果が導かれた過程の理解と，結果に重大な影響を及ぼす可能性のある様々な実験中の要
因の把握の方が大事なのです。学生にも指導を通してそういう視野に立って生命現象を捉える意識を
植え付けてください。
　ゾウリムシの培養液ではバクテリアが餌になっていますが，どんな危険なバクテリアが含まれてい
るかわかりません。実験終了後，あるいは実験中であっても培養液に直接手を触れた場合は十分な手
洗いをさせるよう指導してください。

　（4） DNA実験 /PCRによる遺伝子の増幅（荻原克益）:　遺伝子工学における基本的な
技術の一つである PCRによる遺伝子断片の増幅と電気泳動によるDNA断片の分離を行うことを通し
て，遺伝子工学の一端に触れてもらうこと，また，PCRの原理について理解してもらうことを目標と
します。
　この実習では，微量なサンプルを取り扱います。従って，マイクロピペットを正しく精確に操作で
きるかどうかが実験の成否を左右します。受講生のほぼ全員が初めてマイクロピペットを手にするは
ずです。そのことを念頭においてマイクロピペットの正しい操作方法を丁寧に教えて下さい。また，
必要な溶液がきちんと加えられていないために失敗するケースが目立ちます。溶液がきちんと加えら
れているか（特に少量の時）を確認しながら試薬を混ぜるよう指導願います。

　（5） イカの解剖（柁原 宏）:　観察項目に生殖器官がありますが，これが未発達な個体もあり
ます。その場合はわかる範囲で器官を同定し，成熟した個体が他のテーブルにあればそれを見せるよ
うにしてください。どちらかの性が極端に少ない場合なども同様に対処してください。教科書の写真
と実物が全く同じということはあり得ません。ぶっつけ本番だと戸惑うこともあります。できれば担
当の前に，イカを買って自分で解剖してみると余裕をもって指導できるでしょう。もちろん使ったイ
カは食べられます。

　（6） 珪藻実験（鈴木 仁）:　本実験の主眼はずばり，生物がいかに多様であるかを身を持って
感じてもらうことにあります。この点において珪藻は絶好の材料です。さらに，生物が環境指標にも
なり，生物が環境と呼応して常に息づいているということを理解するための実習です。また，サンプ
ルを採取した北大校内の大野池の水がいかにきれいかを認識してもらうという機会にもなっています。
　珪藻の永久プレパラートの作成が実習の大きな関門です。ドラフト内でのプレパラートの作成がス
ムーズに安全に行えるよう配慮してください。本実習は顕微鏡観察が主体の実習です。長時間の観察
作業となりますので，学生の目の健康にも十分な配慮をお願いします。

（高田泰弘）



-123-

北海道大学全学教育ティーチングアシスタントマニュアル（2011年改訂版）

5. 地球惑星科学（地惑）カテゴリーにおけるTA

　地球惑星科学（地惑）系実験の室内実験テーマでは，危険な装置や薬品はほとんど使用しませんので，

実験を指導する側として特に注意しておかなければいけない点はありません。しかし，不用意な取り

扱いは重大事故につながる場合もありうるので，さまざまな点での注意が必要です。また，精密機器

や顕微鏡を使用するので，実験機器の丁寧な取り扱いを指導することが必要です。

I. 全般的な注意事項

・実験操作だけではなく，体調の悪そうな学生はいないか，実験に参加していない学生はいないか，

など，学生の様子を見るよう心がけてください。

・レポート，欠席届などの提出には，所定の手続きがあるので，学生から受領しないでください。実

験内容以外に関する質問（欠席，遅刻，履修に関することなど）は，すべて自然科学実験支援室（N131）

へ行くように指示してください。

II. 実験テーマごとの注意・想定事項

（1）地形の実体視と地質プロセス
　ステレオスコープなどを用いて空中写真の実体視を行なう。実体視は目に負担をかける場合がある

ので，必要に応じて受講生に休息をとらせながら実験を行なわせること。また，左右の視力差や疾患

等により実体視ができない場合もあるので，そのような学生がいた場合は可能な範囲で課題を行うよ

う伝える。

（2）堆積物から探る地球の環境
　異なるサンプルを誤って混合しないように，注意を払うこと。実体顕微鏡の観察の際，目の疲れる

受講生もいるので，必要に応じて休息をとらせるようにすること。

（3）地球リソスフェアの岩石・鉱物しらべ
　大きな岩石標本を足や手などの上に落とすと怪我をすることがある。標本の扱いにはくれぐれも注

意させること。電子天秤（比重計）を丁寧に取り扱うよう，適切な指示をする。
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（4）偏光顕微鏡で見る岩石と鉱物の世界
　ほとんど学生が偏光顕微鏡をはじめて使うので，レンズを手で触れていないか，光源を正しく点灯

しているか，など，指示通りの操作を行っているか常に注意する。また，偏光顕微鏡を用いて観察す

るとき，強い光源で長時間観察すると気分が悪くなることがある。時々目を休めながら観察させること。

使用する観察薄片は非常に貴重で高価なものもあるので，取り扱いには十分注意させる。

（5）粉末X線回折法による鉱物の同定
　試料作製時にガラス板を使用するが，例年，ガラスを破損する学生がいる。破損しないように注意

を促すとともに，割れた場合はガラスで怪我をしないよう処置する。

（6）環境水の水質分析
　パックテストで使用するポリチューブの内容物には，有毒性・腐食性物質が含まれるものがあるので，

内容物を絶対に外に出さないように受講生に注意を喚起すること。濁度計や電子天秤，ガラス器具を

丁寧に取り扱うよう指導する。

（7）地震計で測る大地の振動
　地震計は繊細な計測機器であるので，運搬や設置の際，振り回したり，強い衝撃を与えることがな

いよう，取り扱いに十分注意させること。

　また，掛合で地面（又は廊下）を叩く際には，人にぶつからないよう，周囲に気をつけること。

III. 問合わせ先

　TA業務に関することや事務手続き等に関する問合わせは以下へお願いします。

・自然科学実験（地球惑星科学系）科目責任者　

 「　　　　　　　　　　 （内線　　　）」

　　または，

・高等教育推進機構 自然科学実験支援室（N131）

 地惑系実験担当　田島（内線 5086）

（橋元明彦）
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III.14　学習サポートにおけるTA（チューター）の役割

1. 学習サポート チューターとは

　アカデミック・サポートセンター（ASC）で行っている「学習サポート」は，個別指導による学生
支援です。学習サポートにおいて TA（チューター）は，一対一でじっくりと学生に対応するという意
味で大きな役割を担っています。

1.1 学習サポートとは

　学習サポートは，学生の主体的な学習を支援することを目的としています。そのために，大学院生
TAが各担当科目について学生の個別指導にあたります。ASCでは，学習サポートに従事する大学院
生 TAを，「チューター」と呼んでいます。
　ASCスタッフとチューターによる学習サポートは，2009 年度から行われています。通常，学生か
らの質問に，一対一で丁寧に答えるのが特徴です。これは欧米では一般的に行われている TAによる
オフィスアワーにも似た制度と言えます。
　では，なぜ，学習サポートが求められるのでしょうか？　学生にとっては，授業にも TAはいるし，
オフィスアワーで先生に質問することだってできるのに。
　学生の中には「勉強方法が分からない」「どこが分からないのか分からない」といった漠然とした疑
問を抱く人もいます。あるいは学習上の疑問ははっきりしているが，何と言って質問したらよいのか
分からないという学生もいるかもしれません。学習サポートでは，こういった学生に対しても，個別
指導の途中で徐々に学生の疑問を解きほぐすことができます。
　さらに，学生は多様な背景をもって入学します。総合入試を経て入学した学生，学部別入試を経て
入学した学生，AO入試を経て入学したというように，同じ学部一年生であっても様々な状況が考えら
れます。このような多様性に応じて，学習サポートは一人ひとりの学生の質問をよく聞いて，時間を
かけて丁寧に対応することができます。
　学生の多様性に加えて，学習サポートは，学生の実質的な学習量・学習時間を確保することにも貢
献することができます。授業科目の単位を取得するには授業時間外の学習が不可欠です。学生は，例
えば予習の一部として学習サポートを活用することも可能になります。
　学習サポートは，学生が自分で勉強するときに抱く疑問に，いつでも柔軟に対応できる環境づくり
を目指しています。

1.2 チューターの役割

　学習サポートのチューターの役割は，学生から質問を受けることを通じて，学習上の疑問を解消し，
主体的な学習（自習）を動機づけることです。

＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞



＜パート III：タイプ別 TAマニュアル＞　III.14  学習サポートにおけるTA（チューター）の役割割

-126-

　では，チューターがこの役割を果たすとき，どのようなメリットが生じるでしょうか。三つの視点
から，一例を挙げてみます。学生，チューター，大学という三つの視点です。

【学生の視点から】
　学習サポートを利用する学生の多くは一年生です。一年生から見てチューターは，年齢の近い，頼
りになる先輩でもあります。学生にとってチューターは質問しやすく，気持ちを理解してくれる存在
です。学生は図書館や空き教室，自習室などで自習していて疑問が生じたら，チューターのところで
すぐに質問することができます。疑問の解消を先送りしないですむし，次に何を調べたらよいのかな
ど学習の指針と手がかりが得られます。学習するのはあくまで学生本人ですが，チューターはそれを
手助けすることができます。

【チューター自身の視点から】
　「教えることによって学ぶ」という機会が得られます。実際に教えることで，各担当科目の知識が確
かなものになるということがありますが，そればかりではありません。「教え方」を得る経験にもなる
のです。
　学習サポートは確かに手間のかかる活動です。しかしその分，人に分かりやすく説明する能力，相
手の話をよく聞くコミュニケーション能力，学生の分からないところを分析する評価能力を磨く教育
経験が得られます。これはみなさんの将来にとって（社会的ないしアカデミックな場面で）役立つも
のとなるでしょう。

【大学の視点から】
　学生によって，学力や学習習慣など多様な背景を持っていますが，学習サポートは一人ひとりの学
生に時間をかけて接するので，学生の多様性に対応することができます。大学の教員はひとつの講義
でさえ何十人もの学生を相手にしています。学生がもし質問をためらっていたり，分からないことを
そのままにしていたなら，熱心な先生であっても，指導の届かない場合があるかもしれません。翻っ
て学習サポートでは，原則一対一で対応しますので，教員だけでは目の届かない細やかなサポートを
することができます。

2. 学習サポート チューターの業務

　学習サポートでのチューターの業務について一般的な事柄や注意点をいくつか挙げておきます。

2.1 業務内容

　学習サポート業務としては，授業を受け持つような科目担任型 TAや教員による授業を補佐する形
式の TAとは異なり，学生からの質問への個別指導（チュートリアル）が中心となります。部屋に待
機して学生からの質問に対応することが，業務の基本形態です。
　相談内容や学生の情報は，チューターやASCの間で共有し蓄積するため，記録を残します。どのよ
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うな質問・相談を受けたか，どのように対応したかといった学習サポートの内容を記録します。この
記録は，主としてその後の学習サポート業務のために残しておくものですが，学生の質問内容に，あ
るいは学生の様子に一定の傾向がみられる場合には，正課の授業科目や適切な相談部局へのフィード
バック・マテリアルとして使用することもあります。学生対応の中で，何か気付くことがあった場合
には記録しておくことも業務のひとつです。

2.2 業務上の注意点

　例えば， 

• 複数人の学生が一度に質問に来た
• 立て続けに学生が来た
• 答えるのに時間がかかりそうな質問だ
• 時間をかけて対応が必要な質問だが，（授業がある等）学生には時間がなさそうだ
• 自分の担当科目ではない質問だった

などの場合は，自分で判断せずASCスタッフに必ず連絡してください。

2.3 学生に接するときの注意点

　その他に学生への個別対応上の注意点を挙げておきます。

• ハラスメント行為は厳禁
• 大学生活に関連しない相談には応じない

こうしたことは意図せず行ってしまう可能性もありますので，十分注意してください。

• 常に平等，公平に対応する
• 相談内容にかかわらず学生には敬意をもって対応する

学生とその学習スタイルは様々であり，考え方を押しつけたり理解の遅さを問題にすることがあって
はなりません。

• 学生のプライバシーを尊重する

チューターは学生の利用状況や学生番号を知る立場にあります。こうした情報の管理にも注意してく
ださい。
　また，個別指導をしていると，メンタルな問題をかかえた学生に出会うかもしれません。学習上の
悩みは一面的ではありません。学習上の問題が，学生のメンタルな問題を引き起こしたり，あるいは
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その逆のことも考えられます。何かそのような様子がみられたら，学生相談室等への連絡が必要とな
りますので，ASCスタッフに教えてください。
　このように，学習サポートでは個別指導ゆえの難しさがあることと思いますが，学生への誠実な対
応を心がけてください。

3. 指導方法

　最後に個別指導の方法について考えてみましょう。

3.1 学習支援の方法

　学習サポートは理想的な意味では次の三つの局面で学生に影響を与えます。一つは，学生が質問に
来る場を提供することです。「チューターがいて，いつでも質問ができるという学習サポートがあるな
ら，少し質問してみようかな」と思う学生もいるでしょう。チューターが質問を受ける前でさえ，チュー
ターの存在は学生の意欲に影響を与えています。
　もちろん，チューターがメインに活躍するのは，実際に質問に対応しているときです。対応にたく
さんの時間がかかることもあるかもしれませんが，この時間は学生にとっては主体的な学習の時間な
のだということを意識してください。丁寧にじっくりと説明するほど，そのときの学生の学習量も増
えていきます。
　さらに，対応時間だけではなく，学生の，その後の学習に良い影響を与えることもあります。学
習サポートでは学生が学習を継続するように，あるいは学習が習慣となるように心掛けてください。
チューターが相談に乗ってくれたことによって，学習への不安が解消され，学生の意欲が向上してい
ることでしょう。このような学習意欲を常に維持することも学習サポートが関わる場面のひとつです。
文献の調べ方を示唆したり，質問の中の特定の問題についてもう一度考えてもらったりして，対応の
後にも学生の学習がスムーズに継続されるように工夫しましょう。

3.2 学習サポートでのチュートリアルの仕方

　学習サポート業務の際は，学生の自習を促すよう心がけてください。例えば，全学教育科目の授業
で課された課題に関する質問があった場合には，答えだけを提示することは極力避けて，課題への取
り組み方，考え方，あるいは文献の調べ方といったアドバイスをします。学生本人の学習意欲を向上
させるよう，コミュニケーションをとってください。
　もし学習以外にも進級や学生生活について質問があり，チューターのみなさんご自身の経験から学
生に助言できることがありましたら，教えてあげてください。
　以下では，学生が質問に来るところから解決に至るプロセスを考えてみましょう。

【学生の質問の明確化】
　チュートリアルのプロセスの中で第一に大切なことは，学生の質問を明確化することです。このこ
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とは次の二つの側面をもっています。すなわち，学生に質問内容を明確化させるということ，そして
チューター自身が学生の質問を十分に把握するということです。この二つの側面は表裏一体の関係に
あります。チューターが学生に質問をはっきりさせるよう促すことは，チューター自身が学生の質問
を十分に把握することにつながります。一方，学生にとっては，よい質問をするためのトレーニング
にもなります。
　まずは学生の質問がどのようなものなのか，チューターのみなさんが十分に把握するまで，学生の
話を聞いてみましょう。みなさんの方から学生に質問の内容についてたずねることもできます。学生
の質問は，授業の課題なのかどうか，どこまで自分で既に取り組んでいるのか，どこから分からなくなっ
たか，学生は取り組んでいる問題の分野についてどれくらい理解しているか，といったように，学生
の質問とその背景について理解に努めてください。問題が特定されて何を得れば解決なのかが分かっ
ていれば，みなさんの指導は最も適切なものとなるでしょう。まずは学生の話をよく聞いてみましょう。

【問題の解決法を把握する】
　チューターは，学生が問題を解決するための考え方をアドバイスすることができます。数学の問題
が解けないという質問のときには，学生がつまづいているところが計算の問題なのか，解き方の方針
の問題なのか，そもそも概念をよく理解していなかったからなのか，チューターはあらかじめ判断し，
適切に助言することができます。
　しかし，授業とは違い学生が来るまで質問内容は予知できません。質問が来てから短時間のうちに
学生の状況を把握する必要があります。これは授業の内容を知らなければ困難なことです。教科書や
ノートを学生から見せてもらって，授業に沿うよう工夫して指導を行ってください。

【段階的に確認しながら進めていこう】
　問題の解決をイメージして，解決までのプロセスにいくつか段階を設定してみましょう。英作文の
質問だったら，まずは自分で書いてもらう，その次に文章の構造について助言して少し書き直しても
らう，さらに文法的な事柄もチェックして修正してもらう…というようにいくつかの項目に分けて学
生に取り組んでもらいましょう。このように段階や項目を把握することによって，複雑な質問にも対
応することができますし，即座には応答しづらい問題でも，ある段階までは自分でもう一度考えても
らうように促すこともできます。

【チュートリアルの準備】
　こうしたチュートリアルのために必要な知識は，あらかじめ準備しておいてください。もちろん勤
務時間内で学生に対応していない時間を使ってください。教科書の内容を確認したり，関連する科目
のシラバスに目を通してください。また，「このような質問がきたらどのように対応しようか」と自分
なりに想定質問を作ってシミュレーションしておくのもひとつの方法です。学生が問題の解決に至る
ためには，どのようなプロセスをたどる必要があるかについて，全体的なイメージを把握しましょう。
質問から解決までのプロセスをチューターが把握していたら，指導も的を射たものになるからです。

【対応が難しい場合】
　教え方がただちには判断できないときや，下調べが必要だというような即座の対応が難しい場合に
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は，曖昧にせず「いまは分からない」と学生に伝えて後日来てもらうようにしたり，先生に直接質問
してもらえるよう伝えてください。どのように先生に質問したらよいか教えてあげましょう。例えば，
オフィスアワーや研究室の調べ方，先生との連絡のとり方などを必要に応じて教えます。
　また，学生の学習に役立つ情報があれば，あわせて教えてあげてください。例えば，役に立つ参考書や，
WEB上のツール・教材などもおりまぜて学生に接することもよい方法です。

3.3 ケーススタディ

　ケーススタディとして少し具体的な場面を考えてみましょう。

Case 1.  授業内容に関する相談
　学生が授業のノートについて「復習で読み直してみたけどわからないので解説してくだ
さい」といってきました。どのように対応したら良いでしょうか。

　まずは学生の質問内容を聞くと同時に，授業で使っている教科書やノート，資料などを見せてもらい，
質問内容の文脈や意図をしっかり把握することから始めます。チューターは授業に関わる TAとは異
なり，授業内容について担当の先生から事前の情報や指示，助言を受けることができません。そのため，
授業とは異なる方法・解釈を示してしまわないように，できるだけ授業資料に忠実に，アドバイスを
行う必要があるのです。
　チューター室には多くの授業で使われている教科書が用意されていますので，授業で教科書が使わ
れていない場合でも，できるだけそれらを利用して，解説を行うと良いでしょう。このようなことは，
チューター自身の誤解や間違いを避けるためにも重要です。
　「わからない」程度は場合によって非常に異なります。ノートに書いてある式や言葉の意味がわから
ないのか，書いてある内容のつながりがわからないのか，意味はわかっていても重要性や必然性が理
解できないのか，などを明確にすることが必要です。学生自身に式や言葉の意味を説明させてみたり，
その場で計算を確認させてみたりして，少しずつわからない部分を特定し，説明していきます。
　もし可能であれば，説明だけでなく，教科書の類題を紹介したり，その学生にあった参考書を紹介
したりするなどもよいでしょう。聞いた内容を学生自身に確認させ，その後の学習のきっかけを与え
ることができるはずです。
　なお，授業内容に関わる相談は，本来なら授業中や授業後に先生に直接聴いてもらうか，先生のオフィ
スアワーなどを利用してもらうのが適切です。必要に応じて，「もっと詳しくは先生に聞いてみてくだ
さい」などといって，さりげなく先生への質問を促してもよいでしょう。

Case 2.  授業課題に関する相談
　学生が数学の授業で出された演習問題について「ちょっと考えたけど全然わからないの
で教えてください」といってきました。どのように対応したら良いでしょうか。

　宿題や授業課題についての相談の場合，「全然わからない」と言われたからといって，解答を順に解
説していくのでは，学生の学習プロセスが生まれず，しかも課題を肩代わりして解いてしまったこと



-131-

北海道大学全学教育ティーチングアシスタントマニュアル（2011年改訂版）

になります。学生はそのような対応を期待しているのかもしれませんが，ここは学生自身に考えさせ，
解答自体は示さない工夫が必要です。
　この相談の場合にも，どこが「全然わからない」のかを明確にすることが大切です。まずはこちら
から問いかけを行い，どこまではわかっていて，どこからがわからないのかを，具体的にはっきりさ
せていく必要があります。この過程は，学生自身が考え，問題を理解する手順を踏むことにもなります。
学生自身が考えを進められるように，「この式は〇〇の形なので，どのように変形したら良いですか」「こ
こは〇〇の問題が生じる可能性はないでしょうか」など，少しずつポイントやヒントを与えて，導い
ていく工夫をします。この過程では，新たな質問が生まれ，理解が深まるきっかけにつなげられるか
もしれません。
　ある程度解答の終りに近づいたら，「後は〇〇すればできそうですね」「〇〇と同様ですから，自分
でやってみてください」のようにして，解説をまとめます。うまくまとめることで，解答そのものが
提供されないようにできるだけでなく，学生自身にその後の学習への動機付けを与えることもできる
はずです。

Case 3.  回答確認の依頼
　学生が物理の授業で出された練習問題の課題について「自分なりに解いてみたので合っ
ているか見てください」といってきました。どのように対応したら良いでしょうか。

　この場合，解答が合っていても間違っていても，まずは学生自身に解答内容を説明させてみます。
解答が合っている場合には，本当に理解した上で合っているのか，何かの丸写しなのかがわかります。
後者の場合，Case 2 のようにして解説を行うことが必要でしょう。また，間違っている場合も，どの
ように間違えたのかが確認できます。「この法則はどのように適用していますか」「この結論はどこか
ら導かれますか」など，問題となる箇所について重点的に説明させます。こうすることで，学生自身
に問題を納得させることにもなります。やはり，その後はCase 2 のステップで解説を行うことになる
でしょう。
　解答が合っている場合も，学生は本当に確認したかっただけではないのかもしれません。例えば，
答えは出せたけど問題の位置づけや解答の必然性がわからないので，漠然とわかった気がしない，合っ
ている気がしない，などということはよくあります。このような場合，学生に解説が必要か希望を聞
いて，必要であればCase 1 のようにアドバイスをしても良いでしょう。

Case 4.  添削の依頼
　学生が英語長文の課題を持ってきて「添削してください」といってきました。どのよ
うに対応したらよいでしょうか。

　添削の場合，どこまで踏み込んで添削するかが重要です。その学生が，文法や語彙・語法の確認を
してほしいのか，論理の展開や文章の構成を見てほしいのか，はじめに学生によく確認する必要があ
ります。
　いずれの場合も，まずは文章をよく読み，どの程度の添削量になるのかを大まかに把握します。あ
まりに添削量が多くなりそうであれば，そのうちの一番重要な部分をいくつかに絞って添削するなど
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の工夫が必要です。これは，添削には，特に初見の文章であればかなりの時間がかかることと，手を
加えすぎてはその学生の文章にならなくなってしまうためです。
　添削箇所については，学生に意図や意味を確認して，こちらからいくつか添削例を示すという形で
説明します。その際，辞書や文法書などに基づいて，客観的な説明ができるように工夫します。大ま
かな構成についての添削であれば，一般的な文章構成例などを解説しながら，添削例を示します。そ
の文章の背景や学生の関心にも合わせた工夫ができれば，より良いでしょう。
　できるだけ最終的な文章は学生が構成できるよう，完成された文章を示すのではなく，例や構成の
選択肢を与えるに留めるという工夫が望ましいでしょう。

Case 5.  学習方法に関する相談
　「レポートってどのように書いたら良いですか」という少し一般的な相談を受けました。
どのように対応したらよいでしょうか。

　レポートの書き方や，ノートの取り方，勉強の方法，参考書についてなど，特定の課題や内容によ
らない相談を受けることもあります。まずはその学生がどのような点に不安があるか，困っているか
といったことをよく聞き，自分の経験や工夫に基づいて一般的なアドバイスができる場合には，それ
らを紹介してあげると良いでしょう。
　これらについては多くの書籍も出版されています。チューター室にもいくつか書籍がありますので，
こうした内容に基づいてアドバイスしたり，適当な参考書を紹介したりすると良いでしょう。ASCで
は「スタディ・スキルセミナー」を行なっており，こうした内容の指導も行っています。その際の資
料もありますので，それらを利用することもできます。
　総合入試の学部移行や成績についての相談があるかもしれません。話をよく聞いた上で，可能であ
れば自分の経験などを話してあげてください。また，これらについても，ASCで相談を受けることが
できますので，学生にはそのように伝えてあげてください。

4. まとめ

　学習サポートのチューターは，学生にとって質問のしやすい，学生の気持ちに近い存在です。一人
ひとりの学生に対応し，学生の理解を確認しながら質問に答えることができます。
　確かに，学習サポートには個別指導ゆえの難しさがあります。学生によって質問内容も異なるし，
どのように対応するかも一人ひとりにあわせる必要があります。なおかつ，短い時間で対応内容を判
断する必要もあるでしょう。そのようにチューター業務は決して簡単ではありません。
　ですが，学生の質問をはっきりさせ適切な問題解決を目指すことで，学習サポートのチューターは
説明能力やコミュニケーション能力といった指導技術を得られるのです。

（日吉大輔，斉藤　準）
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＜パート IV：付録 1---TAアンケート＞

＊）連絡先：040-8567 函館市八幡町 1-2　北海道教育大学函館校
＊＊）Correspondence: Hokkaido University of Education, Hakodate, Hachiman1-2, Hakodate, Hokkaido, 040-8567, Japan

Abstract ─ This is a report on the analysis of research that was done in July 2006. We sent question-
naires to all the TAs who were working in the lower division of undergraduate education of Hokkaido 
University and to all the instructors who have hired TAs.  When the TA system was fi rst introduced 
in 1992, we were worried about who would teach TAs and how.  Some disliked this new system be-
cause it might deprive graduate students of their time to study.  The analysis shows that many TAs 
like their jobs and more than 80% are willing to do the job again. More than 30% of TAs lectured 
and lead discussions.  Instructors think that they are mostly satisfi ed with their TAs.  Of the instruc-
tors, 66% tailored their way of teaching to accept TAs in their classes. TAs will become important 
members of universities. The new role of TAs is being institutionalized in Hokkaido University. It 
will elevate the character of the graduate students and enhance their ability to cope with problems. It 
will open a frontier in higher education teaching, and contribute to the advancement of research and 
training of experts with high intelligence.

(Revised on 23 April, 2007)

TAs in Process of Formation

─ Analysis of Questionnaire Survey on Teaching Assistants (TAs) at Hokkaido University ─

 Takuo Utagawa**
Hokkaido University of Education, Hakodate

TAよ , 大志を抱け
―北大TAアンケート調査結果の分析と考察―

宇 田 川　拓 雄 *
北海道教育大学函館校

1.  はじめに

　北海道大学高等教育機能開発総合センター（以下，
高等教育センター）は 2006 年の夏にティーチング・
アシスタント（教育助手。以下，TA）と TAを使用
している教員を対象に「TAの職務と生活の現状に
関するアンケート調査」を実施した。本稿ではその
集計結果を報告し考察を述べる。（注 1）

　TAは大学に昔からあった制度ではない。1991 年
に大学審議会の答申の中で提案され，翌年から国立
大学に対して予算配分がなされるようになった。TA
はほとんどの大学教員にとっては望んでもいない制
度であった。彼らは研究費の増額，教職員ポストの
増加，あるいは学部・学科・研究センターの強化と
新設を歓迎したろう。しかし以後，TAの雇用は毎
年行われ，講義室や実験室には院生が TAとして配
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属されるようになり，すでに10年以上が経った（注2）。
　北海道大学高等教育機能開発総合センターの研究
開発部を中心とする研究者グループは TAが大学改
革に大きく寄与する可能性を持つものと考え，ここ
数年にわたり研究を行ってきた。TA制度は文部科
学省が全国一律に決めたものであるが，独立法人化
により各大学の裁量の巾が大きくなったため実際の
運用は大学によって異なってきている。この新しい
職務が北海道大学（以下，北大）で実際にどのよう
に機能しているのか，TAと TAを使用している教員
が TAの職務をどう評価しているかをアンケート調
査によって調べた。本稿では調査結果を分析し考察
を行い，TAの存在は大学にとって重要な意味を持
つことを主張したい。

2.  アンケート調査について（注 3）

　アンケートは 2006 年度前期の全学教育において
TAとして働いた院生全員と TAを使用した教員全員
に対して行った。別々の調査票を用意し，無記名，
自記式で回答を求めた。各学部事務に依頼し，教員，
及び教員を通じて TAに配布し，教務窓口で回収し
た。1学期の終わりに実施した。一人で複数の授業
の TAをしている院生や，複数の授業を担当してい
る教員もいるが，共に担当授業の数だけアンケート
を依頼し，分析では必要に応じて授業科目ごとの分
析と個人ごとの分析を行った。
　この調査の目的は「TAの実態」を明らかにする
ことである。多くの大学で，学生に対する生活アン
ケートや授業評価は頻繁に行われているが，TAに
関するものは数が少ない（子安 他，1997）（注 4）（栗
原 他，2004）（注 5）。
　この調査の狙いを述べる。「はじめに」で述べた
ように，TA制度は多くの大学にとって，ある日突
然「上から」与えられたものである。大学に新しい（し
かも望まれてもいなかった）制度を持ち込もうとす
るのだから，TA制度と大学の従来の制度との適合
性が問題になる。少なくとも今までは大学は TA制
度なしになんとかやってきた。どの大学も，従来の
意味での成果を上げるために研究予算の増額や教職
員ポストの増加を恒常的に望んでいる。TA制度は
ティーチング強化を目的としている。なぜ貴重な予

算や教員・院生の時間をティーチングに使うのかに
ついて理由が欲しい。
　栗原（2004）の報告によれば北海道大学水産学部
はその教育理念に TA制度を受け入れやすいコンセ
プトが含まれていた（注 6）。当学部ではリーダーシッ
プを持った人材を育成するためには教育が重要で，
TA制度はそのために役に立つと解釈され，制度の
積極的な導入が進んでいる。
　日本の大学は研究志向，つまり研究推進と研究者
養成，に努力を集中させる傾向がある。直接的には
研究には役立ちそうには見えない TAを導入するに
は反対派を納得させる充分な理由が必要である。TA
制度は研究と教育を相互浸透させ，今までなかった
TAという職階を大学の中に作り出す仕組みで，直
接的には大学の教育機能を強化する（注 7）。この意味
で TA制度の導入は大学の使命に合致しているのだ
が，果たして理論どおりに行くかどうか，疑問を持
つ人は少なくない。
　大学のミッション（使命）には研究と教育がかか
げられているのが普通である。そのミッションを詳
しく見ると，教育ミッションと研究ミッションが分
離している大学や，研究が第一の，かつ最大の目標
として掲げられている大学が多い。教育と研究が独
立しており両者の密接な関係が大学設立の理念のレ
ベルでは何も言及されていない。実践的制度のレベ
ルでも研究と教育を調和的にかみ合わせる仕組みが
第三者にも分かるように説明されている例はめった
にない。そのような大学では TA制度の導入には困
難が伴う。なぜなら研究と教育は基本的には同じ資
源を奪い合う関係にあるからだ。
　本稿で後述した「5. TA の大志」における考察の
ように北大のミッションは TA制度に親和性を持つ
と考えられる。しかし TA制度は今までなかったも
のであり，大学も TAがどんなものであるべきかに
ついては大枠しか規定していない。アンケート調査
では TAの実態を調査した。

3.  TA 制度と大学教育

　制度は物事の外枠を作るだけである。個人の行動
に影響を及ぼすような制度を新設したり変更を加え
たりしても，制度の実施における具体的なルールや
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規範，その制度に従って活動する人々の日常の行動
のあり方が社会通念として確立しなければ制度は有
効に機能することができない。
　大学教育の改革には「ティーチング・カルチャー」

（注 8）の確立が必要である。つまりティーチングが大
学教員の重要な職務であり，それが有効に行われる
ように様々な制度的な支援が大学によって行われる
ようになり，有効な教育の仕方，瀬名波（2003）の
言葉を借りれば，新しい「作法」（注 9）が定着し，そ
れらが多くの大学人にとって「当たり前で普通の事
柄」として確立する必要がある。
　例えば，北大では 1年生に対して講義の一部を担
当したり，演習を指導したりする役割を与えられて
いる TAを，学生たちは「先生」と呼んでいる。現
時点では他に適切な呼び名がない。「院生が TAをす
ると先生と呼ばれる」というルール（慣習）は新し
くできた文化である。制度は TAを学生がなんと呼
ぶべきかについて何も規定していない。TAが先生
と呼ばれ得るということは北大の TA規定の起草者
も恐らく考えていなかったろう。
　院生が TAとして働き，先生と呼ばれるのなら，
その院生は先生として振る舞わねばならなくなる。
TAが本格的に学生を指導するようになり，優秀な
院生が TAをするようになると，やがて TAは学生
の尊敬の対象となるだろう。米国の例では TAは「人
柄の優れた成績の良い先輩」というイメージが定着
している。そうなれば TAは単なる授業のお手伝い
や下働きではなくなる。大学社会の中で立派な地位
となり履歴書にも経歴として記載できるようにな
る。
　TAが先生と呼ばれるのを聞いた「本物の」先生
は戸惑いを覚えるかもしれない。教員から見ればそ
の TAは大学院生であって，研究者あるいは教師と
しては未熟であるからだ。
　同じ教室に本物と TAという複数の先生が同居し
ている状態は，教員と学生の間の距離を縮める。日
本の教育現場では伝統的には教師と生徒の間は大き
く離れていた。TA制度は教員と院生，院生と学部
学生の距離を縮め，教員には院生は若い研究者であ
り，学部学生には見習うべき先輩であるという一種
の仲間意識を導入するきっかけとなりうる。
　今回のアンケート調査は 2006 年の時点で，TAに
よるティーチングにかかわるカルチャーが具体的に

どんな内容を持っているのかを明らかにするために
実施した。TA自身や TAを使用している教員が TA
や TAの仕事についてどう考えているか，実際に TA
はどんな仕事をどの程度しているのか。このような
実態を明らかにし，より効果的なティーチング制度，
院生への支援制度を作ってゆく必要がある。
　TAは今後の大学の盛衰に大きく関わる可能性を
持つ。北野ら（2003）は次のように言っている。

　もともとはアメリカで開始されたと言われて
いる「教育助手」（Teaching Assistant）制度は，
我が国の大学教育を効果的に改善する極めて有
効なシステムの一つと考えられるだけでなく，
我が国の伝統的な教授スタイルを根底から変革
する可能性も秘めている（p. 48）

　TA先進国である米国の TA制度がそのまま日本の
大学にフィットするとは思われないが，この点につ
いて瀬名波（2003）は「日本型 TA制度」を提唱し，
次のように述べている。

　日本型 TA制度は，「TA教育と学部教育」並
びに「大学院教育の一環としての研究者養成と
教育者養成」という二つの両輪教育を同時に実
現するための車軸であり，単なる学内事情と
してだけではなく大学の教育機関としての社
会的責任を果たすいみでもその意義は大きい。
（p.32）

4.  TA 制度と北大の対応

4.1 TA 制度の根拠

　TA制度は大学審議会の答申が元になっている（注 

10）。
　高等教育機関が，本来期待されている教育機
能を十分に発揮するためには，まず，一人一人
の教員が教育指導能力の向上に努めることが基
本であることはいうまでもない。（中略）教員
の教育活動を補助し，学生に対するきめ細かな
指導を行うためには，ティーチング・アシスタ
ントの積極的な活用も期待されることから，そ



-136-

＜パート IV：TAアンケート＞　IV.1  TA よ大志を抱け

の導入のための具体的な支援措置を検討する必
要がある。

　この答申を受けて，1992 年から「高度化推進特
別経費」（ティーチング・アシスタント経費）とし
て

　優秀な大学院生に対し，教育的配慮の基に教
育補助業務を行なわせ，大学院生の処遇の改善
に資するとともに大学教育の充実及び指導者と
してのトレーニングの機会提供を図ることを目
的」とし，「学部学生，修士課程学生に対する
実験，実習，演習等の教育補助業務に当たる。

という通達が出された。

4.2 ティーチング・アシスタントの職務とその実際

　子安らの指摘（注 11）のとおり，通達による内容に
は経年的な変化が見られ，単に「大学教育の充実」
をめざしていたものが「学部教育におけるきめ細か
い指導の実現」，「指導者としてのトレーニングの機
会」が「大学院生が将来教員・研究者になるための
トレーニングの機会」という明確なものに変更され
た（p. 77-78）。授業担当の当事者である大学教員が
この新しい制度を見てすぐに感じるのは次のような
心配だろう。

（1） 誰が教育指導をするのか
（2） どんな指導をするのか
（3） 指導に時間が取られて自分の研究時間が減るの

ではないか
（4） 院生が教育に時間をとられ研究（特に理系では

実験）の時間が減るのではないか

　以下，アンケートのデータ分析の結果を参照して
これらの心配の答えを探してみよう。TAを使用し
ている教員のうち，TAを使った授業を学生の立場
で受けた経験のあるのは 15%に過ぎない。

（教員（注 12））問 25 今まで TA を使った授業を学生

の立場で受けた経験はありますか。

 項目 数値 %

 1. ある 10 15.4
 2. ない 55 84.6

　90%の教員は学生を教えることが好きな人たちで
ある（大好きとやや好きの合計）。

（教員）問 27 あなたは一般に，学生を教えること（教

育すること）がどのくらい好きですか。（n=67）

 項目 数値 %

 1. 大変好き 24 35.8
 2. やや好き 37 55.2
 3. あまり好きではない 6 9.0
 4. 全く好きではない 0 0.0

　92% の教員が担当授業にやりがいを感じている
（「おおいに感じている」と「やや感じている」の合
計）。

（教員）問 20 あなたはこの授業を担当してどのくら

い「やりがい」を感じていますか。

 項目 数値 %

 1. おおいに感じている 37 48.1
 2. やや感じている 34 44.2
 3. あまり感じていない 5 6.5
 4. 全く感じていない 0 0.0

　66% の人が，授業内容や授業のスタイルを，TA
を使用するために変更したり意識（配慮）したりし
ている。

（教員）問 18 あなたはこの授業で TA を使用するの

に都合が良いように授業の内容や授業の仕方を，使

用前と比べて意識していますか。

 項目 数値 %

 1. おおいに変更，意識している 25 32.5
 2. やや変更，意識している 26 33.8
 3. あまり変更，意識していない 19 24.7
 4. 全く変更，意識していない 3 3.9
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　そして 90%以上の教員が TAの能力に満足してい
る。

（教員）問 16 あなたはこの授業を実施するにあたっ

て，使用している TA の授業補佐能力に満足ですか，

不満ですか。

 項目 数値 %

 1. おおいに満足だ 48 62.3
 2. やや満足だ 26 33.8
 3. やや不満だ 2 2.6
 4. おおいに不満だ 0 0.0

　一人を除いて今後も TAを使い続けたいと思って
いる。

（教員）問 17 今後もこの授業で TA を使い続けたい

ですか。

 項目 数値 %

 1. はい 76 98.7
 2. いいえ 1 1.3

　TA が出席カードを配り，実験の手伝いをしてく
れるのはありがたいが，採点や学生の論文指導まで
まかすことができるのだろうか。
　実際には 29% の TA が講義（の一部）を行い，
44%は採点・評価に類することをしている。

（TA）問 16

 項目 数値 %

 （1）実験・実習の準備 117 68.0
 （2）実験・実習の際に
 　　学生の指導・助力 113 65.7
 （3）学生に講義する 50 29.1
 （4）セミナーや演習などの
 　　コメント・指導 55 32.0
 （5）採点・評価（試験，
 　　課題，小テスト，クイズ， 76 44.2
 　　レポート，論文など） 
 （6）出席の記録 86 50.0
 （7）学生の質問への回答 130 75.6

　院生は，時には夜も寝ないで実験を行い，良い論
文を書いて業績を上げねばよい就職口が得られない
のではないか，という心配を教員はしがちである。
また，授業をするのは教員の義務であり，それを少
ない給料で院生に手伝わせて良いのだろうか，とい
う懸念もある。院生は指導教員の命令には逆らえな
い場合があるから，いやいややらされているのでは
ないだろうかという心配もある。
　今後も TAの仕事をしたいかどうかという問に TA
は次のように答えている。

（TA）問 15

 項目 数値 %

 1. ぜひやりたい 45 31.3
 2. できればやりたい 71 49.3
 3. あまりやりたくない 11 7.6
 4. やりたくない 5 3.5
 5. わからない・その他 12 8.3

　約 12%の TAは今後 TAの仕事はやりたくないと
答えているが，80%はまたやりたいと思っている。
　前述の懸念は，「TA制度の枠組みはできたが，中
身がまだ決まっていない状態」で感じたものである。
最初は，TAや TAを使う教員が何をどこまで実施し，
どれほど TAに任すべきかについて合意が出来てい
ない。この合意内容が「作法」ないし「ティーチング・
カルチャー」（注 13）である。今，我々は新しいカル
チャー（文化）の形成に立ち会っている。具体的な
アンケートデータを見る限り，当初の懸念の多くは
解消されつつあるように思われる。TAの仕事には
適性が必要だし，また個々の院生の将来計画と無関
係に TAの仕事を押し付けるのは好ましくないかも
しれない。しかし，院生が将来，大学教員を含む教
職や，企業・研究所などで何らかの形のグループ作
業（研究開発を含む）に従事する可能性があるなら
ば，人付き合いが苦手な院生であっても，必要最小
限のティーチング経験をさせることは有意義であろ
う。

2.3 北大の TA 制度の整備

　文部科学省の通達に対応する北大の規定（注 14）は
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次のとおりである。
　第 1条 この要項は，北海道大学大学院に在学する
優秀な学生に対し，教育的配慮の下に教育補助業務
を行わせ，これに対する報酬を支払うことにより，
処遇の改善に資するとともに，教員・研究者として
のトレーニングの機会提供及び学部教育の充実を図
るため，必要な事項を定める。
　この規定は他大学のものとそれほど大きく異なっ
てはいない。TAの仕事の中身つまり「作法」ない
しカルチャーについては，ほとんど何も記されてい
ない。
　北大の TA訓練の経緯を見てみよう。1995 年に高
等教育センターが新設され全学教育（以前の教養教
育）の改善の取り組みが始まった。小笠原（2006）
によれば，この改善は第 1期は 1989 年からはじまっ
た。その流れの中で，1995 年から始まった新任教
員研修会（FD（ファカルティ・ディベロップメン
ト）に相当する）に続き，TA研修が開始された。「正
規の教員でも研修が必要なのだから教育経験のない
大学院の学生にはもっと必要だろう」（p. 3），とい
う考えから，「FDの内容に準じた語句基礎的な教育
の方法論について，講義やグループ討論」が開始さ
れた（p. 3）。第 2期は 2002 年ごろからはじまり，
TA採用条件の緩和，大規模クラスへの TAの投入が
可能になった。第 3期はその後すぐ，2003 年度か
らはじまり「大規模クラスを20～30人程度のグルー
プに分けて，TAの指導のもとディスカッションや
演習を行なう形式の導入」に応じて「科目の種類に
応じて実験系・情報系・語学系・講義系・演習系な
どのセッションを設けて，きめ細かな指導を行なう
ようになった」（p. 5）（注 15）。
　ここ数年，北大は TAを活用したティーチングの
改善の試みを積極的に行っている（注 16）。北大では
全国的にも例を見ないほど積極的に大学院生に対
する TA研修を積極的かつ効果的に実施しており，
2006 年にはマニュアルを出版している（小笠原 他 
編著，2006）。

4.4 TA と RA

　全ての院生に TAとして働けというのはある意味，
酷であろう。研究者として，あるいは一人前の社会
人として優れたコミュニケーション能力は不可欠で

あるが，だからといって人と接することが苦手であ
る，教えるのが好きではない，あるいはある時期は
ティーチングから離れて研究に専念したいという院
生もいるだろう。そういう院生のためにリサーチア
シスタント制度を TA制度と「対のシステム」とし
て整備する必要があるだろう。
　日本の大学院は，時には徒弟制度であると批判さ
れることがあるが，現在多くの大学で，院生は RA
に近い役割を担っている。これを制度化して給与を
支払って教員の手助けをする仕組みが必要なのでは
ないだろうか。

5.  TA の大志

5.1 大学と学問への情熱 

　大学が単に知識や技術を学ぶだけの場所なら，教
員は決まったことを教育し，学生は決められたとお
りにそれを学習するだけで良い。教員は教育の対価
を給料の形で受け取り，学生は授業料を支払って
サービスを受けとる。教員と学部学生という対極的
な関係の中間にいるのが大学院生であるが，これま
ではあくまで教えてもらうだけの学生であるか，あ
るいは教育指導の名の元に教授や所属研究室の研究
補佐の仕事を無償で行う存在であった。その特殊な
性格は院生が TAとして働くようになるとにわかに
目立ってくる。
　院生が TAとなって教育の一翼を担うようになり，
さらに，米国の一部の大学のように，TA を GSI
（Graduate Student Instructor，院生講師）（注 17）

と呼んでその経歴と能力とオリエンテーションに応
じて単なる教育補佐から独立してカリキュラムの作
成までまかされる講師の役割まで引き受けるように
なると，院生はもはや教員の「学生」よりは「同僚」
に近い存在になる。
　このコンセプトを膨らませ，大学や大学院で将来
の同僚を育成しようという企てが米国で行われてい
る。PFF（将来のファカルティー育成）プログラム
である。PFFは大学の連合組織の名称であるが，個々
の大学で大学への就職を希望する大学院生を対象に
行われるプログラムの名称としても使われる（注 18）。
PFF は TAや若手教員を将来の一人前の大学教員と
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して訓練する一連の研修や指導計画である。ここで
は教員と学生は絶対的な関係ではなく，同じく学問
に志す同僚的な関係として把握される。
　PFF のコンセプトに従えば，教員は，今，自分が
教育している院生が，近い将来，自分の良き同僚と
なる可能性を念頭に対応する。その院生は将来，他
の大学でも，あるは大学以外の職場でも，大学院教
育を受けた高い知性と教養を身に付けた立派な専門
家として生きて行くだろう。TA教育は，専門的な
知識と技術の伝達だけでなく，高度な知識と高い倫
理性とすぐれたコミュニケーション能力身に付けた
社会人として巣立つべく訓練されねばならないとさ
れ，その指導者たる教員はメンターリング（注 19）を
行うことが義務づけられる。アンケート調査のデー
タで TAと学生の関係を見てみよう。

（TA）問 17 あなたは担当科目の TA として学生と

うまく接することができたと思いますか。（n=172）

 項目 数値 %

 1. 大変うまくできた 25 14.5
 2. ややうまくできた 116 67.4
 3. あまりうまくできなかった 10 5.8
 4. うまくできなかった 2 1.2
 5. 学生と接する仕事ではなかった 19 11.0
 6. その他 0 0.0

　1，2 を合わせて 80%以上の TAが学生とうまく
接することができたと答えており，これは好ましい
傾向である。
　我々は単に，授業改善のサポート要員としてのみ
TAを見ているのではない。大学の重要な構成員と
して，また次世代の専門家の地位を担う一人前の社
会人を育てるプログラムの一部として TA支援をし
ようとしている。TAたちが充実した大学院生生活
をしているかどうかは大変気になる事柄である。

（TA）問 24 現在，充実した大学院生の生活をして

いますか。（n=140）

 項目 数値 %

 1. 非常に充実している 49 35.0
 2. やや充実している 66 47.1
 3. あまり充実していない 21 15.9

 4. 全く充実していない 1 0.7
 5. 分からない 3 2.1

　1，2 を合わせて 82%が充実していると答えてい
る。16%の，充実していないと答えた TAにはどん
な問題があり，それは大学側の支援で解決可能なも
のなのかどうか，は今後検討を要する課題である。
無論，個人の悩みは個人のものでありそれを無理に
探り出して何かしようとするのは正しい対処法では
ない。TAが何か問題を抱えているときそれに対し
て何らかの支援ができる仕組みを大学が持っている
ことが重要である。
　学問に志した者は恐らく皆，その学問に対する敬
意の念や愛着心，学問への忠誠心を持っているだろ
う。しかし実際に学問をする場所，研究をする場所，
仕事をする場所はその中身と切ってもきれない重要
な関係を持っている。居心地の良い仕事場や好まし
い人間関係なしには優れた業績をあげることはでき
ない。自分の仕事を支える同僚，友人はどんな職場
でも不可欠である。
　筆者は 2006 年の秋に，UCバークレーを訪問し，
新学期の 3つの集会に参加した。1つは新大学院生
向け，2つ目は新任 TA向け，3つ目は新任外国人
TA向けのものであった。そこで印象的だったのは，
どの会合でも学長や，大学院担当副学長，あるいは
留学生担当副学長たちが，一様にバークレーで学ぶ
ことの意味を力説していたことである。特に大学創
立の目的が社会貢献であることと，高い研究教育水
準を維持していてしかも経費の安い公立学校として
のプライドが強調されていた。

5.2 連帯感と TA の大志

　強い個性と明確な目的を持った大学で学ぶ者同士
の連帯感，そこから生まれる愛校心，忠誠心が学問
教育に重要な役割を果たすのではないだろうか。特
に人生の中でもっとも輝かしい 20 歳前後の時期を
過ごし，その時間のほとんど全てを勉学と独り立ち
準備のために費やす大学生と大学院生時代は，自分
の選んだ大学，地域社会，教師，同級生への愛着の
気持ちなしには実り多いものにはなりえないのでは
ないだろうか。TAは教員と学生の中間的な立場に
いて同じ大学のメンバーとして指導し指導される立
場にいることになる。単に時給で雇われて誰でもで
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きる仕事をこなすだけの存在ではない。教員にとっ
て TAは将来の同僚になりうる存在であると同じ意
味で，TAにとっては担当の学部学生は将来の TAで
ある。
　その意味で「青年よ，大志を抱け」という明確な
メッセージ性を持った北大は，日本で数少ない優れ
た人材育成機関になりうる（注 20）。上意下達型，護
送船団型の横並び大学制度が変わろうとしている
今，TA制度の整備活用が北大に将来の発展を約束
するのではないだろうか。この意味で TAには大い
なる志をいただいて欲しいし，またそれが不可能で
はない環境が整いつつあるように思われる。
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注

1. 本稿は，高等教育センターを中心とする教育
改善研究グループのメンバーである筆者がセンター
の開発研究部と行った 2つのアンケート調査のデー
タを分析，考察したものである。結果の解釈と考察
はセンターや他のメンバーとは異なる可能性があ
る。なお，調査に協力していただいた TAと TAを
使用している先生方，調査票の作成と印刷，配布，
及びデータ入力に尽力して下さったセンターの細川
敏之教授と秘書の佐藤美奈子氏，アンケート実施を
許可してくださった安藤厚開発研究部長に心から感
謝したい。

2. 量的に見ても TAの勢力は無視できない。北
大では全学教育だけで 400 人を超える多数の TAが
雇用されている。この人数は大学に何らかの変化を
もたらすには十分な数である。

3. 詳細は文末の資料を参照されたい。本稿では
アンケート調査のデータに含まれる情報の一部分に
ついて詳しく分析し，考察を行った。本稿において
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直接考察しなかった項目についての分析と解説は資
料の中に含めた。

4. 子安らは 1997 年という比較的早い時期に京
都大学で教授と助手を対象としたアンケート調査を
実施している。TAに関する教員の意識を探るのが
主目的であった。

5. 北海道大学の本体（札幌キャンパス）では TA
研修などを積極的に行っているのは高等教育セン
ターであり，その受け持ち範囲は一般教育（旧教養
課程）に相当する部分である。学部（2年後期，あ
るいは 3年次以降）と大学院にも TAは配属されて
いるが彼らへの対応は高等教育センターは行ってい
ない。これに対し，栗原らは水産学部（函館キャン
パス）で独自の TA研修を実施してアンケート調査
も行い，学部レベルで TA制度の改善を試みている。

6. 「国際社会での先導的役割を担う」リーダー的
人材の育成を行うと理解されている。

7. TA および RA（リサーチアシスタント，実験
助手）の強化は大学の研究機能の強化にも役立つ。
筆者が 2006 年 8 月に参加したカリフォルニア大
学バークレー校の TA研修セミナーでGSI（院生講
師）センター長は次のようなスピーチを行っていた。
「UCBで以前働いていて，今は他の大学に移った教
員（そのほとんどは世界的な業績を持つ研究者だが）
は『機会があればまたUCBに戻りたい。（その最大
の理由は）UCBにはすばらしい TAと RAがいるか
らだ』と言っている」。

8. ティーチング・カルチャーとはティーチング
に関する文化，つまり信念，行動，感情，制度，役
割などを指す。「若者文化」と同じように社会全体
の文化の中の一部，サブ（下位）文化である。大学
でティーチングが重要な仕事であるという信念が核
にある。「作法」と言ってもよい。

9. 北大の TA制度および TA研修に関する詳しい
説明と「作法」について述べられている。

10. 平成 5年度以降の高等教育の計画的整備につ
いて（答申）（平成 3年 5月 17 日 大学審）

11. 「ティーチング・アシスタント制度の現状と
問題点 : 教育学部教育心理学科のケース」子安増生・
藤田哲也，pp. 77-83，京都大学高等教育研究，第2号，
京都大学高等教育教授システム開発センター，1996
年

12.  「（教員）問 25」とは「教員向けアンケート
の問 25」を表わす。

13. 高等教育機関において教育を重要なものと考
えその価値を実践しようとする信念，慣例，行動，
感情，行動パタンなどからなる文化。この文化では
TAもティーチングと研究の両方を行うという意味
で大学の重要なメンバーである。

14. 北海道教育大学ティーチング・アシスタント
取扱要項，制定平成 16年 5月 31 日

15. 第 4 期の課題として小笠原は，TA研修を大
学院の正規の教育課程に組み込むこと（p. 5）を予
想している

16. その一つの試みが，小笠原をリーダーとする
科学研究費による研究プロジェクトである。

17. GSI については宇田川（2005）を参照され
たい。

18. 和賀崇（2003）は，「大学教員準備プログラ
ム」として FDとの関係で PFF を紹介している。宇
田川拓雄（2005）はUCBの先進授業の例をとりあげ，
TA制度と PFF の関係を紹介した。

19. メンターリングについては（宇田川，2006）
を参照されたい。

20. 学生がその大学を強い意志を持ち，将来の自
分の母校として選ぶことが重要である。大学の個性
の大きな部分を規定する創立逸話のメッセージ性か
ら見れば，北大に匹敵するのは福沢諭吉の慶応義塾
大学，大隈重信の早稲田大学，津田梅子の津田塾大
学，新島襄の同志社大学などであろう。 
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第 1 部　TA アンケートの概要

　アンケートは 2006 年度前期の全学教育において
TAとして働いた院生全員と TAを使用した教員全員
に対して別々の調査票を用意し，無記名，自記式で
行った。各学部に依頼し，教員，及び教員を通じて
TAに配布し，教務窓口で回収した。1学期の終わり
に実施した。一人で複数の授業の TAをしている院
生や，複数の授業を担当している教員もいる。担当
授業の数だけアンケートを依頼した。

  担当授業数 回収数 %

 TA 430 172 36
 教員 152 77 53

 計 582 233 40

資　料

　教員の中には一人で複数の異なる授業の TAを使
用している者もいる。院生も一人で複数の授業を担
当している場合がある。個人単位のアンケートの回
収数は次のとおりである。3クラスの TAをしてい
る院生もいた。

  回収人数

 TA 144
 教員 73
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問 9. あなたは TA 担当授業科目のシラバスを読んだ

ことがありますか。（n=144）

 項目 人数 %

 1. 詳しく読んだ 31 21.5
 2. ざっと読んだ 81 56.3
 3. 読んでいない 32 22.2
 4. その他 0 0

問 10. 担当科目の TA の仕事（授業補佐，準備作業，

採点など）について，担当教員から指導を受けまし

たか。（n=144）

 項目 人数 %

 1. 詳しい指導を受けた 52 36.1
 2. 簡単な指導を受けた 83 57.6
 3. 何も受けなかった 8 5.6
 4. その他 1 0.7

問 11. 学生への接し方や TA としてとるべき態度，

言葉遣いなどについて担当教員から指導を受けまし

たか。（n=144）

 項目 人数 %

 1. 詳しい指導を受けた 26 18.1
 2. 簡単な指導を受けた 75 52.1
 3. 何も受けなかった 42 29.2
 4. その他 1 0.7

問 12. あなたは授業時間以外，担当科目の TA の仕

事（実験の準備，打ち合わせ，採点，質問への対応

など）を週当たり平均何時間ぐらい行っていました

か。

　最大 8 時間，最小 0 時間，平均で 1 時間 23 分
（N=170，未回答 2）。

第 2 部　TA へのアンケート

1. 担当科目の種類

 一般教育科目 76
 外国語 37
 専門基礎 50

2. 所属学年

 学年 M1 M2 D1 D2 D3 D4 不明 計

 人数 18 58 25 20 21 1 1 144

　修士が 76名で 53%，半数強が修士である。

3. 所属部局

　研究科別の人数は次のとおりである（計 =144）。
　医学（3），教育（13），経済（3），公共（1），国
際広報（9），工学（14），歯学（1），獣医（5），情
報（33），地球環境（17），農学（4），文学（15），
法学（3），生命（1），理学（25），不明（1）。

4. TA の平均的なプロフィール

　平均年齢 26.4 歳，最高 43 歳，最低 22 歳，性別
は 144 名中，男子が 105 名，女子が 38 名（27%）。
既婚者が16名（11%），平均月収は9万1千円である。

5. TA の仕事についての回答

問 7. 担当授業科目の受講学生人数は何人ですか

　最大 560 人，最小 3 人，平均 47 人。75% は 40
人以下，86%が 60 人以下である。

問 8. 今まで TA として働いたことがありますか。

 1. はい  72 （50%）　
 2. いいえ 72 （50%）
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問 13. 担当科目の TA をやって自分のメリットに

なったと思いますか

 項目 人数 %

 1. 大いにそう思う 56 47.9
 2. ある程度思う 69 47.9
 3. あまり思わない 16 11.1
 4. 全く思わない 3 2.1

問 14. 担当科目の TA は自分が希望して引き受けま

したか。（n=142）

 項目 人数 %

 1. はい 71 4.3
 2. 授業担当教員に依頼された 37 25.7
 3. 指導教員に依頼された 28 19.4
 4. その他 6 4.2

問 15. 今後も担当科目（と同等）の TA の仕事をし

たいですか。（n=144）

 項目 人数 %

 1. 是非やりたい 45 31.3
 2. できればやりたい 71 49.3
 3. あまりやりたくない 11 7.6
 4. やりたくない 5 3.5
 5. わからない・その他 12 8.3

問 16. あなたの TA の仕事に次のような内容が含ま

れていましたか（義務ではなかったが実際に行った

仕事を含みます）（数値は「はい」の回答。n=172）

 項目 人数 %

 （1）実験・実習の準備 117 68.0
 （2）実験・実習の際に
 　　学生の指導・助力 113 65.7
 （3）学生への講義 50 29.1
 （4）セミナーや演習などの
 　　コメント・指導 55 32.0
 （5）採点・評価（試験，課題，
 　　小テスト，クイズ， 76 44.2
 　　レポート，論文など） 
 （6）出席の記録 86 50.0
 （7）学生の質問への回答 130 75.6

問 17. あなたは担当科目の TA として学生とうまく

接することができたと思いますか。（n=172）

 項目 人数 %

 1. 大変うまくできた 25 14.5
 2. ややうまくできた 116 67.4
 3. あまりうまくできなかった 10 5.8
 4. うまくできなかった 2 1.2
 5. 学生と接する仕事ではなかった 19 11.0
 6. その他 0 0

問 18. あなたは TA としての仕事はうまくできたと

思いますか。（n=172）

 項目 人数 %

 1. 大変うまくできた 31 18.0
 2. ややうまくできた 126 78.3
 3. あまりうまくできなかった 11 6.4
 4. うまくできなかった 2 1.2
 5. その他 2 1.2

問 19. TA の仕事に関して授業担当の教員との相談

時間は設定されていましたか。（n=171，未回答 1）
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 項目 人数 % 問 18 の平均点

 1. はい 33 19.3 1.7
 2. いいえ 25 14.6 2.0
 3. 設定はされて
 　いなかったが 113 66.1 1.9
 　いつでも相談できた 

　問 20 と問 18 との関係を見るため，問 18 の 1～
4を得点とみなし，問 1～ 3のグループごとの平均
をとった。教員との相談時間が設定されている方が
TAとしての仕事はうまくできたという評価が多い。

問 20. 担当科目の TA をして楽しかったですか。

（n=172）

 項目 人数 %

 1. 大変楽しかった 68 39.5
 2. やや楽しかった 79 45.9
 3. あまり楽しくなかった 22 12.8
 4. 全く楽しくなかった 3 1.7

問 21. 担当科目の TA として仕事を行うのは難し

かったですか。（n=171）

 項目 人数 %

 1. 大変難しかった 10 5.8
 2. やや難しかった 38 22.1
 3. あまり難しくなかった 88 51.2
 4. 全く難しくなかった 35 20.3

問 22. 担当科目の TA の仕事にやりがいを感じまし

たか（n=172）

 項目 人数 %

 1. 大いに感じた 53 30.8
 2. やや感じた 73 42.4
 3. あまり感じなかった 42 24.4
 4. 全く感じなかった 4 2.3

6 大学生活項目

問 24.  現在，充実した大学院生の生活をしています

か。（n=140）

 項目 人数 %

 1. 非常に充実している 49 35.0
 2. やや充実している 66 47.1
 3. あまり充実していない 21 15.9
 4. 全く充実していない 1 0.7
 5. 分からない 3 2.1

　TAとなる院生のうち 80%以上は充実した院生生
活を送っている。16%余りが充実していないと答え
ている。どんな理由なのかは分からないが，充実し
た生活を送っていないのは好ましくない。
　金銭的なものが関係しているかもしれない。全体
の月収は 9万 1千円だが，「1非常に充実している」
グループの平均は 10万 1千円を超えており，他方，
「3あまり充実していない」「全く充実していない」
グループは 8 万 6 千円と，約 1 万 5 千円の差があ
る。収入の少なさが院生生活の充実化を妨げている
とは言い切れないが，何か関係があるのかも知れな
い。経済状況は本人の生活スタイル，住居形態など
によって大きく変わるので今後詳しい調査が必要で
あろう。大学としては全ての院生が充実した生活を
送れるように大学が可能な範囲で支援する仕組みを
整えるべきである。

問 23. あなたは学生を教える仕事に自分が向いてい

ると思いますか（n=170）

 項目 人数 %

 1. 大いに向いていると思う 37 21.5
 2. やや向いていると思う 89 51.7
 3. あまり向いていないと思う 39 22.7
 4. 全く向いていないと思う 5 2.9
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問 25.  大学院終了後の進路の希望を教えてください

（修士の人は修士課程終了後）。（n=137）

 項目 修士 % 博士 %

 1. 進学・留学 17 23.0 1 1.6
 2. 大学院・研究所 14 18.9 39 61.9
 3. 企業・官公庁行政法人
 　（職員・技術者） 33 44.6 19 30.2
 4. 小中高の教員 1 1.4 1 1.6
 5. その他 9 12.2 3 4.8

 計 74 100 63 100

問 26. あ な た は 人 と 接 す る の が 好 き で す か。

（n=140）

 項目 人数 %

 1. 大好きだ 52 37.1
 2. やや好きだ 71 50.7
 3. あまり好きではない 14 10.0
 4. 好きではない 3 2.1

　これを社会性についての傾向をあらわすと考えて
みよう。一般的には社会性は高い方が好ましい。研
究それ自体は個人的行為であるように見えるが，研
究成果を他者とコミュニケートできる能力，研究グ
ループを作ったりそれを運営する能力は大切であ
る。そのことと人と接することが好きかどうかとは
直接的な関係はないかもしれない。過度の集団主義
的傾向，つまり常に他の人といっしょに行動し，自
分の意志よりも集団のそれを優先させるような傾向
は独創的な研究活動には害になる。しかし TAの業
務を上手にこなすにも有意義な学生生活を過ごすに
も，親密な人間関係は必須であろう。
　問 24 の選択肢の 1，2，3，4 を等間隔尺度とみ
なして問 26 と組み合わせ，平均点を計算した。得
点は低い方が充実していることを表す。社会性の傾
向と生活の充実度はある程度関係があるようだ。

 生活が充実しているか 人と接するのが好き

 1. 非常に充実している 1.52
 2. やや充実している 1.83
 3. 4. あまり充実していな
 　い，全く充実していない 2.09

　また，問 24と問 26 を組み合わせてクロス表分析
をおこなった。カイ二乗検定を行うため，「人と接
するのが大好きだ」を社会性 1，「やや好き，あまり
好きではない，好きではない」を社会性 2とし，充
実に関しては「1非常に充実している」を（A），「2
やや充実している」，「3余り充実していない」，4全
く充実していない」をまとめて（B）という 2つの
グループにわけた。

  社会性 1 社会性 2 計

 充実 A 27 22 49
 充実 B 24 64 88
 計 51 86 137

　検定を行うと 1%の危険率で有意であった。つま
り生活の充実度と人と接するのが好きかどうかとは
無関係とは言えないだろう。

問 27.  忙し過ぎると感じることはありますか。

（n=140）

 項目 人数 %

 1. いつも感じている 19 13.6
 2. ときどき感じる 91 65.0
 3. あまり感じない 22 15.7
 4. 全く感じない 8 5.7
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問 28.  「北海道大学ティーチング・アシスタントマ

ニュアル」（赤表紙の冊子）を読みましたか。（n=136）

 項目 人数 %

 1. タイプ別の該当部分以外も読んだ 32 23.5
 2. 該当部分だけ読んだ 91 66.9
 3. 読まなかった 13 9.6
 回答なし 8
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第 3 部 教員に対するアンケート結果
（回収 73名）

1. プロフィール

　73 名中，女性は 6名，未回答が 1名。職階では
教授が 41名，除去中 29名，不明その他が 3名。教
育歴 16年，平均年齢 50歳。今回初めて TAを使用
したのは 17 名。11 名が TAを使った授業を受けた
ことがある。日本に学部教育に TA制度が本格的に
導入され始めたのが約 10 年前であり，一番若い 31
歳の方以外は導入時には学部を卒業していたはずな
ので，ほとんどが外国の大学で経験したのであろう。
教育歴は最長 35年，最短 2年，平均 15年である。

2. 担当科目

 一般教育科目 37
 外国語 12
 専門基礎 13

3. 担当科目について

問 5.  この授業の受講学生数を教えてください。複

数の教員で学生を分割して担当している場合は，実

際に担当する学生数を教えてください。複数の教員

がローテーションで担当する場合は登録学生数を教

えてください。

　最大 2600 人（英語のオンライン授業），最小 1人。
この 2600 人の授業を除外した平均は 64 人である。
約 80%が 100 名以下の授業である。

問 8.  授業内容の指導

 項目 人数 %

 1. 十分な指導を行っている 12 15.8
 2. 簡単な指導を行っている 49 64.5
 3. あまり指導は行っていない 10 13.2
 4. 指導はまったく行っていない 5 6.6

問 9.  礼儀などの指導

 項目 人数 %

 1. 十分な指導を行っている 7 9.2
 2. 簡単な指導を行っている 37 48.7
 3. あまり指導は行っていない 21 27.6
 4. 指導は全く行っていない 12 15.8

　これは「学生に対する態度，礼儀，言葉遣いなど
の指導を行っていますか」という質問への回答であ
る。院生は大人なので分かっているはずだが，でき
れば確認の意味で繰り返し指導することが好まし
い。

問 10.  担当している授業で TA には次のどの仕事を

させていますか。複数の TA を使用し，異なる仕事

をさせている場合は，一番重要な仕事についてお応

えください。

 項目 「はい」の数 %

 （1）授業の準備
 　（実験，実習，演習など） 65 87.8
 （2）出欠の確認・記録 47 64.4
 （3）レポート，宿題，課題
 　などの評価・採点 29 42.6
 （4）学生指導・質問への対応 47 66.0
 （5）討論の司会 2 3.2
 （6）講義（の一部）を担当 10 16.4

問 11. あなたは担当科目の TA がその職務を上手に

遂行できるように教育・指導することに関してどの

くらい自信がありますか。

 項目 人数 %

 1. 大に自信がある 18 24.0
 2. やや自信がある 41 54.7
 3. あまり自信がない 7 9.3
 4. 全く自信がない 0 0.0
 5. 特に教育指導の必要ない 5 12.0
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問 12. TA 使用の感想

 項目 人数 %

 1. 大変役に立った 54 70.1
 2. やや役に立った 20 26.0
 3. あまり役に立たなかった 1 1.3
 4. 全く役に立たなかった 0 0.0
 5. 特に感想はない 2 2.6

　役に立ったという感想がほとんどである。

問 13. TA との打ち合せ時間 

　平均で週当たり 1時間 22 分かけている。0時間
から 30時間まで様々である。

問 14.  拘束時間を越えないように意識していたか

 項目 人数 %

 1. はっきり意識していた 39 50.6
 2. やや意識していた 22 28.6
 3. あまり意識していなかった 12 15.6
 4. 全く意識していなかった 4 5.2

　8 割近くの教員が時間に留意していた。

問 15. この授業で，TA は必要ですか

 項目 人数 %

 1. 是非必要 61 79.2
 2. やや必要 12 15.6
 3. あまり必要ではない 3 3.9
 4. 全く必要ではない 1 1.3

　必要と考える教員は 73 名で 9割以上である。あ
る授業で TAが必要がなければその分を必要な授業
に配置替えすればより効果的であろう。

問 16. あなたはこの授業を実施するにあたって，使

用している TA の授業補佐能力に満足ですか，不満

ですか。

 項目 人数 %

 1. 大いに満足だ 48 62.3
 2. やや満足だ 26 33.8
 3. やや不満だ 2 2.6
 4. 大いに不満だ 0 0.0

　TA の能力に不満があると答えた教員は 2名だけ
だが，問 15のデータで見ると，2名とも TAは是非
必要だと考えている。

問 17. 今後もこの授業で TA を使い続けたいですか。

 項目 人数 %

 1. はい 76 98.7
 2. いいえ 1 1.3

　1 名以外は全員今後も TAを使うことを希望して
いる。つまり，現在 TAを使用している教員のほぼ
全員が TA使用の継続を望んでいる。残り 1名は，
現在の TAの能力に大いに満足しているが，その授
業に TAがあまり必要ではないと考えている。

問 18. あなたはこの授業で TA を使用するのに都合

が良いように授業の内容や授業の仕方を，使用前と

比べて意識していますか。

 項目 人数 %

 1. 大いに変更，意識している 25 32.5
 2. やや変更，意識している 26 33.8
 3. あまり変更，意識していない 19 24.7
 4. 全く変更，意識していない 3 3.9

　60%以上の教員が授業の内容ややり方を変えてい
る。
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問 19 . この授業を担当している理由は次のどれです

か。

 項目 人数 %

 1. もともと自分の担当科目
 　　である 27 35.1
 2. 学科（学部）の持ち回り
　　　　で担当している 35 45.5
 3. 責任はないが自分が進んで
 　　　望んだ 15 19.5

問 20.  あなたはこの授業を担当してどのくらい「や

りがい」を感じていますか。

 項目 人数 %

 1. 大いに感じている 37 48.1
 2. やや感じている 34 44.2
 3. あまり感じていない 5 6.5
 4. 全く感じていない 0 0.0

問 21. この授業を行うために使っている時間（準備，

予習，評価などを含む）の，全職務時間に対する比

率を教えてください。

　最大が 70%，最小が 1%，平均が 10.3% であっ
た。これは教員の職務時間における仕事の比率（エ
フォート）を調べるものである。仮に 1科目 10%
必要として，週 3科目授業を受け持つと約 30%が
教育にとられる。残りの 70%で研究と管理運営を
行わねばならない。70%の時間を一つの科目に使っ
ている教員は，他の授業，研究，管理運営にかける
時間はかなり少ない。逆に 1%しかかけていない教
員は，労働時間を 40 時間 / 週とすると 0.4 時間，
つまり 24 分しか使っていない。週当たり一授業に
24分しかかけないということはグループで分担して
いる授業であろう。そうでない場合，この数値は回
答者の勘違いの可能性がある。単に一コマ 90 分の
授業を実施するだけで 3.75%のエフォートになる。

問 22. あなたは今まで TA として働いた経験があり

ますか（n=66）

 項目 数値 %

 1 ある 9 13.6
 2 ない 57 86.4

問 23. 院生が TA を経験することは院生にとって有

用であると思いますか。（n=67）

 項目 数値 %

 1. はい 60 89.6
 2. いいえ 1 1.5
 3. どちらとも言えない 6 9.0

　TA は院生にとって有用だという意見が多い。教
員は全体として TAの使用を歓迎し，また院生にとっ
ても有用と判断しているが，TAの雇用には予算が
かかり，また院生の勉学の時間の一部を裂くことに
あんるから，どのような意味で有用なのかは今後の
研究の課題であろう。

問 24 あなたの TA の使用経験の回数を教えてくだ

さい。（n=62）

　平均で 5.5 回である。

問 25 今まで TA を使った授業を学生の立場で受け

た経験はありますか。

 項目 数値 %

 1. ある 10 15.4
 2. ない 55 84.6

問 26 授業の仕方や教育方法の研修を受けたことが

ありますか。（n=67）

 項目 数値 %

 1. ある 29 43.3
 2. ない 38 56.7
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問 27 あなたは一般に，学生を教えること（教育す

ること）がどのくらい好きですか。（n=67）

 項目 数値 %

 1. 大変好き 24 35.8
 2. やや好き 37 55.2
 3. あまり好きではない 6 9.0
 4. 全く好きではない 0 0.0

問 28 「北海道大学ティーチング・アシスタントマ

ニュアル」（赤表紙の冊子）を読みましたか。（n=65）

 項目 数値 %

 1. タイプ別の該当部分
 　　以外も読んだ 9 13.8
 2. 該当部分だけ読んだ 38 58.5
 3. 読まなかった 18 27.7





Part　V　
付録２ ̶̶ 北海道大学の全学教育　



Part　VII　
TA 業務に関する事務情報　
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　北大に入学した学生は，最初の 1年から 1年
半，高等教育機能開発総合センター（以下「セ
ンター」）で，主として基礎教育と教養教育を受
けます。ここでの教育は，学部の壁を取り払っ
て全学的な規模で行われているので，全学教育
と呼ばれています（表１）。数学や物理など理系
の基礎科目を中心とする基礎科目は，重要な専
門教育の一部で，進路に応じて必要な科目を勉
強します。一方，教養教育については，2001 年
度から「コアカリキュラム」が採用されました。
「全人教育」という札幌農学校以来の伝統は，こ
のコアカリキュラムに生きています。

コアカリキュラムとは何か？

　表１の教養科目のカリキュラムには，およそ
北大の卒業生であれば専門の違いに関わらず必
ず身につけていなければならない素養が明示さ
れています。この部分をコアカリキュラムと呼

北大モデルのさらなる発展へ
─大学院重点化時代の教養・基礎教育─

ぶのはそのためです。
　コアカリキュラムの内容は，普遍性の高いも
のであると同時に，現代社会の問題となんらか
の形で結びついています。それぞれの学問分野
の社会的・歴史的な位置づけや将来への展望ま
でを包摂するもので，厳選された題材にもとづ
いて，教師と学生，学生と学生が討論し，考察
することがこのカリキュラムの趣旨です。主と
して一年生の非専門の学生に対してこのような
授業ができる先生は，それぞれの分野でもっと
も優れた見識を持つ専門家だけですが，さいわ
い，北大は総合大学として，それぞれの分野に
おいて多くの優れた専門家を擁していますので，
全学の協力による「最良の専門家による最良の
非専門教育」が行われています。
　北大のコアカリキュラムの特徴の一つに，先
駆的な一般教育演習にあります。クラスあたり
の受講者数を 20人以下に限定したゼミナール式
の授業で，学問を通して，教官と学生，学生と

表 1.  全学教育の内容

教養科目（コアカリキュラム）
 1. 主題別科目 思索と言語，歴史の視座，芸術と文学，
  社会の認識，科学・技術の世界
 2. 総合科目 環境と人間，健康と社会，人間と文化，特別講義
 3. 共通科目 体育学，情報学，統計学，インターンシップ
 4. 外国語科目・外国語演習
 5. 一般教育演習

基礎科目 人文科学の基礎，社会科学の基礎，数学，物理学，化学，生物学，地学，
　　　　　自然科学基礎実験，基礎自然科学実験，心理学実験

＜パートV：付録 2--- 北海道大学の全学教育＞
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学生が触れあうことが特徴です。（１）コミュニ
ケーション能力を高め，（２）学問や社会の多様
性を理解し，（３） 研究の一端に触れながら独創
的かつ批判的な考え方を身につけ，（４）社会的
な責任と倫理を理解することを目指しています。
この形式の演習は，最近では多くの大学で行わ
れるようになりましたが，北大はすでに 80年代
末から始まっており，現在では前期・後期合わ
せて 170 科目が開講されていて，全国的にもっ
とも充実しています。今では一年生のほとんど
全員（のべ 3, 000 人）が履修しています。
　一般教育演習の特別編として，大学附属の演
習林，牧場，練習船，火山観測所などを利用し
た合宿形式のフレッシュマンセミナーが試行さ
れており，「自然に学べ」という札幌農学校以来
の伝統が生きています。この演習と主題別科目
の一部は「論文指導」の科目に指定されており，
少人数クラスで徹底した文章の指導が行われて
います。

新しい学士教育課程への道

　このように北大の教養・基礎教育は，内容が
豊富で水準が高いだけでなく，それを支える全
学的支援のシステムがしっかりしていることで
も有名です。最近では，「（教養教育の）北大モ
デル」という言葉が通用するようになりました。
しかし北大モデルは，当然ながら一朝一夕にで
きたものではありません。実は，半世紀も前に，
一人の優れたリーダーがこの方向を示し，それ
にもとづいて計画的につくられてきたものなの
です。その究極の目的は，大学院大学において
新しい機能を備えた学士教育課程をつくること
でした。
　戦後の学制改革によって，旧制の帝国大学，
大学，高校，専門学校などすべての高等教育機
関が廃止され，一県一大学主義にもとづいて新
制大学がつくられました。1949 年に行われた新
制北大の最初の入学式で，当時の伊藤誠哉学長
は次のような有名な告示を行いました。

　（１）従来の大学と異なって一般教育に重点を
置く。これによって，広い視野に立っての人生観，
世界観を確立し，また人格を完成し社会人とし
ての資格を得るとともに，専門的研究の基礎と
する。
　（２）大学を高等専門教育機関でありかつ研究
機関に進む準備教育機関と位置づけ，研究およ
び研究者養成機関として大学院をおく。
　（３）従来のつめこみ主義を排し，学生の自発
的自習に重きをおく。
　（４）従来と異なった性格の大学院をおく。大
学院は従来の大学に相当するもので，新しい研
究機関であり研究者養成機関である。広義の大
学は（新制の）大学と大学院の両者があっては
じめてその使命をまっとうする。
　さらに伊藤誠哉学長は，現状では総合大学に
おいてのみ大学院を置き得る状態であるが，北
大はその条件を満たすがゆえに大学院への準備
機関としての性格が強く，論理的には一般教育
を学部教育の中心にすえるべきだと述べました。
　このようにして，新制北大はあえて官制の教
養部をおかず，それぞれの学部に籍を置く教官
が協力して一般教育を担当するという「北大方
式」を採用しました。実際には「一般教育担当」
教官が 1，2年次教育の多くを担当していました
が，各学部の第一線の教官もごく自然に一般教
育に協力しました。「最良の専門家による最良の
非専門教育」という新制北大のユニークな伝統
がこのようにしてつくられました。
　伊藤誠哉は農科大学の一期生であり，札幌農
学校一期生の宮部金吾の直系の弟子でした。一
方，第一次近衛内閣のころから大学改革を構想
し，戦後に占領軍の民間情報教育局と連携して
一気に新制大学の枠組みをつくったといわれて
いる東大総長の南原繁は，矢内原忠雄，阿部能
成，天野貞祐，森戸辰男などとともに明治末か
ら大正にかけて旧制第一高等学校に形成された
「新渡戸スクール」の一員でした。このスクール
の精神的な支柱は，いうまでもなく新渡戸稲造
と内村鑑三でした。このような背景を考えれば，
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図 1. 高等教育機能開発総合センターの組織

・ 高等教育機能開発総合センターは，互いに機能連携する 4部から構成され，研究部
には 9名の専任教官が配属されています。

・ 全学教育のあり方は，教育担当副学長（理事）を委員長とする全学的な「教務委員会」
及びセンター「運営委員会」「全学教育委員会」で審議されます。

新制大学の理念を忠実に体現した大学が，この
札幌の地につくられた理由が理解できるでしょ
う。
　伊藤誠哉が五十余年前に明快に掲げた大学院
大学と新制大学の理念は，半世紀もの紆余曲折
を経て結局は現実のものとなりました。
　その第一の転換点は，10 年前の大学設置基準
の大綱化です。これで教養課程と専門課程の区
別が廃止されましたが，これはもともと学部教
育における教養教育と基礎教育を強化する目的
で行われたものです。北大は，学内措置にすぎ
なかった教養部を廃止し，新たに官制の「セン
ター」を創設しました。現在のセンターは図１
のような組織で運営されています。北大では，
設置基準の大綱化に伴って「教養部が創設され

た」と言われているのはそのためです。他の国
立大学の多くも，全学支援体制を採用して学部
教育の強化をはかりました。「北大方式」が全国
標準になったのです。
　第二の転換点は，大学院重点化政策です。北
大においては，2000 年度にすべての「学部」が
重点化され，学部の教育組織は大学院に付置さ
れる形となりました。高等職業教育と専門教育
の主要な部分を大学院が担うとすれば，「狭義の
大学」すなわち学士課程では，教養教育と基礎
教育が中心になります。北大で 90 年代後半に
行われた「学部一貫教育体制における全学教育」
に関する改革や，最近の「教養教育のコアカリ
キュラム化」は，このような次世代の大学教育
の在り方を強く意識しています。

運営委員会

高等教育開発研究部（高等教育開発研究委員会）

センター長補佐

センター長
入学者選抜研究部（入学者選抜研究委員会）

生涯学習計画研究部（生涯学習計画研究委員会）

全学教育部（全学教育委員会）　（小委員会）

予算・施設等関連委員会

○○科目担当責任者会議
責任部局
　○○科目企画責任者
　○○科目担当責任者
　……

準責任部局
　○○科目担当責任者
　……

その他の部局
　○○科目担当責任者
　……

○○科目担当責任者会議
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今後の展望

　北大の教養教育と基礎教育は，大学院大学を
目指した先進的な内容とシステムを備えていま
す。コアカリキュラムは，いずれにせよグロー
バルな環境で活躍することになる若者に対して，
国際的にもレベルの高い文化的素養を身につけ
させることを目的としています。専門教育に連
続的につながる基礎教育は，それぞれの分野で
リーダーとして活躍するための専門知識の基盤
を形成するものです。大学院重点化大学におけ
る学部教育は，このような目的に沿って，効率
的に合理的に設計され実施される必要がありま
す。
　そのために，第一に，学生および教官の意識
を高める必要があります。専門基礎科目はとも
かく，コアカリキュラムがすべての専門にとっ

て必須であるという意識は，残念ながらまだ十
分に育っていません。また，教員と学生の双方
にとって，全学教育に熱心に取り組むためのイ
ンセンティブが十分ではないという問題もあり
ます。この問題の解決のためには，大学院大学
における学士教育課程の役割をさらに見直す必
要があるでしょう。
　第二に，教授法を改善する必要があります。
伊藤誠哉がいう「自発的自習」のための方略（ラー
ニングス・ストラテジーおよびタクティクス）
の確立のためには，教員・学生双方の創造的な
努力が必要です。センターの高等教育開発研究
部は，現在この教授法の問題と教育評価の問題
に全力を傾けて取り組んでいるところです。

（小笠原正明）
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V.2  進化するコアカリキュラム
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　北大のコアカリキュラムは，リベラルアーツを中心に，外国語科目，情報科目などを含み，専門教育の基礎とな
る基礎科目とは区別して，純粋な教養科目(非専門教育)と位置づけられ，「最良の専門家による最良の非専門教
育」をモットーとして，全学の広い協力により運営されています。
　北大のコアカリキュラムは，日本の大学の新しい教養教育の一つのモデルです。その特色は，
　①シンプルな構造と高い普遍性を備えた科目群からなり，
　②多様な新機軸の科目が次 と々開発され，
　③教員研修(ＦＤ)・教授法開発・教育評価の仕組みが整備されていることです。
　高等教育機能開発総合センターを中心とした，責任部局と全学協力による「新北大方式」の教育実施体制と研
究部のＦＤなどの活動が効果的に連携して，不断に進化するコアカリキュラムが構築されています。

　北海道大学は，札幌農学校以来「フロンティア精神」「国際性の涵養」「全人教育」「実学の重視」という４
つの基本理念を掲げ，学問の自主・自由を培ってきました。コアカリキュラムはこの伝統を発展させ，人類の
新しい知的フロンティアを切り開く21世紀の開拓者を育てるため，2001年から始まりました。
　これらの理念に基づき，学士課程では全学教育科目(教養科目と基礎科目)，専門科目および国際交流科
目という４つの区分のカリキュラムを用意しています。
　さらに，教養教育の目標を示す４つの指針を掲げています。
　①高いコミュニケーション能力
　②社会・文化の多様性の理解
　③創造的な思考力と建設的な批判能力
　④社会的な責任と倫理の自覚

北海道大学の基本理念と教養教育の目標（図1）

　コアカリキュラムは「社会参加をうながし，生涯学習の第一歩を踏み出させる」ことを目指しています。
○主題別科目は，単一の学問分野をもとにした主題別講義です。
○総合科目は，複数の学問分野を融合した総合講義です。
○共通科目には，体育学，情報科目，統計学，インターンシップ科目が含まれます。
○一般教育演習は，のべ２千人以上の新入生が受講する，全国最大規模の初年次ゼミです。
○外国語科目では，CALL授業やTOEFL-ITP試験の導入などの新しい試みが始まりました。

コアカリキュラムの構造（図2）

北海道大学の基本理念
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　コアカリキュラムは，責任部局(文・教育・法・経済・理・工学部，外国語教育センター)と準責任部局(薬・農学部)
を中心に，その他の学部・研究所・センターなど学内の広い支援・協力で実施されています。
　2010年度には，一般教育演習は12学部＋12部局(研究所，センターなど)が161科目，総合科目は12学部＋
11部局が60科目を提供しています。
　各学部・部局には，各科目の企画責任者・担当責任者が置かれ，開講計画の調整にあたっています。

　全学教育に関するすべての情報は，全学教育委員会，科目責任者会議，４研究部のトライアングルを通して分
析・検討され，ＦＤ，教授法・科目開発，教育評価などが効果的におこなわれています。
　機構では，教養教育と密着して，全学ＦＤ合宿とＴＡ研修会（1998～）をおこなっています。これらの活動は全
国的にも注目され，先導的な役割を果たしてきました。
　コアカリキュラム・パンフレット（2001）を毎年すべての新入生に配付し，センターロビーに全学教育タワーを設
置して，コアカリキュラムの目標を周知しています。
　教員向けには，一般教育演習と論文指導のガイドライン（2002）をつくりました。
　学生による授業評価アンケートを，全国に先駆けて1993年に試行，99年から毎年実施しています。 
　2002年に「成績評価基準の明示と厳格な成績評価の実施」の通知が出され，全学教育科目については，2003
年度以降，成績評価基準のガイドラインを設定し，授業科目・担当教員・クラス別の成績評価分布（秀・優・良・可・
不可の％）をホームページで公開しています。また，GPA制度，CAP制と合わせて，単位の実質化・自習促進の取り
組を進めています。

　2005年からＧＰＡ制度，2006年からは履修登録単位数の上限設定を実施して，「単位の実質化」を目指して
います。大学の授業は１単位につき，予習・復習を含めて45時間の学習が必要です。

　コアカリキュラムの内容は，センターと全学の協力により，年々充実されています。
○「一般教育演習」は1970年代に始まり，現在はフレッシュマンセミナーと位置づけられています。
○1995年，全学教育の開始とともに「論文指導講義」が始まりました。
○1998年に始まった北大ＯＢらによる特別講義「大学と社会」は大好評です。
○2001年，一般教育演習の中で図書館職員が文献検索法を指導する「情報探索入門」が始まりました。
○札幌農学校以来の「自然に学べ」の教えを活かし，函館・水産学部の練習船，静内研究牧場や道北の研究
林などを利用した「フィールド体験学習」（2002～）は，もっとも人気の高い科目です。

○2002年から「ものづくり」にチャレンジする「工学的創成実験」や，北海道立近代美術館・札幌の国際音楽
祭ＰＭＦ・札幌交響楽団などと連携した「芸術科目」が始まりました。

○2003年から多人数講義と少人数のケース・スタディを組合せた「科学・技術の倫理」が始まりました。
○2006年からコアカリキュラムの考え方を応用して「理科基礎科目」「自然科学実験」が一新されました。
○研究部では，演示実験・ＴＡの補助・グループ討論などを導入した「初習理科」パイロット授業，インターン
シップ科目，高校生の教養科目への参加（2004～），キャリアデザイン（2005～）などを開発しました。

進化するコアカリキュラム（図3）

http://infosys3.academic.hokudai.ac.jp/neo_univ/

成績分布ＷＥＢ公開システム
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総合入試制度の導入と総合教育部の発足について

総合入試制度の導入について

　北海道大学では成 23年春の入学試験から「総合入試」を導入しました。これは，進学先学部，専攻，
あるいは専門分野を決めずに入学し，一年間北海道大学の教育，研究，教員の個性を十分理解をした
上で，２年次に進級の折，自分の学びたい学部，専攻，専門分野に移行するという制度です。いわゆ
る「大くくり入試」と呼ばれている入試方式です。
　北海道大学は，入学試験の多様化を進め，分離分割方式を維持するという国大協の方針を保ちながら，
このような入試制度の改革を実施しました。この制度改革により，本学の試験機会は，AO入試，前期
日程，後期日程と都合３回提供されることになります。平成 23年度から図１のように学力試験を課さ
ないAO入試，学部別学力試験（前期および後期日程），そして総合入試（前期日程のみ）と３種類の
入試が実施されます。AO受験資格は特殊なので，誰でもが受験できるわけではありませんが，少なく
とも前期，後期の２回の受験機会は確保されています（図１）。

高等教育推進機構副機構長　　山 口　淳 二

図 1.  北海道大学の入学試験

＜パートVI：付録 3--- 総合教育＞
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　この総合入試導入とともに，部局による入試対応が少し変わりました。文系のAO入試が廃止され
る一方，医学部ではAO入試が新たに導入され，医学部医学科の後期試験が廃止されました。
　所属する学部あるいは学科，専攻を決めずに入学する方式を導入する理由は次の様なものです（図
２）。
　第一に，大学進学を志す高校生あるいは大学受験生の進路選択能力の低下が見られることです。能
力がないというより余裕がないといった方が適切です。受験戦争と周囲からあおり立てられ，「行きた
い」より「入りたい」が優先し，大学で何を学んだらよいかをじっくり考えている余裕がないと思わ
れます。はっきりとした勉強の目標を持たないで入学した学生は，入学してもさらに勉強を続けると
いう意欲が起きてきません。
　二番目として，大学の中身がその看板からは分かり難くなっていることです。学部，専攻，講座あ
るいは専門分野の名が，学問の細分化と専門分化にともなって，多くは伝統的な名称から “今，そこ
でやっている” 内容を示す表記に変っています。また伝統的な分野名称にそぐわない新しい学際的な
分野もあります。このため，受験生にとって分野名あるいは組織名からその中身，つまりそこで行わ
れている研究と特に教育を想像することが難しくなっています。受験生が専門分野の実際の中身を知
らずに，看板から内容を推測しただけで入学すると，「こんなはずではなかった」「こういう分野とは
知らなかった」という違和感，時には失望感を味わうことになり，これも入学後の勉学意欲をそぐ原
因となっています。
　このような，入学前の予想と入学後の現実のミスマッチは，結果的に学生の長期欠席，不本意な休
学や退学などにつながり，大学としては大切な人材を失うことになります。
　最後に，毎年行っている新入生へのアンケートでは，「とにかく北海道大学に入りたかった」「北海
道あるいは札幌で生活したかった」という進学理由を挙げる学生が 50％近くあります。
　以上のような理由から，本学進学を望む学生が，行き先を決めずにまず入学し，1 年間の学習や学
生生活を通して「本当に自分が学びたいこと」をはっきりさせ，自分にふさわしい学部・学科を選ぶ
ことができる制度を導入することは，入学する者にとっても，受け入れる大学にとっても意義が大き
いと考えました。
　このような「総合入試」制度は，残念ながらいろいろな理由ですべての学部に均等に適用されては
いません。本学の全募集人員2,485名の中で，総合入試枠は1,127名（45％強），文系100名，理系1,027

図 2.  総合入試導入の理由
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名で，すべて前期日程で実施されます。前期日程に限れば，理系では，理，工，農，薬 4学部の全定員と，
医，歯，獣医，水産の定員の一部が含まれます。

総合入試で，全学教育はどう変わるか

1.  総合教育部の発足

　従来は，学部別入試で入学した学生は，それぞれの学部に１年次生として所属し，全学教育部で提
供するカリキュラムから，所属する学部が指定する科目を受講し，必要な単位を取って進級していま
した。
　平成 23年度からは，この制度が抜本的に変わります。まず，様々な入試によって選抜され入学した
学生は，全員「総合教育部」にて学びます。総合教育部では，文系，理系それぞれ一種類の統一カリ
キュラムで教育されることも新しい特徴です（図３）。今まで本学で培ってきた全学教育科目を精選し
た，共通の教養教育，基礎教育をみっちり行います。従って，取得単位要件を示した実行教育過程表も，
基本的には文系，理系一種類となります。ただ理系でも医学部医学科は理科での要件の設定が，同保
健学科は指定単位数が異なります。
　単純にはなりましたが，基本的には従来の全学教育科目の柱であったコアカリキュラムの仕組みは
変わりません。また今まで通り全学教育としてその内容は全学の全学年に提供されます。

図 3.  総合入試とカリキュラム
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　次にクラス編成です（図４）。文系では，基礎クラス（以後クラスと呼びます）として，学部別クラ
スとは別の 2クラスを編成します。一方，理系では，受験した入試形態とは無関係に，50名程度を一
クラスとした合計 37のクラスを編成し，学生はこのどれかに所属することになります。従って，各ク
ラスには，理系のすべてのAO・学部別入試と総合入試で選抜された入学者が混在することになります。
これが最大の特徴です。

図 4. クラス編成と学部・学科への移行

図 5.  移行の方法
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　このようにして一年間じっくり学んだのち，学部別入学生は，進学先学部に進級しますが，総合入
試の学生は，2 年次へ進級するとともに学部・学科へ移行します ( 図４)。また，この際，定員に限り
がありますが，異系移行，つまり文系から理系学部等，理系から文系学部等への移行が可能になります。
本人の希望と 1年次に修得した科目の成績評価により，移行する学部・学科（一部の学部では専攻，コー
スまで）が決定されます（図５）。移行先決定作業は，コンピューターのプログラムに従って進行しま
す。全ての手続きを通じて，学生が希望しない学部・学科等へ移行することはありません。

２． 学生支援体制

　総合教育部体制では，クラス編成が学部単位でないことがお分かりいただけましたでしょうか。ク
ラス編成が従来と変わることへの対応として日常生活並びに学修に対する支援を充実するとともに，
総合入試入学学生の進路選択にも十分な支援体制を整備しました（図６）。

1）クラス担任制度の充実
　各クラスには，クラス担任，副担任が任命され，学生生活や学習など全般的な指導を行います。

2）アカデミックサポートセンター (ASC) とピアサポートセンター
　大学に入る前と入ってからでは，同じ科目名でも考え方，進め方，学び方に大きな違いがあります。
このため入学後にスムーズに大学教育のペースに適応できるよう，また途中で意欲を保てなくなった
場合の支援を充実させました。

図 6.  支援体制
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　ASC にはベテランの教員をアカデミック・アドバイザーとして配置し，またアカデミック・インス
トラクター等を配置して，学生の迷いや進路相談などに的確なアドアイスを与えられるようにします。
　同時に，昨今の学生の気質にも対応して，上級生による日常生活や学習上の様々な相談に応じるピ
アサポートセンターも開設されています。
　さらには，各学部・学科への進路選択に関する詳細な情報提供を目的として，各学部において学部
相談員（仮称）を指定し，学生の相談に対応してもらう予定です。
　総合入試で入学すると，1 年間の大学生活の後に自分の興味や適性に合った進路を選べるという大
きなメリットがある一方で，多くの分野に関心が生じてかえって進路決定に迷いがでるかも知れませ
ん。北大の各学部・学科での学問と研究を分野やキーワートごとに整理した各種のマップで，直感的
に自分の興味分野とそれを学べる可能性について知ることかできます。このような「アカデミック・マッ
プ」は冊子とオンラインの両形式で公開されます。これにより，入学前には思いもしなかった専門分
野への移行を決める者も出てくることでしょう。

3）学生相談室と保健センター相談室
　学部別のいわば身内だけのクラスで生活していても，人間関係や修学にもとづく様々な問題を抱え
る学生は出ます。総合教育はクラスの中で様々な特徴を持つもの同士が切磋琢磨する方式ですから，
今までとは異なる悩みを持つ学生も出てくるかもしれません。これらの多くの悩み相談の窓口として，
従来の学生相談室を拡充し，また保健センター相談室も近くに移転してきたことを機に相談体制を充
実し，学生の様々な悩みに対応する体制を充実させました。

　総合入試の導入とこれに伴う 1 年次の新しい教育体制を確実に進めるために，今まで高等教育機能
開発総合センターと全学教育部で実施してきた全学教育実施体制を変更しました。各部局の協力を得
て，高等教育推進機構を設置し，その中に，全学教育部，総合教育部，教育研究部，教育支援部の４
部を置き，全学的協力のもと，一年生に総合教育を行う体制を整え，平成 22年 10 月１日から動き始
めました。今後も新たな実施体制の充実を図っていきますので，ご協力のことよろしくお願い申し上
げます。
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T・A業務に関する事務処理の概要

1. 授業の前に行うこと

○ 出勤簿への押印

　T・Aは授業に際して，毎回必ず 学務部教務課 全学教育担当（写真 1）（農学部，医学部，
環境科学院において採用手続きを受けた方は，当該部局事務担当）にある T・A出
勤簿（写真 2）に押印 してください。これがないと，給与を支払うことができません。
　なお，採用部局から交付された「発令及び労働条件通知書」は，大切に保管するようにしてください。
　また，T・Aはそれぞれ勤務時間数が決まっておりますので，事前に授業担当教員と出勤日について
打ち合わせをしておいてください。

※ 学務部教務課全学教育担当は，高等教育推進機構南側の入り口（情報教育館側）から入ってすぐの
場所にあります。内線 5084

（ここでは T・A業務に関する事務処理と視聴覚機器の貸出等について説明します。）

＜パートVII：TA 業務に関する事務情報＞

写真 1.  学務部教務課全学教育担当　
（入り口が写真の右端にみえている）

写真 2.  出勤簿が入り口左側の
カウンターの上にある
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○ 視聴覚機器の鍵とマイク

　学務部教務課全学教育担当には，出勤簿の他，入り口正面の棚に 「視聴覚機器操作卓の鍵」と
「マイク」が入った袋（写真 3） が部屋ごとに用意されていますので，必要に応じて持って行って
ください。（注 : マイクがなく，視聴覚機器操作卓の鍵だけの教室については，学務部教務課全学教育
担当の入口右側に鍵（写真 4）を用意しています。）
　また，それ以外にも以下のような機器を用意していますので，必要に応じてお持ちください。

 ・ 液晶プロジェクター
 ・ パソコンとプロジェクターをつなぐコード（RGBケーブル）
 ・ レーザーポインター
 ・ インターネットのコード（LANケーブル）
 ・ 電源延長コード
 ・ スライド映写機
 ・ CD ･MDプレーヤー
 ・ カセットテープレコーダー
 ・ OHP
 ・ ポータブルマイクセット

※ 注意 学務部教務課全学教育担当ではパソコンの貸し出しは行っておりませんので， 
注意願います。

 クリッカーを使用する場合は，学務部教務課全学教育担当にお申し出ください。

写真 4.  入り口右側に鍵がある写真 3.  入り口正面の棚に「視聴覚機器操作卓の鍵」
と「マイク」が入った袋 がある
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2. 視聴覚機器等の操作について

○ 事前準備として「機器操作マニュアル」を読んでおく

　視聴覚機器の使用方法は，教室によって異なりますので，教室に備え付けの「視聴覚機器マニュ
アル」（次ページの図 1に例がある）を参照しながら，手順に従って操作してください。
　マイクについては操作卓（写真 5）の鍵を開けて，主電源を入れるとすぐに使用可能となります。（後
はマイク本体スイッチを入れる。）
　これ以外にビデオ，DVD，カセットを使用する場合は，マニュアルに従ってください。

○ 事前に動作確認をしておく

【資料提示装置】
　すべての講義室に備え付けてあります。（演習室にはありません。）

【OHP】
　設置されている講義室が限られています。また，機器は，移動式ケースに入っていますので，操作
卓の横や教室の端の方に置いてあります。

【スクリーン】
　教室により電動式と手動式があります。電動式は黒板横にスイッチ があり，手動式は引っ張る棒を
黒板端のヘリに引っかけてあります。

写真 5.  操作卓
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2010 12  

 

 

 

ON
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図 1.  「視聴覚設備利用マニュアル」の一例　（実際にはカラー印刷）
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【液晶プロジェクター】
　最近の授業はパソコン画面を液晶プロジェクターでスクリーンに映し出すことが多くなっています。
そのため，それに伴うトラブルも多発しています。
　トラブルを未然に防ぐために以下の項目に注意願います。

・ 視聴覚機器については，パソコンと液晶プロジェクターの接続も含めて必ず事前に動
作を確認しておいてください。

・ パソコン画面の出力切り替えは，パソコンによって異なりますので教務課のスタッフ
では対応しかねる場合があります。ご承知おきの上，事前確認しておいてください。

・ パソコン画面を TVに映し出せるのは，コンバータ設置教室 (E201，E301，E310)
のみとなります。

　毎年，いきなり本番で視聴覚機器を使用し，うまくいかなかったケースがみられます。
　授業が始まってからトラブルになると，焦るうえ，授業にも支障をきたしますので，必ず事前に動
作を確認しておくことをおすすめします。

3. 講義室について (高等教育推進機構平面図参照 )

　講義室の形状はさまざまです。
　通常の講義室，大講堂，S1，S2 講義室，階段教室，演習室などがあり，それぞれの部屋によって机
の形状，配置，移動できる机・イス，視聴覚機器も異なります。
　学務部教務課全学教育担当から離れている教室も多く（最大 500m，往復に 5分以上を要する），何
かトラブルがあり事務室まで往復すると，多大な時間を要することになります。

　そうしたことを防ぐためにも，授業の前に必ず 下見 をしておいてください

4. プリント等の配布と回収について

　受講票やプリントなどの配布物 は入り口で事前に配布する等，段取りよく行えるよう準備し
ておくと良いでしょう。（特に大講堂のような大型教室の場合は，工夫が必要です。）

　レポートの回収 についても，出口で回収するか，学務部教務課全学教育担当窓口前にある レ
ポートボックス ( 事前に申し込んでください。) を使用する等，工夫して行うと要領よく回収でき
ると思います。

　なお，受講票や回答用紙，出欠簿，学生名簿（基礎クラス，外国語クラス），チョー
ク は学務部教務課全学教育担当に置いてありますので，必要に応じて持って行ってください。
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　また，プリント類 は必要となる日の 4日前 ( 土日祝祭日を除く ) までに学務部教務課全学教育担
当に申し込むと，当日までに印刷します。ただし，カラーコピー，ソート，ホチキス止めは出来ません。
( 申込様式は別紙のとおり )

　その他，プリント類を 各自で用意する場合 は，高等教育推進機構 1F の全学教育スタッフ室
（N140）の コピー機 を使用してください。( 平日の夜間，土日祝祭日及び授業期間外は使用できま
せん。)

　なお，全学教育スタッフ室（N140）に入室の際は，バッジ（学務部教務課全学教育担当に備え付け）
を着用してください。

※ 担当教員に直接相談できないような問題がある場合は，学務部教
務課全学教育担当を通じて，各科目責任者と相談することができ
ますので，申し出てください。

 T・A業務に関する問い合わせ先

学務部教務課 全学教育担当 :　電話 011 - 706 - 5084
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図 2.  受講票

写真 6.  学務部教務課全学教育担当窓口前にある レポートボックス



＜パートVII：TA 業務に関する事務情報＞　VII.1  T・A業務に関する事務処理の概要

-174-

 

                  

図 3.  答案用紙の例（B5罫）
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図 4.  印刷申込書
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図 5.  高等教育推進機構 １階  ／ 平面図及び避難経路図
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図 6.  高等教育推進機構 ２階  ／ 平面図及び避難経路図
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図 7.  高等教育推進機構 ３・４階  ／ 平面図及び避難経路図
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図 8.  国際広報メディア・観光学院  ／ 平面図及び避難経路図
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図 9.  情報教育館  ／  平面図及び避難経路図
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